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　私たちはコロシアムというゲームに巻き込まれました。ゲームは強制参加であり途中退出は許されません。殺し合いは始まっているのです。

　ですから、まず知るべきはルールです。ルールを把握したうえで今後の行動を決めてください。その手助けになるよう、チェス研より特別版を配布します。




　☆　コロシアム設定


　・　フィールド　コロシアム

　・　プレイヤー参加人数　三十クラス　千人

　・　銃器　三十八口径リボルバー　装弾数６　カスタムモデル



　現時点において三十丁の銃が存在するが、認証機能があるため、所持者しか使用できないという制約がある。




　☆　勝利条件




　Ａ　最ラ後スのト一ナクンラバスー

　最後の一クラスとなることが条件。

　一年から三年まで三十クラスが存在するので、他の二十九クラスは殲せん滅めつする必要がある。生き残る人数は不確定で、約三十人から一人までと幅が出ることになる。




　Ｂ　三十人選抜セレクシヨン

　別のクラスに所属する三十人を集め、その他を殲滅することが条件。

　一年一組から三年十組まで、それぞれのクラスから一人ずつであり、ランダムに三十人集めても意味がない。クラスが一つ消滅し、ナンバーコンプリートが不可能となった時点でセレクションでのゴールも消滅する。

　生き残る人数はこの学校のクラスの数、三十人となる。




　☆　編集後記

　チェス研けん会報誌『玲れい瓏ろう』はこの号を持ちまして廃刊とさせていただきます。今までの購読に感謝いたします。それでは幸運を。







チェス研会報誌『玲瓏』特別版より抜ばつ粋すい　製作者・沖おき羽は留る奈な　未配布
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　月つき島しま伊い央おは自分がどこにいるのかわからなかった。

　漆しつ黒こくの空間の中、痛みを感じて伊央は腹を押さえる。何かが刺さっているかのような鈍どん痛つうに顔を歪ゆがめた。

「安心して、あなたには刺さっていない」

　振り向くと裸の女性が倒れていた。彼女は胸にバラの花束を抱かかえている。

「ナイフが刺さっているのは私なのだから」

　バラの花びらが散っていき、胸に刺さる銀色のナイフが露ろ出しゆつした。

「あなたが私に刺したのよ」

　散った花びらはどろりと溶けて血になった。彼女は高たか槻つき里さと美みだった。後ずさる伊央に彼女は倒れたまま笑った。

「恨うらんでいないわ。いえ、感謝している。だって私を悪夢から解放してくれたのだから」

　伊央の腹からも血が垂れ落ちていた。見ると腹にぽっかりと穴が空いている。銃弾でえぐられた醜みにくい腹がそこにあった。

「あなたには穴が空いているから流れ出ちゃうの。大切なものがどんどん流出していく」

　必死に手で穴をふさぐが、流れる血は止まらない。

「そんな穴を持ったあなたに託すわ」

　高槻里美が立ち上がり伊央に歩み寄ってくる。

「あの学校への復ふく讐しゆうを……」

　伊央は悲鳴を上げた。同時に意識は覚かく醒せいに向かう。

　全身が鉛なまりのように重い。息を吸おうと口を動かすと、乾いた唇くちびるが切れて生なま温ぬるい血の味が広がった。強烈な頭痛に耐えながら瞼まぶたを開けると、ゆらゆらと揺ゆれる景色が見えた。周囲に漂う靄もやと、薄く差し込む木こ漏もれ日は朝を告げている。体を起こしてはっとする。枯れたバラのように赤黒く染まったワンピースを見て、ただ伊央は絶望した。

　──夢ではなかった。

　自分が高槻里美の胸を刺したのは現実だった……。

　真っ赤なカラーの印象が強すぎて他の記憶が薄かった。あれから──高槻里美を刺してから逃げるようにしてあの場を離れたのだ。だが、足のソケットにあるナイフも、腰にぶら下がる銃も消えていない。そしてダンゴムシのようなワームもじっとこちらを見ていた。

　ワームはずっと見ていたはずだ。伊央が高槻里美の胸を貫いた一部始終を、クラスメイトに映像として送っていた。そして今でも……。

　もしも学校に戻れたとして、クラスメイトはこの血で汚れた自分を見て受け入れてくれるだろうかと思う。自分とクラスメイトを繫つなぐか細い糸はすでに切れているのではないか？

「伊央ちゃん」

　声に振り向くと、木陰に人が立っていた。

「マナちゃん」

　ショートボブの小柄な人影は一年生の前まえ園ぞのマナだった。

　マナはしっかりと距離を取っている。表情から読み取れる感情は明らかに怯おびえだった。

　生徒たちを裏切った高たか槻つき里さと美みを止めよう。と、そんな意思のもとで行動した。これ以上仲間たちが死ぬのを見たくないという正当な理由だった。しかし、本当によかったのか、他に方法はなかったのか。はっきりとわかることは、あの行動により伊い央おは何かを失ったということだ。

「話し合いをしたいって。今後のことについて」

　その言葉に疑問を感じた。死者が出た今、全員が助かるというルートは消えている。それでも話し合いを求めるというのか。

「伊央ちゃん、大丈夫？　ずっとうなされてたよ」

　心配げなマナを見て思い出した。彼女は環境委員会に所属しており、中庭の花か壇だんや生き物の世話をしていた子だった。飼っていたウサギが何者かによって殺されて泣きじゃくっていた、そんなか弱く優しい彼女までこんな場所に連れてこられたのだ。

「平気よ。対話はどこで？」

　伊央は平静を装ってみせた。

「スタートエリアの中央。あのモニュメントがあるところ」

　穴の開いたプレートがある場所だ。そして伊央が里美を殺した場所でもある。

「怯えている子が多いから話し合いは少数でってことになったんだ。伊央ちゃんと話したいっていう人たちが集まってる」

　伊央との対話を望んでいるようだ。それは当然だった。現段階でキーとなるのは弾丸の数だ。伊央はその弾丸の過半数を所持している。ゲームを続行するならば、伊央の存在は脅きよう威いとなるはずだ。

「伊央ちゃん、その服、着替えたほうがよくない？」

　血まみれのワンピースを見て迷っていると、いきなりマナがナイフを抜き地面に突き立てた。

「血の臭いで変なのが寄ってくるから」

　ナイフは地面を這はうムカデに突き立てられていた。

「……このままでいいよ」

「気をつけてね。生徒会が崩壊して、こっちに高槻さんもいない今……」

　マナがはっと口をつぐんだ。

「気にしないで」

「だから私たちで話し合いをしなきゃいけない。でも、話し合いを求めている人たちは、少し怖い。私には何を考えているかわからない人たち」

　議論自体が罠わなである可能性がある。徒党を組んでまず伊央を排除しようという結論が出たのかもしれない。が、それでもいいと思った。

「行ってくるね」

　伊い央おは立ち上がった。マナの足もとでは、真っ二つにされたムカデがうねうねと蠢うごめいていた。

　伊央は見通しのいい場所を歩く。撃うたれるかもしれない状況だが恐怖はなかった。そんな感情が壊れたのかもしれないし、持っている銃弾のおかげかもしれない。銃に弾丸はすべて込められており予備も充分にある。もしかしたらと思う。この世界において弾丸とは地位や資産のようなものなのかもしれない。背景がしっかりしている人間は、どんな世界でも安全に歩くことができる。

　しばらく歩くと人影が見えた。あの場所に人の姿がある。ざっと見て十人ほどで、ほとんどが座っている。真っ赤なコスチュームを見て彼女たちの表情が固まった。夏の日差しが降り注ぐ空間が一気に凍いてついたかのようだった。

「おはよう、スティンガー」

　その中で笑え顔がおを向けた女子がいた。伊い奈な川かわ玲れい菓かという二年生だ。

「話し合おうと思って。弾丸よりも言葉を交わす必要があるから」

　伊奈川は伊央の真っ赤なワンピースを見てもまったく表情を変えない。

　見ると立っている女子は伊央を除いて三人。それぞれが距離を取っている。そしてその他の女子生徒は、銃を持っていないフリーの生徒だった。

　伊央の視線に気づいたのか、伊奈川が口を開く。

「保護よ。混乱で逃げ出したら救出はできないから」

　フリーの女子は六人おり芝しば生ふに座り込んでいる。その女子の近くに伊奈川が立っている。盾たてにしているのだと気づいた。もしも銃撃戦になった時の肉の盾だ。

　銃持ちの生徒はもう一人いたが言葉を発しない。フリーの生徒を盾にするでもなく無防備に立っている。銀色に染めた髪が朝日を受けてキラキラと光っていた。アルビノのような症状を持っており全体的に色が薄い、という少女だった。

　彼女を見ているといつも胸が痛んだ。瞳ひとみの色が違うというだけで疎そ外がい感があるというのに、全体的な色彩が違う彼女はもっと苦しんでいたのではないか。だが、彼女と日常で言葉を交換し傷を舐なめ合うことはなかった。色違いが一いつ緒しよにいたところでさらに別の色になるだけではないか……。

　伊央はふと気配を感じ周囲を見回した。距離は離れているが、木やコンテナの陰に身を隠す生徒たちの姿がある。

「みんな、あなたを警戒してるのよ」伊奈川が言う。

「殺し合いが始まるから？」

「いいえ、殺し合いは望まない」伊奈川は両手を広げてみせた。「でも、あなたがやるのだったら私は身を守る。両手を上げて撃たれる、なんてことはしない」

　座り込んでいるフリー女子が震えている。交戦が始まれば、いつでも彼女たちを立たせて盾にする、と伊い奈な川かわはアピールしている。

「私も話し合いを望みたい、です」

「ダンゴムシ抜きでね」

　伊奈川はベルトにぶら下げた球体を見せた。タオルで縛しばったそれはワームだった。

「生徒会は崩壊した。だから私たちだけで意思統一する必要がある。ここで無む駄だに戦うか、それとも協調するか」

　伊奈川はタオルを伊い央おに放り投げた。それを受け取りワームを包んで縛る。あれからワームが声を発することはなくなったが、それでも見ているはずだ。カメラはリアルな死のゲームを映し続けている。

「ありがとう。あなたが話し合いを望んでくれて希望が出てきたわ」

　ワームの視界が遮さえぎられたことを確認して、伊奈川が微ほほ笑えんだ。

「私の意思なんて関係あるの？」

「あるよ。あなたは高槻里美を貫いた人ステインガーじゃない」

　ずきんと胸が痛んだ。あのシーンが今でも臨場感を持って蘇よみがえる。強烈な胸の痛みと息苦しさに、必死で伊央は呼吸を整えた。

「気にしないで。あれはやるべきことだったの」

　伊奈川は心臓を刺し貫いたことを、やるべきことだったと表現した。

「里さと美みを排除したことで、私たちは協調できるわ」

　胸の痛みが治まったが、代わりに激しい怒いかりが湧き、伊央は叫さけんだ。

「ふざけないで！　協調するって？　もう遅いじゃない。プレイヤー三十人が手を繫つないでゴールするルートは閉ざされた。残りは殺し合って最後の一人になるしかない。それでも協調するの？　私とあなたが組んで他の子たちを殺して、最後に一騎打ち？」

「ルートは閉ざされていない」

　声に伊央は口をつぐんだ。発言者は今まで黙だまっていた銀髪だった。

「何な故ぜなら、ここは本当のコロシアムではないから」

　──本当のコロシアム。

　何を言っているのかわからなかった。

「足もとを見て」

　銀髪に言われ、伊央は下を向く。

　伊央は大きなマンホールのような円形のプレートの上に立っていた。プレートの外周には飾りのように小さな穴が等間隔に空いている。それは銃弾がぴたりとはまりそうな穴だった。それが三十箇所。

　すべての言葉をここに、そうすれば元の世界への扉が開かれる

　そんな文字が見えた。

「そうよ、私たちは元の世界に戻る」伊い奈な川かわが指に挟はさんだ弾丸を見せた。「弾丸は人間に撃うち込んではいけなかった。ここに差し込むだけだった」

「でも、三十人生きていないと……」

「気づいているでしょ。元からこのゲームのルールはおかしかった。自分以外のすべてのナンバーを殺せばゲームクリア。でも生き残れるナンバーは一つだとしたら、なんで最後の一人になるまで殺し合え、と簡潔に表現しなかったんだと思う？」

　さらに伊奈川は続ける。

「別のナンバーを持った三十人が生き残ることができる。というもう一つの勝利条件があったわよね。それがあるから、私たちは三十人に欠員が出てはいけないと錯覚した。でも、別のナンバーを持った三十人が、私たちのことだけを示すわけではなかったとしたら」

　いや、もしかしたらすでに気づいていたかもしれない。それはさらなる悪夢の始まりであるからこそ、目を逸そらしていた。だが、その予感はいつでも背中にべっとりと貼りついていた。

　──このゲームは学校すべての人間がプレイヤーなのでは？

　そうなのだ。自分たちに割り振られたナンバーはクラスそのものだった。つまり……。

「私は話し合いを望む。たとえ殺し合うという結論しか出ないにしても、話し合う必要がある。その話し合いはすべてのプレイヤーでやるべき」

　伊奈川はきっぱりと言った。すべてのプレイヤー、それはこの場所で生き残った人間を示すものではない。向こう側から見ていた学校の生徒たちを含む。

「そのためには、私たちは元の世界に戻る必要がある」

　──学校だ。

　ここではなく学校が本当のコロシアムだった。私たちは学校全体で殺し合いを始めさせるための小さなきっかけに過ぎなかった。ぐらりと伊い央おの足もとが揺ゆれた気がした。心臓は早はや鐘がねのように打ち、冷たい汗が全身を流れる。このコロシアムの悪夢を学校に持ち込めというのか。血に濡ぬれたまま学校に帰れというのか……。

「戻るべきだと思うよ」

　声に顔を上げて啞あ然ぜんとする。

　こちらに来る人影があった。伊央を警戒することもなく、ビキニの水着姿の女性が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。そんな彼女に伊央は思考停止し、視線を奪うばわれてしまった。たぶん彼女は急いだことがないのではないかと思う。時間はいつでも彼女を中心に……。

　伊央から少し距離を置いて五十嵐いがらし渚なぎさが立ち止まった。言葉を発することもなく笑え顔がおを浮かべるわけでもなく、凍りついていた場の空気が溶けていく。彼女はいるだけでスムーズに空気を流す。『五月の薔ば薇ら』はこの場所でも輝きを失っていない。

「ごめんね、こんな恰かつ好こうで」

　濡れた髪を払うと滴しずくが飛んだ。体がキラキラと光っているのは、水を浴びていたからか。彼女なら貴重なペットボトルの水だろうが、使うべきだとさえと思った。彼女はコロシアムにおいて高たか槻つき里さと美みのように前面に出ることはなかったが、取り乱すこともなかった。たとえるならばこの状況で自然に五十嵐いがらし渚なぎさとして振る舞っていた。

「あ、いえ……」

　ビキニ姿を見ているこちらが恥はずかしくなり、伊い央おは目を逸そらしてしまった。

「伊い奈な川かわさんから話は聞いた？」

「はい」

「これは警告ではなく懇こん願がんよ。私たちを撃うたないで……」

　両手を上げる渚を見て、人の心を動かす表情を作るのがなんて上手なんだろうと思った。悲しみから微ほほ笑えみまで、すべての表情を取り揃そろえており、さらに大量のストックを持っている。

「私は元の世界に戻りたい。あなたたちは？」

　渚はさらに周囲に視線を投げた。

「戻るべきだと思います」伊奈川が応じる。「この世界ではこれ以上の広がりはない。チェスでいえばチェックはされずとも次の手はないステイルメイト」

　少し間をおいて銀髪がうなずいた。

「……私たちも」

　か細い声は座り込むフリーの六人の女子たちのものだった。

　伊央にとって学校生活は霞かすみのかかった記憶となっていたが、それでも戻りたかった。もう一度クラスメイトと言葉を交わしたい、そして彼とも……。

「戻りたい」

　伊央の口から声が漏もれた。それを聞いて渚が微笑む。

「では弾丸集めを続行しよう。三十発の弾丸を集めて出口を開ける。そのために協力してくれる、月つき島しま伊央？」

　伊央はうなずいた。ワームの向こうの生徒たちは傍観者ではなかった。だとしたら向こう側で結論を出さねばいけない。

「こっち側にいるプレイヤーに弾丸集めの意思を伝えたいの。そのためにはやっぱりワームを使う必要がある」

　渚がワームのタオルをはぎ取ると、伊奈川と銀髪も同じく目隠しを取り払った。

「月島伊央、お願い」

「渚さんがやるべきでは？」

「私では──見くびられる」

　渚は伊央に歩み寄り耳もとで囁ささやく。

「これはプレイヤーへのメッセージであり、同時に学校へのアピールでもあるの。失敗はできないし、コロシアムのリアリティを伝える必要もある。私たちの代表はあなたしかいない」

　伊い央おはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。これはこの世界の安定のためだ。選択を先延ばししてはならない。

「衣装は変える？」

「このままでいいです」

「でも顔だけでも洗わないとね」

　渚なぎさは伊央の顔に水を掛けると、タオルで丁寧に拭ふき取る。間近で目が合いどきりとする。彼女を見て、美しさは力であり微ほほ笑えみは剣である、という言葉を思い出した。

「大丈夫です、やれます」

　渚と伊い奈な川かわは伊央から離れる。この場にあるワームの目はすべて伊央に向けられた。

　膝ひざが震えたが逃げ出すわけにはいかない。ワームの向こうに大量の視線があることに恐れを感じたが必死で押し殺した。伊央は大きく息を吸ってから口を開く。

「……みんな見てくれている？　見ていたら他のクラスにも伝えてほしい。そしてみんなが繫つながっているプレイヤーに私の意思を届けてほしいの」

　笑おうかと思ったが、表情は固まったままだった。自分はなんて笑え顔がおの在庫が少ない人間なのだろうと、こんな時に思う。

「コロシアムを……この世界を乱した原因となった高たか槻つき里さと美みさんは、いなくなりました」

　どのくらいの人間が見ているのだろうか。ワームの向こう側の生徒たちは、今でも画面の向こう側の出来事だと思っているのだろうか。

「いえ、高槻里美は、私が──排除しました」

　伊央は目を閉じた。

「私たちは弾丸よりも言葉を望みます。これ以上の争いは望まない。冷たい言葉を交わすことになったとしても、私たちは理性的に振る舞う必要があります。そのためには弾丸を集める必要があるの。だから協力してほしい。そしてメッセージを伝えてほしい」

　しばらく間を開けてから伊央は周囲のワームを見た。

「そのメッセージはとてもシンプル。協力するか否いなか。協力するなら弾丸を渡して。協力しないのであれば──」
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『協力しないのであれば──排除します』

　萩はぎ原わら悠ゆう人とはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　彼女の表情に迷いはなかった。伊央はゲームの続行を決断した。つまり弾丸を三十発集めてこちら側に来るのだ。画面は真っ赤に染まった伊央のバストショットをしばらく映し、その後、ワームの視界は遮さえぎられた。

「弾丸のコンプリートは容易たやすい」

　萩はぎ原わらのスマホ画面を覗のぞき込んでいた黒くろ川かわ咲さ季きが呟つぶやいた。

　萩原は所属するチェス研けんの部室にいた。会長の咲季の他、北きた野の亮りよう、沖おき羽は留る奈なの姿もある。北野は窓枠に腰掛け外を眺ながめ、羽留奈は席に座りパソコン画面を見つめている。

「現段階で伊い央おは過半数の弾丸を所持してる。弾丸集めにどのような方法を取るかはわからないけど、コンプリートは時間の問題ね」

　向こう側のコロシアムにおいてイニシアチブは伊央にある。高たか槻つき里さと美みの返り血を浴びた真っ赤なワンピースを晒さらした彼女の決意は固い。銃を撃うてずに涙を流した、あの頃のか弱い伊央は消えたのだ。

「コンプリートでこちら側への扉が開くことは気づいていますかね」

「当然ね。すでにあちらのプレイヤーでの密談が行われてるはず。気づいていないのは、まだ部外者だと思っているこちらの大半の生徒たち」

「みんなに伝えるべきでしょうか」

　北野が窓の外を見たまま言った。

「伝えなくてもすぐに気づくでしょ。いや、すでに私たちのように気づいている人間もいる。早めに気づいた連中は準備を始めているはず」

　──準備。だが、萩原は何もできずにいた。画面の向こうのデスゲームがこちらに来ることを受け入れられない。本当に伊央はここに戻ってくるのか。あの時差し出された彼女の手を思い出す。再会して彼女の血に濡ぬれた手を握ってやれるのか……。

「話し合いの準備をするべきでしょう。彼女たちがこちらに来た時、トラブルが起こらないように対話の場を作っておきます」

　北野の発言に咲季は苦笑した。

「部外者の意見ね。私たちには彼女たちよりも選択肢が少ないことを認識しなきゃいけない。話し合いの場は私たちが作るんじゃなく、必要があれば彼女たちが作るはず。つまり私たちは彼女たちにお伺うかがいをする立場」

「とにかく情報を集めないと」

　萩原は羽留奈の背後に回りパソコン画面を覗いた。

「動きはあるか？　生徒会に代わって中心になろうってやつが出たり」

　羽留奈は猫型のマウスをクリックしフォーラムなどを巡回している。彼女のパソコンアクセサリーはほとんど猫関連で、パソコンのキーボードもアルファベットの代わりに猫の足跡になっている。なのでキーボードの配置を憶えていない萩原は、このパソコンを使用できない。

「情報が錯さく綜そうしてる。生徒会の動きは停止したまま。学校から出ていくメンバーを募つのるフォーラムができたり、プレイヤーを失ったクラスが中心となった反戦グループができたり」

　反戦グループは羽留奈の二年一組と二年八組で構成されているようだ。どちらもプレイヤーが死んでおり、これ以上の死者を出さないようゲームの中止を求めて活動している。

「気づいている人間は、水面下で動くものだからね」

　咲さ季きが机に座って足を組んだ。

「この場合の必勝法はなんです？」

　この時点でどう動けば利得が一番高いのか。

「先に攻撃することじゃない？　ジレンマ理論でも核兵器を手に入れたら、まず飛ばせ、と結論が出ているしね」

「それが必勝法なら、もう殺し合いが始まってますよ」

「そうならない理由はいくつかあるの」咲季は首を振る。「まずそう予測しても、それが本当だかはわからない。萩はぎ原わら、君だって未だに向こう側だけのゲームであれと願っている」

「語ご弊へいがありますね。願ってはいません」

「何も起こらなかった場合、動いた人間が損をするのは必然。卒業式のジレンマってやつが近いかな。皆で卒業式に変な髪形にしようと約束するけど、当日に自分だけ変な髪形だったら損するじゃない？」

「そんな思考でなくても、殺し合いなどは起こりませんよ」北きた野のが口を挟はさんだ。

「学校の友人にそんなひどいことをできない？」

　咲季の視線に北野がたじろいだ。友人だから、仲間だから、という理論が通用しないのは証明されている。すでに向こう側で崩壊しているからだ。こちら側は違う、と、誰が断言できようか。

「俺も殺し合いなんか起こらないと思いますがね」

　萩原の意見に、羽は留る奈なが微かすかに表情を緩めた。

「君の希望？」

「違います。数字的な理論です。弾丸を持ち込めたとしても三十発。使える銃は残り二十丁ほど。これでは一方的な殺さつ戮りくとはいかない」

「そんな話か？」と、北野が表情を曇くもらせた。

「そんな話だ。重要なのは銃が絶対的な武力ではないということだ。だからこそ、対話ができる。まずは対話をするんだ」

「対話をしてどうするの？」

「わかりませんが、俺たちは話し合う必要があります。俺の願いは、どんな状況下でも理性的に振る舞うことです。たとえ追い詰められても人間としての尊厳は捨てない。先に攻撃するでもなく両手を上げて降伏するでもない、中間があるはずです。人間は理性と知性を持ってその中間を追及するべきです」

「立派ね。チェス研けんの会長として誇らしい。思考停止とも言えるけど」

　咲季がパチパチと手を叩たたいた。そんな態度に萩原はムッとした。

「じゃあ、先輩はどうしろと？」

「嫌いや味みじゃないよ。これから何が起こるにしろ、理性を保つ必要がある。感情に流されずに行動した者が最終的に勝者となるかも。その勝者の条件はそれぞれ違うだろうけどね」

　咲さ季きは机から降りると、羽は留る奈なに歩み寄る。

「理性的に振る舞うために重要なのはいつでも情報よ。最悪なことでも知っていればそれ以上の恐怖はない。だけど、知らなければ些さ細さいなことでも恐怖は膨ふくらみ続ける。私たちは知ることを恐れてはいけない」

　咲季は羽留奈に指示しパソコンのデータを表示させた。

「まず学校のデータ」

　羽留奈が猫型マウスを動かすと、パソコンにこの学校の詳細なデータが表示される。

「クラスの名簿……委員会、部活、同好会」

　咲季の指示と同時に羽留奈はデータを表示させる。繊細でいてスピーディー、まるでピアノを弾いているかのような羽留奈のキータッチだ。

「一クラスは平均三十三人。全校生徒は合計千人、だった」

　向こう側のプレイヤーも合わせて千人。しかしすでに三人の死者が出ているため、残りは九百九十七人。そんなことを考えて萩はぎ原わらはぞっとした。残り九百九十七人。これ以上減るというのか……。

「この学校がコロシアムとなるのであれば、勝利条件は二通りある。まず自分以外のクラスの生徒を殺すこと。つまり生き残れるのは自分のクラスの約三十人──最後のクラスラストナンバー」

　萩原たちは視線を絡ませた。こうして普通に会話しているが、自分たちは敵同士になる可能性がある。学校の生徒千人の殺し合い。武器を持って殴なぐり合うイメージが浮かび、萩原は必死に頭を振る。そんなことが起こるはずはない。

「今までのクラスの絆きずなが試されるということね」

「嫌な言い方ですね」

「クラスという枠組みは国のようなもの。利益を共有する運命共同体」

　ランダムに線を引いて人間を分けただけの集団だ。自分の意思は混じっていない。それなのに強引に運命共同体となるのか。しかし考えてみれば国や家族などの枠組みも同じではないか？　初めから運命を持ってして生まれた集団などこの世界にはあり得ない。

「その枠組みが気に入らなかったら、クラスの人間を売って利益を上げる方法もある」

　咲季に三人の視線が集まる。

「三セ十レ人クのシ選ヨ抜ン」

　セレクション。それはもう一つの条件だ。別のナンバー、つまり各クラスから一人ずつ集め、それ以外を殺す。生き残れる人数は三十人。一人欠けてもならない、ぴったり三十人となる。

「ランダムに三十人集めればいいのではないところが難しい。それぞれの教室に行って一人ずつスカウトし、三十クラスから一人ずつ集めねばならない。どんなに仲がよかったとしても同じクラスで複数が助かることはない。つまり自分以外のすべてのクラスメイトを殺す、と同義でもある」

　学校のクラスにはナンバーが割り振られている。一年七組の萩はぎ原わらは７、二年一組の羽は留る奈なは11と。１から30まですべて集めるのがセレクションなのだ。

　チェス研けんの部室に沈ちん黙もくが流れる。

　クラスの友人を助けるならこのチェス研のメンバーは敵となる。だが、セレクションを考えるならば、共同戦線を張ることは可能だ。だが、その場合萩原は七組の生徒を捨てることになる。萩原の脳のう裏りに真っ赤に濡ぬれる伊い央おのシーンが浮かんだ。

「クラスを裏切ってセレクションが誕生する確率はありますかね」萩原は聞いた。

「裏切りではなく、セレクションは一つの戦略よ。たとえばクラスメイトが殺され自分一人となったとする。このままではクラスの壊滅も時間の問題。だとしたら別の集団に庇ひ護ごを求めようとなるはず」

「だとしたらセレクションはゲーム後半に生まれるのか……」

「もっと積極的に編成されると思うけどね。学校の有能な人間が徒党を組んで積極的に他の人間を殺していく、という」

　パソコン画面を見ると、名簿が表示されていた。

「羽留奈、これはなんだ？」

　表示された名前はすべて萩原も知っていた。生徒会や委員会の委員長、格闘系部活のエースや文化系部活で実績を残している生徒など。

「学校の有名人のピックアップ」

　咲さ季きに頼まれて羽留奈が制作したのだろう。つまり学校のキーパーソンだ。萩原が思考停止している間に、咲季はすでに今後のことを考えていたのだ。

「個人の人間関係相関図もある。現時点でも友好度だけでなく、趣味嗜し好こうなどをパラメータ化し、条件つき確率などを使って、相性のよさを予測することも可能」

「残ざん酷こくな図だな」

　容姿や行動などを数値化して管理している冷たいデータだった。

「もともと生徒会に頼まれたもの。カップリングゲームとかに使うデータとして」

「あったな。異様にカップリング率が高かったイベント」

　あのイベントは生徒会主催だった。つまり生徒の恋愛も生徒会にコントロールされていた可能性がある。閉ざされた学校生活のガス抜きに恋愛は有効だと考え、公認カップルをいくつも誕生させたのだ。

「俺と相性のいい女子もずばって出てくるのか？」

　羽留奈が無視したので、萩原は彼女の肩を小突いた。

「……条件は？」

「一いつ緒しよにいて楽しくて頭の回転がよく理論的、ビジュアルもよく色んな表情があって金もかからず何しても文句も言われない、とか」

　羽は留る奈なは無表情でキーボードを叩たたいた。

「検索結果──プレステ５」

　強めに後ろ髪を引っ張ると、羽留奈は「あがっ」と呻うめいた。

「やめろって」

　割って入った北きた野のが萩はぎ原わらを引きはがした。そんな動きでマウスがカチリとクリックされ、別の名簿が表示された。それは向こう側の三十人の名簿だった。

「この順番は？」

　萩原は画面を覗のぞき込む。名前が順位づけされている。画面をスクロールすると月つき島しま伊い央おの名前も表示されたが、順位不明と書かれていた。

　何な故ぜか羽留奈が視線を逸そらし、代わりに咲さ季きが口を開く。

「あの三十人は思った以上にバラエティに富んでいた。美み里り亜あのような素行の悪い生徒から高たか槻つき里さと美みのようなカリスマ、そして他にも。能力や行動の積極性、周囲の評価などを数値化し、あの三十人の中でバトルロイヤルで生き残る確率が高い順になってる」

　チェス研けんの情報収集システムの一端だ。莫ばく大だいな情報を一元化し数値化する。それを管理しているのが羽留奈なのだ。

「美莉亜は……五位」

　積極的な行動を取った美莉亜は意外に低い。また高槻里美も七位と低評価だった。里美の裏切りまでは予測できなかったようだ。

「向こう側のキーパーソンはこの四人だろう。息を潜ひそめるようにして状況を見ていた」





　１　桜さくら木ぎ環かん奈な　　一年九組

　２　五十嵐いがらし渚なぎさ　　三年三組

　３　伊い奈な川かわ玲れい菓か　二年二組

　４　雪ゆき村むら琴こと音ね　　一年五組






「桜木って知ってるか？」

　萩原は北野に聞いた。

「ああ、有名人だよ」

　北野は平然と言う。データを見ると、運動能力や成績が際立っているとは思えない。

「有名なのはビジュアルなんだ。ほら、あの銀髪の子。生まれつき色素が薄いらしいんだよね」

「ああ、あのアルビノか。知り合いっていうか貸しがある」

「接点があるのか？」

「あの子、屋上のベンチでぼーっとしてたことがあって、ジュースをおごったことがある」

「それで知り合い？」

　呆あきれたように羽は留る奈なが言った。

「素行不良ってわけでもない感じだったけどな」

　それなのになんで環かん奈なが要注意人物の一位となっているのか。

「桜さくら木ぎ環奈にはよからぬ噂うわさがある。たとえば飼育していたウサギを殺したりと」

　確かに裏庭の小屋のウサギが殺されたという事件は何回かあった。データを見ると環奈は環境委員会に所属しているようだ。よってペットの飼育なども担当している。

「桜木環奈がウサギを殺したという証拠はない。だけど、そんな噂とビジュアルが相まって人気が集まり、桜木環奈が一位だ」

　咲さ季きの物言いに萩はぎ原わらは顔をしかめたが、無視して他のパーソナルデータに目をやる。

「伊い奈な川かわ玲れい菓かも知っている」

　合唱部に所属しており特技がピアノ。成績も優秀で医大を目指している。趣味はチェスやボードゲームなど。

「チェスが趣味、か」

「彼女が一年の頃、入部したいとの申し出はあった」咲季が平然と言った。「断ったけどね」

「なんでです？　彼女がいたらこの部室は、もう少しは潤うるおっていたでしょうに」

「純真すぎる性格と、ゲームの戦略が気に入らなかった。彼女が得意なのはモノポリーのようなコミュニケーションつきゲーム。複雑な戦略を用いているように見えるけど、根本は単純なしっぺ返し戦略」

「しっぺ返し？」

「ゲーム理論でよく使われる言葉よ。協調には協調で返し、相手が裏切ったら報復をする。私が問題視したのは、伊奈川は必ず報復をするということ。そのゲームが不利になったとしても必ずする。……チェス研けんには合わないと思った」

　カードやボードゲームの学内大会によく出場して上位を取っていたことを思い出す。誰が勝者となるかが賭かけの対象となり、伊奈川はいつでも上位だった。チェス研がブックメーカーをやっていたので知っている。彼女は明らかに天才だ。

「なんていうか、ゲームをやっている時だけ性格が変わる人だよね」

「確かに普段は普通の感じだけど、ゲームではあえてにこにこしているような」

　北きた野のと萩原が意見交換していると、羽留奈が口を挟はさんできた。

「そういうわけじゃないと思う」

　羽留奈はじっと画面の写真を見ている。伊奈川は羽留奈の隣のクラスであり、体育などの合同授業で交流があったはずだ。

「きっとゲームの彼女が本物だと思う」

「普段のほうが自分を抑えていると？」

　萩はぎ原わらの問いに、羽は留る奈ながうなずいた。

「伊い奈なちゃんは、クラスが合わなかったみたいだから……」

「だけど、いくらゲームの天才だからって要注意ってのは短絡的だな」

「最初に銃を撃うったのは伊い奈な川かわよ」咲さ季きが言った。

「銃を撃った？」

「正確に言うと、銃を撃って人を傷つけた人間ね」

　萩原はすぐに思い出した。その場面を萩原は目撃している。

「最初の怪け我が人か。俺たちのクラスの、月つき島しま伊い央おが犯人にされそうになった」

　被弾者は二年三組西にし原はら由ゆ香か。その後西原由香は救助されたが、彼女を撃った犯人はうやむやなままになっていたはずだ。

「伊奈川は銃を撃った後に銃弾を買い、クラスメイトも黙だまっていた」

「ずっと隠していたのか。他のクラスに責任を押しつけて」

　彼女はゲームの先を考えていたのかもしれない。そして理論だけではなく実じつ践せんした。今後のキーとなるだろう銃を作動させてみたのだ。

「だが、情報は漏もれるということ」

　沈ちん黙もくが流れてしまったので、萩原は五十嵐いがらし渚なぎさのデータを表示させた。渚も伊奈川以上の有名人だ。

「五月の乙女か」と、北きた野のが小さく息を吐はいた。

　画面には美しい女性が表示されている。彼女の持っている武器を評価するとしたら、何よりもその美び貌ぼうとなるだろう。五月に開催されるバラ祭り、つまりミスコンのようなものだが、それに二年連続で選ばれている。華やかな美しさは周囲の女子たちから嫉しつ妬とを買ったこともあったようだが、彼女の五月は続きバラが色いろ褪あせることはなかった。

　チェス研けんが発行している紙媒体の会報誌『玲れい瓏ろう』も、彼女を表紙に使うと売り上げが倍増するほどだ。ちなみに三年三組にはもう一人容姿に秀ひいでた生徒がおり、バラとダイヤモンドが同居する部屋と喩たとえられている。

「向こう側にいることを知って騒さわいでいたからな」

　この学校に渚のファンは多数いる。渚がプレイヤーとして向こう側に連れ去られたことを知り、やきもきしていたはずだ。だが、渚のことで騒さわぐのは不ふ謹きん慎しんであろうという自制心により、うやむやのままにされていた。果たしてバラは枯れずに学校に帰還するのか。

「銃を撃てる感じじゃないと思うけどね」北野は言う。

「確かにそうだ。『玲瓏』の取材で彼女と話したことがあるけど、彼女は撃たれる側だ」

　取材では彼女を怒らせてみようと、ぶしつけな質問を浴びせたが、全く動じなかった。彼女の微ほほ笑えみは少しも歪ゆがむことはなかった。

「そんな彼女が二番っていうのはどうだろう」北きた野のが首を傾かしげている。

「このゲームにおいて重要なのは殺されないこと。あの美び貌ぼうが武器になる可能性がある。ずっと表舞台に立っていたために人脈もあり対話の主導権を取りやすい。また、興味本位から票を集めた理由もあるだろう」

「ん？」

　萩はぎ原わらは先ほどから咲さ季きの言動に違和感を覚えていた。この順位づけは能力などの要因の他に何かあるというのか。

「四番手の雪ゆき村むら琴こと音ねは二番目の犠牲者を撃うった人間だとの噂うわさがある。それで急激に票を集めた、という例ね。ちなみに月つき島しま伊い央おが里さと美みを刺したタイミングは遅く、集計には入っていない」

「票ってなんです？」

　萩原は咲季に向き直った。

「外部評価ということよ」

「まさか……」

　羽は留る奈なを見ると、彼女は後ろめたそうに視線を逸そらした。

「これもギャンブル対象にしていたんですか？」

　三十人のデスゲーム。それを賭かけの対象にしていたのだ。ナンバーはその人気順なのだ。

「この四人がベストフォーということ」

「そうじゃない！」

　萩原は咲季に詰め寄った。

「何を考えているんですか。これはさすがに違うでしょ」

「やめて」

　羽留奈が立ち上がったが、萩原は構わずに咲季に詰め寄り胸ぐらをつかんだ。

「確かに汚いことをして金を稼いできたけどこれは違う。先輩はやってはいけないラインを踏ふみ越えた。こんな状況でも金が重要なんですか？」

「金が重要なのは否定しない」

「友達の命を賭けに使うなんて」

「私が欲したのは情報なの。三十人の情報を一から得るには労力が必要だ。触れ合っていない人間の客観的な情報を得る必要がある。だからこそ金の流れが必要なのよ」

「だからって！」

「乱暴しないで」

　羽留奈が割って入り、必死で二人を引き離す。

「引っ込んでろ」

　押された羽留奈がよろめき机にぶつかり、文具が床に散らばった。

「萩原、やめろ」

　羽は留る奈なを抱きとめた北きた野のがこちらを睨にらんでいる。

「正義はどっちにある？　俺は間違ったことを言っているか？」

「女子に乱暴するなよ、萩はぎ原わら」

「理由はどうあれ、チェス研けんのこの行動は一線を越えた」

「そのチェス研だってなくなる！　もうこのメンバーで会えないかもしれないんだぞ」

　北野の怒声で、部室が静まり返った。

「悪かった」

　萩原は舌打ちをすると、羽留奈の頭を乱暴に撫なでた。

「悪いと、思ってる？」

　羽留奈が乱れた髪を直しながら呟つぶやいた。

「私にも謝って、萩原」

「……すいません先輩」

「許そう」

　咲さ季きは胸のリボンを直しながら小さく笑った。

「とにかくチェス研でも準備を進めておこう。何かあった時のためにも、今までチェス研が確保していたデリカを分けておく」

　咲季は羽留奈に電子マネーを動かす指示を出した。

「金なんて必要ですかね」

　萩原は机から落ちた文具を拾い集めながら溜ため息いきを吐つく。

「状況が乱れるからこそ、確実な何かが必要となる」

　学校で殺し合いが始まったとして、電子マネーを使う状況があるのか。

「学校がコロシアムになったら友情とか人間関係が崩壊するのに、金なんて脆ぜい弱じやくすぎて役に立たない気がしますよ」

「友情や愛情は換金できない。だけど人間関係は金で買える」

　きっぱりと言い切る咲季を見て、この人間はいざという時に俺を切り捨てることをいとわないのだ、と萩原は思った。……このままチェス研で動いていいのだろうか。気づいたら背後から撃うたれていた、ということにならないか。

　と、いきなりのノックの音に萩原は硬直した。

　北野が扉を開けると、そこに立っていたのは萩原のクラスメイト、鈴すず原はら鳴なる美みだった。

「なんだよ、鳴美」

　真っ青な鳴美はおぼつかない足取りで萩原に歩み寄り、手の平を見せた。

「萩原、これが。こんなのが配られてる」

　チェス研の四人は顔を見合わせる。やはり向こうの世界がこちらに浸食してきたのだ。次はプレイヤーも移動してくるはずだ。

「先に動く」咲さ季きが言った。「チェス研けんで捕まえる」

　鳴なる美みの手の平に載っていたのは鉄の塊──弾丸だった。
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「かわいそうな子だった」

「え？」

　伊い央おが振り向くと、伊い奈な川かわが空を見上げていた。

　現在は休戦協定が結ばれており、伊央はスタートエリア中心部に立っていた。近くには六人のフリーの女子生徒たちが集まっており、伊央と伊奈川は彼女たちの監視をしている。逃走を防ぐためではなく、弾丸を奪うばわれないためだ。交戦を防ぐために集めた弾丸はフリーの彼女たちに預かってもらっているからだ。

「美み莉り亜あのこと」

　高たか槻つき里さと美みに殺されたプレイヤーだ。美莉亜はこのコロシアムで銃を捨てた。つまり、クラスとの繫つながりを断ち切ったことになる。それがなければ死んでいなかったのだろうかと、伊央は今でも考える。

「二年一組のトラブルは全部あの子に押しつけられていた。そして、一組はこのコロシアムで美莉亜を捨てたのよ。駒こまを切り捨てるようにね」

　駒を切り捨てる。伊央は伊奈川がボードゲームのエキスパートであることを思い出した。

「美莉亜は高槻里美に殺されたんじゃない。一組に殺された」

「伊奈川さんは」伊央は聞いた。「もしも学校に戻れたらどうしますか」

「さあ。……でも、もうすぐ決める必要があるみたい」

　伊奈川の視線の先には、こちらに向かってくる渚なぎさの姿があった。彼女の背後には他のプレイヤーたちの姿もある。

「この一発で、合計三十発」

　渚が手の平の弾丸を見せた。

　フリーが持つ弾丸と合わせて三十発だ。

「伊央のおかげよ。誰もあなたと戦いたくないから」

　休戦協定は守られたままコンプリートに成功した。ずっと様子を窺うかがっていたプレイヤーもスタートエリアに集まっている。ここは本当のコロシアムでないことを知ったのだ。

「ゆっくりよ。ゆっくり弾丸を差し込んでいって」

　渚がフリーに指示する。弾丸は扉を開ける鍵かぎだ。




　すべての言葉をここに、そうすれば元の世界への扉が開かれる




　気づくとすべてのプレイヤーが集まっていた。弾丸を持ったフリーが一発ずつゆっくりと窪くぼみに弾丸をはめていく。

「もしも学校に戻ったら。そしてこのゲームが続いていたとしたら」発言者は渚なぎさだった。「ねえ、組まない」

　プレイヤーたちの視線が渚に集まる。誰かが口を開きかけた時、渚がすぐにそれを制した。

「答えなくていい。ここまで来て争いの種をまく気はないからね。でも、断言するけど学校に戻ってもゲームは続く。今までは私たちは敵だったけど、組むこともできる、と、頭の隅に置いておいてほしい」

　セレクションでのゴールのことを示し唆さしているのだ。ここにいる皆が協調したとすれば、学校に戻ってあと三人補充するだけで選抜グループはできる。死んだ美み莉り亜あの二年一組、司し馬ば遥はる香かの二年八組、高たか槻つき里さと美みの三年十組。その三クラスから一人ずつ補充し、あとは残りの生徒を殲せん滅めつするだけだ……。

　プレイヤーたちの視線が複雑に絡んだ。渚の申し出は協調だが、反面クラスを裏切れと促うながしてもいる。あちらでも銃を使えるとしたら、このグループがイニシアチブを取ることができる。豊富な弾数が用意されているのならば一方的な殺さつ戮りくとなる。

　伊い央おはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。

　──できるわけがない。

　クラスを裏切ることはできない。この場に立って気づいた。確かに自分はクラスで孤立していたが、それでもあの学校生活は……。

　伊央の思考をよそに弾丸はプレートにはめ込まれていく。

「最後の一発」

　渚は、持っていた弾丸を伊央に放り投げた。

「最後はこのゲームの殊しゆ勲くん者しやに」

　弾丸を受け取った伊央は、しばらく迷ってからプレートに進み出た。作業をしていたフリーの女子たちが後ずさり場所を空ける。

　──戻りたい。この場所でずっと思ってた願いが叶かなう。しかし本当に戻ったとしてどうすればいいのか。そうか、私は戻れないと感じていたからこそ戻りたかったのだ。願っていたのではなく怯おびえていたのだ……。

　伊央はプレートに膝ひざをついて最後の一発をそっと差し込む。──カチリと音がした。

「…………」

　しばらく待ったが何も変化がない。皆が顔を見合わせた時、伊央は「あっ」と声を上げた。手首と足首のウエイトが外れたのだ。

「光ってる」

　誰かの声がした。振り向くとタオルに包んだ球体が光を放っている。

「ワームよ」

　渚なぎさがタオルをほどいてワームを解放した。

『おめでとうございます』

　地面に転がった球体がダンゴムシとなり声を発した。それはワームに内蔵されていた声だ。

『あなたたちは鍵かぎを正しく差し込みました。よって元の世界への扉が開きます』

　振動を感じて伊い央おは足もとのプレートから後ずさる。同時にガタンとプレートが開いた。

『元の世界にはリニアエレベーターで帰還していただきます』

　プレートの下には棺ひつぎのような箱が見える。

『一人ずつデッキに搭乗してください。入口はここだけですが、出口は複数ありどこに出るかはランダムとなります。前のデッキが発車した一分後に次のデッキが出現し、発車可能となります……』

　ワームの説明が続く。それを伊央はどこか遠くで聞いていた。ただ、戻れるのだ、と思った。

　ワームの説明だけが続き場は静まり返る。喜びも安あん堵どもなかった。扉の向こうは再びコロシアムなのだ。

『皆さんは次のコロシアムに移動してください。制限時間は三時間となります。それを越えて旧コロシアムにいた場合、ペナルティが与えられます。新コロシアムでも私のフォローは続きます……』

　ワームを介しての生徒たちとの通信の停止、レーダー機能は条件付きで持続すること……。ワームは、通信機能の変更などを説明した後再び丸まった。

「誰から行く？」

　口を開いたのは伊い奈な川かわだった。生徒たちはお互いを牽けん制せいし合うように視線を絡ませる。まだ誰も心の準備ができていない。

　と、その時、すたすたとプレートに近づく女子がいた。銀髪の彼女はためらう様子もなく開いたプレートに飛び降りる。

　リニアエレベーターは音もせずに彼女を運んでいった。

「一手目オープニングは桜さくら木ぎ環かん奈なね」

　伊奈川が言った。
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「ねえ、どういうこと？　ここに弾丸なんて」

「まだわからない」

　萩はぎ原わらは鳴なる美みと共に校庭にいた。チェス研けんは手分けをして情報収集することになったが、鳴美はずっと萩はぎ原わらについてきていた。校庭にはほとんど人ひと気けがない。クラスごとで対話をしているのだろうか。生徒会が崩壊した今、全校集会を開く余裕もなかった。

　弾丸は萩原も手に入れていた。校舎一階にあるメールボックスに入ってたのだ。それは他の生徒たちも同じらしい。弾丸という要素が学校に出現したことで、生徒たちの動きが慌あわただしくなった。何かがおかしいと誰もが感じ始めている。

　一人一人に配られた弾丸。その事実は悪夢の始まりを表現していた。あちら側では人数分三十発に過ぎなかった。しかし、全校生徒に弾丸が配られたとしたら、約千発がこのコロシアムに出現することになる。飛び交う弾丸は一気に三十倍に……。

　萩原は校庭を走った。まだトラブルが起こった様子はないが、あちらの世界からプレイヤーたちが戻ってくるのだとしたら、おそらく外からだ。こちらに交戦の意思がないことを説明して対話をする。それには最初が重要だ。向こう側の二十七人を受け入れて、全校生徒で話し合う準備を整える。

「ちょっと、待ってよ……」

　息を切らしながら鳴なる美みがついてくる。萩原が向かったのは学校のフェンスだった。この学校の敷地は高いフェンスに囲まれている。校庭を走り抜けると、変わらずにそのフェンスが存在した。有刺鉄線も張ってあり登って出ることはできない。

　萩原は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしてからフェンスに触さわった。あちらのコロシアムでフェンスに通電していたことを思い出したのだ。しかし、もちろん電流は流れていない。

「外に逃げるの？　無理よ、退学になっちゃう」

　萩原に追いついた鳴美が的まと外はずれな発言をした。

「退学で済めば万々歳だ」

　萩原はスマホを取り出し、薄暗い森となっているフェンスの向こうの写真を撮った。

「何してるの？」

「赤外線を映すアプリだ」

　写真を見ると、フェンスの向こうの空間に光の筋がいくつも見えた。この赤外線は逃走者対策ではないかと思う。学校がコロシアムになったとしたら、まず生徒たちが考えることは逃走だ。それを防ぐ術すべを用意していないはずがない。

「七組は混乱してる。伊い央おとも連絡が取れなくって……」

　ワームの映像は途絶えている。繫つながっているものの、視界が何かに遮さえぎられているといった感じだ。伊央があえて情報を遮断しているのかもしれない。それは他のクラスも同じだった。向こう側のプレイヤーはどういった行動を取っているのかわからない。

「とにかく話し合うべきだな。七組でどうするか決めないと」

　萩原が言うと、鳴美がほっとしたようにうなずいた。

「教室に集まるようにフォーラムに書き込もうか？」

　基本的に他のクラスも教室に集まろうとするだろう。人数が集まりすぎるのは危険だった。もしも銃などの武器が出現した場合、その密集エリアでトラブルが起こる可能性がある。最悪の場合、校舎が戦場となることも考えられる。

　だとしたら街か……。

　通称『街』と呼ばれるショッピングモールエリア。あそこは広さもあり、いざという時に立てこもるスペースも食料もある。いや、だからこそ人間が集まってしまうか。だとしたら他には、寄宿舎がある住居エリアや部室棟が候補となるか。

　だが、あまり混乱を煽あおるのもまずい。学校がコロシアムになるとまだ決まったわけではない。願望に過ぎないが、自分たち生徒がゲームのプレイヤーになるとは決まったわけでもない。

　萩はぎ原わらは握った弾丸を見つめた。これだって、たかが弾丸だ。銃が配られたわけではないのだ。

「鳴なる美み、連絡を取ってくれ。とりあえず教室でいい」

　まずは全員で集まることが先決だ。そしてすぐに安全だろう場所に移動する。

　並行してチェス研けんとも連絡を取らねばならなかった。チェス研とその下請けの関係者で学校の捜索が始まっているはずだ。プレイヤーが学校に戻ってきた段階で先手を打たねばならない。まだ連絡がないところを見るとトラブルは起こっていない。

「……萩原」

　プレイヤーが戻ってきたとして、最優先事項は銃の処理だ。学校には先発の弾丸が用意されている。今後銃が配備される可能性はあるにしろ、学校内に出現した銃は処分せねばならない。しかし生徒会が崩壊している今、誰がその行動を先導するのか……。

「萩原！」

「なんだよ！」

　イラついた萩原が振り返ると、鳴美が青ざめていた。

「どうした？」

「フォーラムが使えない。フォーラムだけじゃないの。通話もネットも」

　急いでスマホを取り出し確認する。確かに通信機能がストップしていた。これでは生徒同士の連絡ができない。

　萩原は深呼吸をして、もう一度スマホを操作する。通話もネットも繫つながらない。ただ、すでに入れているアプリは生きている。停止しているのは通信機能だけということだ。

　背中に冷たい汗が流れた。少しずつ準備が進んでいるように思えた。学校という容器にコロシアムという液体が満たされていく……。

「私、みんなを探しに行く！」

　萩原は、走ろうとした鳴美の手をつかんだ。

「行くな。勝手に動くな。俺と一いつ緒しよに行動するんだ」

「……わかった」

　鳴なる美みは素直にうなずいた。

「七組は教室か？　まだ部屋か？」

「わからない。ちょっと前までは教室に半分ぐらいいた。それで緋ひ香か里りがメールボックスから弾丸を発見して……。他のクラスもそんな感じだった」

「教室に戻ろう。必死で走ったり目立つことをするな」

　萩はぎ原わらと鳴美は早歩きで校庭を戻る。何か武器になるものを確保しておいたほうがいいだろうか。それとも食料か。こんな状況下で何が優先されるのかまったくわからない。

　その時、萩原のスマホの音が鳴った。

『萩原か？』

　アイコンを押すと北きた野のの声が聞こえた。

「てことは、やっぱり北野も通話は駄だ目めだったのか」

『ああ、入れていてよかった』

「使えるの？」

　横で鳴美が怪け訝げんな顔をしている。

「ウォクスっていうトランシーバーアプリだ。スマホが直接電波を飛ばしてやり取りする」

　何に使うかわからないという評価最低のアプリだったが、咲さ季きの提言によってチェス研けんのメンバーはこれを入れている。ネットが使えない今からこのアプリを入れることは不可能だ。

『見つけた』

「弾丸か？」

『それも見つけたけど、もっと重要なのを確保した』

「まさか──」

『そうだプレイヤーだ。チェス研で確保した』
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　画面が向こう側でなくなった瞬しゆん間かんだった。学校からコロシアムへ、チャンネルが切り替わったのだ。

「君はここにどうやって来たんだ」

　小会議室に北野の声が響いている。

「あれって……」

「静かに」

　萩原は鳴美と共に扉の外から様子を窺うかがっていた。

　がらんとした部屋の中央に座っているのは明らかにプレイヤーの女性だった。学校の制服は薄汚れ、腰にはあのホルスターつきのベルトが装着されている。目立つのは肌の白さと銀色に近い髪。

　……一年九組の桜さくら木ぎ環かん奈なだ。

　よりによって要注意人物を確保してしまった。いや、幸運というべきか。

　彼女の手は椅い子すの後ろで縛しばられ、足首もガムテープで拘束されている。

　環奈を確保したのは、チェス研けんと繫つながりのある格闘技サークルらしい。格闘技のプロモーターをやっているヘキサゴンというグループだ。咲さ季きが莫ばく大だいな賞金を賭かけたため、環奈を見つけたヘキサゴンがチェス研に売ったという図式だ。

「君がつらい思いをしたのは理解している。だけど、どうしても僕たちには知らねばならないことがあるんだ。教えてほしい」

　北きた野のは柔らかい表情で語りかけている。こういった対話は、チェス研の中で北野の役目だった。北野から始まる一連のやり取りで、対象者の心を緩ませる。

「落ち着け、お前が焦あせるな」

　萩原は呼吸が荒くなった鳴なる美みを注意した。画面の向こう側のプレイヤーが目の前にいる、という事実に鳴美は動どう揺ようしているのだろう。

　白い肌や銀色の髪よりも、腰に下がっている銃に目がいってしまう。だが、まだ銃を調べることはできない。対話にあたって相手の所持品を勝手に触さわっていけない。まずは関係を築いてから、相手の意思で調べさせてもらうしかない。また、北野はそれが得意だった。

「ここに来たのは君だけ？」

「……ええ」

　環奈が初めて反応した。視線はずっと虚うつろなままだが、はっきりと声が聞こえた。

「飲み物は？　それとも食べ物？」

「いらない」

　差し出されたペットボトルを見て、環奈が首を振る。だが、少しずつ会話が増えている。序盤はまったく反応がなかったが、環奈が北野に興味を持っていると言えた。

「扉が開いたんだね。向こうで話し合いがあって、最初に君が来た……」

　北野が徐々に踏ふみ込んでいった。

「九組のみんなに会いたい？」

　沈ちん黙もく。

「それとも会いたい人がいるの？」

　その問いに、わずかに環奈の表情が揺ゆらいだ。

「よし、じゃあ会いに行こう」

　北野がにこりと笑った。

「その前に一つだけ聞かせてほしい。君たちが学校に戻ってきた理由は？」

　言動をメモしようと萩原はポケットをまさぐってボールペンを取り出す。見るとそれは猫のキャラクターのボールペンだった。部室で文具を拾った時にポケットに入れてしまったのだ。猫はラッキーアイテムなの、と、羽は留る奈なが言っていたことを思い出す。そんな彼女のラッキーチャームを持ってきてしまったことに、何な故ぜか妙みような不安を感じた。

「ねえ萩はぎ原わら」

　萩原は鳴なる美みの耳打ちに我に返る。言いたいことはわかっていた。鳴美が気にしているのは伊い央おのことだ。九組の環かん奈なが戻ってきたということは伊央も、ということだ。伊央と七組がついに再会することになる。帰還した伊央は迷わずに七組の教室に戻ってくるのか。だとしたら萩原も鳴美もその場にいるべきだった。

　その時、会議室の扉が開いた。

「よお、チェス研けん」

　中に入ってきたのは五人の男子、ヘキサゴンのメンバーだった。桜さくら木ぎ環奈を確保した男子たちだ。ひと際巨きよ軀くの男子がグループのリーダーの三年生、薙なぎ野の真しん之の介すけ。二年までは金網で作った六角形のリングヘキサゴンで関節技系の格闘技をやっていたが、三年時に引退しプロモーター側になったらしい。

「関係者以外立ち入り禁止ですが」

　北きた野のは毅き然ぜんとした態度を見せる。

「俺たちが必死で捕まえたんだ。見る権利はあるだろ」

「少しずつ話を聞いてるんです。出ていってください」

　北野と五人が向かい合っている。不穏な空気に鳴美がこちらを見たが、萩原は扉の外に立ったまま首を振った。

　次の瞬しゆん間かん、椅い子すをなぎ倒して北野が吹っ飛んだ。薙野に殴なぐり飛ばされたのだ。

「チェス研方式じゃ遅い」

　薙野は強引に桜木環奈を立ち上がらせた。

「俺たちのやり方でやらせてもらう」




　　　　　　　　　　＊




　──旧コロシアム。

　急ピッチでプレイヤーの移動は続いていた。

「あと……六人ね」

　五十嵐いがらし渚なぎさが状況を確認している。旧コロシアムに残っているのは六人。その中に伊央は含まれていた。

　桜木環奈を一番手として、プレイヤーたちは自発的に戻っていく。残っているのは渚と伊央、一年生の前まえ園ぞのマナという女子、残りの三人はフリーのプレイヤーだ。

　早く戻りたいという気持ちと、ためらう気持ちが同居していた。そして突っ立っているうちに取り残されてしまった。今頃学校はどうなっているか。戻ったプレイヤーの生徒たちはクラスメイトと再会を果たしてどうしたか……。

「次、あなたが戻る？」

　渚なぎさがマナに声をかけたが、彼女は怯おびえたままだ。

「えっと、まだ心の準備ができてなくて……」

　器械体操をやっていたという彼女の体はとても小さく細い。顔つきも幼いので、もしかしたら小学生でも通用するかもしれない。

「渚さんから戻ってもらえませんか？　まだ心の準備ができていないんですけど、渚さんと一いつ緒しよに残るのも……」

　マナは怯えた視線を渚に向けている。はっきり恐れていると意思表示したのだ。

「わかった。次は私が戻るね」

　渚はうなずき搭乗口へと歩く。エレベーターに乗る前にこちらを向いた。

「私たちはこの場所で沢たく山さんの言葉を交わした。それは単なる感情であったり弾丸であったりしたけど、あの張りぼての学校よりも濃い時間だったと思ってる。クラスメイトよりも繫つながりが深いと思ってる……」

　渚は移動した。

「……どうする？」

　渚の姿が消えてから、マナが伊い央おを見た。

「私、次でいい？」

　伊央は移動の決意をした。いつまでもここにいるわけにはいかない。

「その格かつ好こうで行くの？」

　マナが伊央の真っ赤なワンピースを気にしている。

「そうだよね。これじゃ戻れないよね」

　伊央は早い段階で脱いだために制服はそれほど汚れていない。

　ワンピースの肩かた紐ひもをほどくと、すとんと足元に落ちた。ペットボトルの水で体についた血の染みを洗い流す。必死で体を擦こすって血を落とす。学校に一滴たりとも血を持ち込むわけにはいかない。

　狂ったように体を洗い続ける伊央を、他の女子は何も言わずに見つめている。やっと制服を着始めた伊央に、マナが声をかけた。

「弾丸は？」

　戻っていった女子たちは弾丸を一発ずつ持っていった。伊央はしばらく迷った後、弾丸を一発だけ抜いた。

「行くね」

　伊い央おはマナに声をかけてから搭乗口へ向かった。

「ねえ、伊央ちゃんはどうするの？　学校へ戻ったらどうするの？」

「わからない」

　伊央は首を振ってデッキに乗り込んだ。デッキには窪くぼみができており、腰がすっぽりとはまる。乗車を認識したのか、音もなくデッキが動き出した。

　もうすぐ──戻る。
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　──格闘技サークル・ヘキサゴン部室。

「座れ」

　桜さくら木ぎ環かん奈なは乱暴にパイプ椅い子すに座らされた。

「お前は俺たちを殺しに来たのか？」

「…………」

　次の瞬しゆん間かん、環奈は椅子ごと吹っ飛んでいた。椅子を蹴けり飛ばされたのだ。環奈は床に倒れながら呻うめき声を上げる。

「……おい、見てみろよ、本物の銃だ」

　一人が環奈のホルスターから銃を抜く。銃はワイヤーでベルトに繫つながっているので、環奈は引っ張られるように床を滑すべった。

「弾丸は入ってないな」

「入れてみるか？」

　メンバーたちは弾丸を持っていた。

「銃の弾たま、持ってるの？」

　環奈は聞いた。

「全校生徒に配られたんだよ。てめえらが銃で俺たちを殺すためにな」

　薙なぎ野の真しん之の介すけが銃に弾丸を込め、銃口を環奈に向けた。

「撃うったことあるんだろ。どうだった？」

「……やめて」

「ん？」

「やめて！」

　環奈が叫さけぶと、部室にいる男子たちがどっと笑った。

「なんで部室に連れてきたと思ってんだ？　ここは防音だ。銃声だって外に漏もれやしない」

　銃口が乱暴に環奈の頭に押しつけられた。

「なんだ、聞こえないんだ」

　環かん奈なが小さく呟つぶやいた。

「ん？　なんて言ったんだ？」

「音が外に漏もれなくてよかった、って」

　拘束された環奈の手が、足のナイフソケットに伸びる。

「やめろ！」

　萩はぎ原わらは扉を蹴けり上げながら部室に入った。

「その子に手を出すな」

　萩原は金属バットを構えながら彼らを威い嚇かくした。

「なあ、こいつは俺たちを殺しに来たんだぜ」

　薙なぎ野のが鋭するどい視線を萩原に向ける。彼の太い腕と比較すると金属バットが頼りなく感じられる。

「ルール違反だ。暴力行為なく対話をしたいだけだ」

　萩原は薙野の視線を受け止めた。

「こんな状況でもか」

　薙野が銃を萩原に突きつける。

「言っておくがその銃は使えない。ロックがかかっているだろ？　プレイヤーが銃のグリップを握り静脈認証されないとロックは解除されない」

　銃を見るとロックが解除された様子はない。学校がコロシアムとなっても、銃は持ち主しか使えないというルールは持ち越されたようだ。

「こんな状況だからこそ、これ以上女の子に暴力を振るうなら俺が相手だ」

　薙野はしばらく萩原を睨にらみつけていたが、ふっと首をすくめた。

「勝手にしろ」

　ヘキサゴンのメンバーが部室から出ていく。

「お前らのやり方には反へ吐どが出るぜ、サイコパス野郎が」

　薙野は萩原の胸を乱暴に突き飛ばすと、部室から立ち去った。

　彼らを見送ってから、萩原は床に倒れる環奈に駆かけ寄った。

「大丈夫か」

　助け起こすと、環奈は驚いたように目を瞬またたいた。

「萩原、大丈夫？」

　心配げに走り寄ってきたのは、陰で様子を窺うかがっていた鳴なる美みだった。

「あんな人たちとやり合うなんて。変な音がしたけど、骨とか折れた？」

「……ボールペンが折れただけだ」

　胸ポケットに差していたボールペンが、突き飛ばされた際に折れていた。猫のキャラクターは無残に割れてしまった。萩原は溜ため息いきを吐ついて、再び環奈に視線を向ける。

「君のことは俺たちチェス研けんが保護するから安心してほしい。俺たちは君の味方だ」

　ちらりと出入り口を見ると北きた野のがうなずいていた。

　ここまでがチェス研けんのやり方だった。他人の心を開くには演出が必要だ。ヘキサゴンのメンバーもチェス研の台本どおりに行動してくれた。最後は咲さ季きに引き渡し、彼女が環かん奈なから情報を引き出すことになる。

　とりあえずキーパーソンを一人手に入れた。
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「羽は留る奈な」

　チェス研の部室へと廊下を走っていた羽留奈は、背後からの声に立ち止まった。

　振り向くと、そこには一人の少女が立っていた。

「伊い奈なちゃん」

　伊い奈な川かわ玲れい菓かだった。変わりない伊奈川の姿。髪も整えられ制服も汚れていない。まるでずっと学校にいたかのようだ。ただ、スカートの裾すそからはホルスターが覗のぞいていた。

「戻ってきちゃった」

　伊奈川はにこりと笑った。その笑え顔がおに羽留奈の背筋を冷たい汗が流れた。この笑顔はゲーム中の伊奈川の顔だ。ボードゲームでもポーカーでもずっと人懐なつっこい笑顔を浮かべており、感情が読めなかった。

「……おかえり」

　羽留奈は声を絞しぼり出した。

「どうしたの？　私の顔に何かついている？」

　気づくと足が震えていた。

「羽留奈に会えてよかった」

　伊奈川はさらっと羽留奈の頭を撫なでた。

「彼女のことで話したいことがあったの」

「美み里り亜あのこと？」

「そう。だから一組に行こう。美莉亜の気持ちを伝えたい」

　伊奈川はポケットからスカーフを取り出した。

「美莉亜の。一組に返してあげたくてね」

「うん、わかった」

　伊奈川と羽留奈は廊下を並んで歩く。現在一組は多目的ホールで集まっている。邪じや魔まが入らないように、扉に鍵かぎをかけて対話を続けているのだ。

「一組の子たちはどうしてる？」

「コロシアムに反対する運動をしてる。美莉亜ちゃんがいなくなってからゲームというか、もうそういうことをやめようって」

「そっか、偉いんだね」

　一いつ瞬しゆんだけ伊い奈な川かわの笑えみが消えたのを、羽は留る奈なは見た。

「伊い奈なちゃんは、そっち側で……」

　聞きたかったが声が喉のどに詰まってしまう。気づくと多目的ホール３と表記された扉の前に立っていた。

「開かないね」

　伊奈川が扉に手を添えて首を傾かしげた。

「……沖おき羽留奈、よ」

　羽留奈は扉をノックした。しばらくするとロックのはずれる音がした。伊奈川はためらうことなく扉を開いた。

　部屋の空気が凍りついた。

　中にいたのは一組の生徒たちだ。彼らは配られた弾丸などについて話し合っていたようだが、伊奈川を見た瞬しゆん間かんにすべての動きを止めた。

　伊奈川は元どおりに扉をロックすると、平然と室内を歩き、前方に置かれた電子ボードの前に進む。ボードには『反戦デモタイムスケジュール』とのタイトルが表記されていた。

「ただいま」

　伊奈川はにこりと笑った。

　一部の生徒が笑い返そうとしたが、ぎこちなく表情を歪ゆがめるだけとなった。

「美み莉り亜あのためにやっているんだね」

　伊奈川がボードを見る。

「そ、そうよ」固まっていた女子が応えた。「もう美莉亜みたいなことを起こさないため」

　伊奈川はゆっくりと生徒たちに視線を投げる。一人一人の顔を確認するかのように、ゆっくりとだ。

「あんなことになって美莉亜はかわいそう」

　伊奈川は目の前のテーブルに美莉亜の形見となったスカーフを置いた。一回だけ瞬まばたきしたが、視線はずっと生徒に向けている。

「美莉亜は大切な友達だったよ」

「うん」

　だれかの言葉に、伊奈川はうなずいた。微ほほ笑えみを消すことなく、生徒一人一人と視線を合わせている。丁寧なその視線を見て、何な故ぜか羽留奈はどっと汗をかいていた。彼女の視線は何を意味しているのか。と、羽留奈は気づいた。

　伊奈川は人数を数えている。

「私はね、美莉亜の代わりにここに来たんだ」

　伊い奈な川かわがずっと同じ笑えみを浮かべ続けているので、一組の生徒たちは少しずつ余裕を取り戻していた。

「私たちは美み莉り亜あを殺した人を許さない」

「うん」

「いえ、このゲームを許さないの」

「うん」

　少しずつ部屋の空気の温度が上昇した。感情を露あらわにした女子たちは涙を流し、男子たちは美莉亜の死に対して怒る。温度変化がないのは伊奈川と、立ち尽つくす羽は留る奈なだけだった。

「わかった、みんなの気持ちはわかった」

　伊奈川はうなずき、ほんの少しの間、目を閉じた。

「私が学校に戻ってきたのはね、もう一度学校生活を続けたかったから。以前と変わらない生活をしたいと思った」

　伊奈川が微ほほ笑えんだ。それはボードゲームに興きようじる時の彼女の表情だった。

「だから美莉亜の気持ちも代弁したいの。今までどおり言葉を交換して伝えたい。ただ、今までと違うのは……」

　伊奈川は銃を抜いた。

「私は銃を持っている」
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　──旧コロシアム。

　前まえ園ぞのマナは残りの弾丸を集めた。弾丸を持っていかなかった生徒もいるので、残りの弾丸は六発だった。ちょうど弾倉が埋まる数だ。

「……次は、私たちが行っていいかな？」

　フリーの女子が言った。

　残りはマナを含めて四人だった。

「ごめんね、次は私」

　マナは弾倉に弾丸を込めながら言った。三人から文句は出ることはなく、マナはゆっくりとエレベーターの入り口に歩み寄った。

「でも、ちょっと心配」

　マナは大きく溜ため息いきを吐ついた。

「でも、私たちだって心配だよ。でも戻るしかないよ。戻らないとペナルティだし」

「それに、なんとかなるよ。絶対」

　彼女たちはマナの機き嫌げんを取るかのような口調だ。銃を持っていない、という違いだけでこうも変わってしまうのだ。

「協力してくれる？」

　マナは上目遣いで彼女たちを見つめた。背が小さいので、この上目遣いはマナの癖になっていた。

　──出来損そこないのぶりっ子。

　それは姉がつけたマナの呼び名だった。

　暴力的な父のせいでいつもマナは怯おびえていた。彼の機嫌は天候のように家庭内に影響した。ほとんどが雨だった。殴なぐられる母や姉を見て、マナは父親の機嫌を取るためだけに行動するようになった。攻撃されないよう、嵐をやり過ごそうと父の前では可愛かわいい子供でいた。そんな虚飾の表情は、マナの人格の主柱を少しずつ腐らせていった。

　姉は高校卒業と共に家から出ていった。出ていった先はわからない。父に悟られないよう陰で準備し母にも隠していた。姉から見れば父側であるマナにももちろん漏もらさなかった。

　いくらぶりっ子しても、これから私の分をあなたが受け持つのよ。それは、姉がマナに最後にくれた言葉だった。

　絶望だった。姉という防波堤がなくなり、父の暴力はマナに及ぶのではないか。そしてマナはこの学校に逃げ込むように入学したのだった。外部からの干渉がないスフィアシステムを採用しているこの学校へ。しかしこの学校に入ってもマナの性格は元に戻らなかった。いや、元の自分がどうだったかも思い出せない……。

『ボトックス注射にご用心』

　ファッション雑誌でこんなタイトルを見たことがある。神経毒を数回注射するだけで顔のしわが消えて若返る。しかしボトックスにより表情が消え、感情も消えていく。

　心理学的には表情が感情を作り出す、顔面フィードバックという仮説があるらしい。悲しい時でも笑え顔がおを作れば楽しくなり、眉まゆを吊つり上げれば怒いかりを呼び起こす。ずっと虚飾の表情を作り続けていたマナは、もしかしたら本当に出来損そこないのぶりっ子になってしまったのかもしれない。相手に媚こびるように笑えみを浮かべる醜みにくい人間に……。

「大丈夫よ。マナちゃんが心配することはないから」

　声にマナは我に返った。

「美み莉り亜あや高たか槻つきさんもいなくなったし、もう危険な人はいないしね」

「月つき島しまさんはあれだけど、彼女だけ気をつければ……」

　月島伊い央おがいなくなったことをいいことに、彼女たちは口々に言った。

「うん、伊央ちゃんは怖い。もしもナイフで刺されそうになったら……」

　マナはうつむき溜ため息いきを吐ついた。

「できることがあるなら、なんでもするから」

　三年女子がマナの肩に手を置いた。

「本当に？」

「うん、本当」

「ありがとう」

　マナはにこりと笑って銃を向けた。

　トリガーを引くとカチリと音がした。同時に自分の中でも音がした。何かが切り替わった瞬しゆん間かんだった。気づいた。銃のトリガーはスイッチなのだ。銃弾を発射するためのものではなく、人間を切り替えるスイッチそのものだ。

　マナの目の前で大の字に倒れた女子の胸に血の染みが広がっていく。残りの二人は何が起こったのかわからない、という表情で立っていた。

「私、銃を撃うてるか心配だったの。だって初めてだったから」

　でも大丈夫だ。このスイッチで自分は切り替わった。マナはさらに二発を続けて撃った。

「人間も同じね」

　マナは倒れた二人に歩み寄る。

「撃っておいてよかった。こんなに近くから撃っても少し外しちゃうもん」

　片方は心臓を撃ち抜かれていたが、もう一人に当たったのは肩口だった。彼女がこちらに向ける怯おびえた視線に、マナの体にぞくっとした刺激が走り抜けていく。

「や、やめ──」

　銃声が響き、彼女の頭ず蓋がい骨こつが砕くだけた。

「……ウサギを殺すのと同じ」

　マナはくすっと笑うとリニアエレベーターへと向かった。
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　作動しているすべてのワームが人工音声を発した。

『すべてのプレイヤーが新しいコロシアムへと移動しました』
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　頭に衝撃を感じてよろめいた。

　その衝撃は室内に反響する銃声だった。目の前で弾はじけた何かがべちょっと音を立てて顔にかかる。触れてみると手が赤く染まった。

　羽は留る奈なは、ただその場に立ち尽つくした。

　ぐしゃっと崩れ落ちるように男子生徒が倒れた。誰かはわからない。至近距離からの銃弾を受けて顔の半分がなくなっていたからだ。

　発砲した伊い奈な川かわは一段高い教きよう壇だんから平然と下り、歩く。誰もが状況の把握ができず、伊奈川の周囲だけ時間が動いているかのように錯覚した。彼女は机き上じように置かれた弾丸を手に取り、空薬きょうを捨ててから一発ずつ丁寧にシリンダーに装弾していく。

　置いてあった四発を装弾し終わった瞬しゆん間かん、やっと室内の時が動いた。顔を失った男子を見た女子が腰を抜かしてへたり込み絶ぜつ叫きようした。が、その絶叫は銃声にかき消された。彼女はびくんと震え大の字に倒れる。被弾したのだ、と気づいたのは胸のブラウスに赤い染みが広がってからだった。

　次の悲鳴は連れん鎖さした。爆発するように女子たちから悲鳴が起こる。突っ立ったままわめいていた女子の顔が、腐ったトマトを投げつけられたかのように赤く染まった。顔面を撃うち抜かれた彼女は、そのままぐらりと体を半回転させ崩れる。

　銃声の反響と悲鳴が混こん濁だくし、室内は一気にパニックになった。床に這はいつくばって身を隠す男子、女子たちは雪崩なだれを打つように出口へと殺到する。

　そんな中で伊奈川は机の上に無造作に置かれた弾丸を見つけると、歩み寄り再び装弾する。そして冷静に周囲を見回す。その視線は棒立ちする羽留奈を捉とらえた。

　伊奈川は羽留奈に銃を向けて引き金を引いた。

　羽留奈の体の力がすっと抜けると同時に、二発の銃声が聞こえ、背後から甲かん高だかい悲鳴が聞こえた。振り返ると、出口の扉に群がっていた女子たちが倒れている。

「早く開けなさいよ！」

　もう一つの扉から怒号が響く。見ると一人の女子が必死にロックを外そうとしている。しかし指が震え、ロックがなかなか外れない。焦あせった他の女子が強引に扉を開けようとするが、扉は開かない。

　銃声と同時に「ぎゃっ」と音がした。それは背中を撃ち抜かれた女子の声だった。

「開けて、早く開けて！」

　パニックと恐怖から出口は激しく混乱した。殺到した女子が将しよう棋ぎ倒しになる。

「うおおおお！」

　怒声に振り向くと、一人の男子が伊奈川に襲いかかる瞬間だった。しかし彼女は冷れい酷こくに銃弾を撃ち込み吹っ飛ばす。悲鳴と怒声の飛び交う中で伊奈川は冷静に弾丸を回収している。議論をするため、この場所に弾丸を集めていたことが裏目に出ていた。

　伊い奈な川かわが弾丸を装弾しようとした瞬しゆん間かん、再び男子が襲いかかった。弾丸を撃うちきる一いつ瞬しゆんを狙ねらっていたのだ。しかし銃口は火を噴き、その男子の右肩口が吹っ飛んだ。

「うわああああ」

　肩を押さえてのたうつ男子の前で、伊奈川は今度こそシリンダーに弾丸を込めた。

　彼女は冷静だった。感情に任せて美み莉り亜あの復ふく讐しゆうをしにきたのではない。冷れい酷こくに二年一組を殺すことを選択したのだ。

　伊奈川はちらりと出口を見て一発だけ銃を撃つ。ロックを外そうとしていた女子の背中の肉が真っ赤に爆はぜ、周りの女子も腰を抜かした。しかし伊奈川はそれ以上銃を撃たない。

　椅い子すが投げつけられ、伊奈川が伏せるようにしてそれをかわした。泣きわめいて命乞いをする女子とは逆に、男子たちは反撃を開始した。伊奈川はすばやく動き回りながら銃で攻撃する。銃弾は男子たちに使うと判断したのだ。女子たちはいつでも殺せるとの冷酷な判断だった。

　強引に投げつけられた椅子が伊奈川の頭を直撃した。机に激突するようにして倒れ込む伊奈川に、数人の男子たちが襲いかかる。転がる椅子を手に取り、伊奈川に振りかぶったが、銃声と共にのけぞるようにして倒れる。さらに銃声がして足を撃ち抜かれた男子が絶ぜつ叫きようする。それでも、一人の男子がついに伊奈川の右手を押さえることに成功した。そのまま空いた右手の拳こぶしで伊奈川の顔面を殴なぐり、さらに殴りつける。銃声が響いたが、その弾丸は会議室の窓を粉ふん砕さいした。

　伊奈川の顔面から血しぶきが舞ったが、男子はやめない。さらに拳こぶしを振り上げた時、「え？」と、妙みような声が聞こえた。

　マウントポジションを取られていた伊奈川が、彼を押しのけるようにして立ち上がった。彼は自分の横っ腹を両手で抱かかえるようにして座り込んでいる。腹から生はえているのはナイフだった。突き刺さっているナイフと現実を関連づけできずに、彼はぽかんとしている。

　立ち上がった伊奈川は、鼻から流れる血を拭ぬぐうことなく、再び出口に向けて一発撃った。どさりと女子が倒れ、扉にはびちゃっと血の痕が付着した。それを見た周囲の女子は頭を抱えて座り込んだ。彼女たちはついに逃げることすら放棄した。

「いやああ！」

　床にへたり込んでいた女子がいきなり立ち上がると、出口ではなく窓に向かって突進した。伊奈川は冷静に照準を合わせると、彼女の背中に発砲する。

　被弾した彼女はガクンとバランスを崩し、そのままガラスの割れた窓にダイブした。

　室内には沈ちん黙もくが流れた。女子が失禁したのか床は血と尿にようで汚れ異臭が漂っている。銃弾を受けつつも生き残っている生徒たちの呻うめきが聞こえる。言葉を発することのない死体もある。その他の生徒はただ座り込んでいた。思考停止することで許しを乞うているようだった。

　伊奈川は「ふう」と大きく息を吐はくと、床に転がる弾丸を拾い集めた。

「これが美莉亜があなたたちから受け取った言葉よ」

　シリンダーに弾丸を込める作業を邪じや魔まする人間はいない。

　伊い奈な川かわは、思い出したかのように羽は留る奈なを見て、ゆっくりと銃口を向けた。
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　萩はぎ原わらは校舎の廊下で立ち止まった。

　桜さくら木ぎ環かん奈なをチェス研けんの部室に連れていき咲さ季きに引き渡した後、鳴なる美みをクラスまで送ることにしたのだ。

「銃声」

「え？」

「銃声が聞こえた」

「銃声なんて、そ……」

　鳴美の語尾は擦かすれて聞こえなかった。

「と、とにかく、みんなを探そうよ」

「教室にいるんだな」

「弾丸を持ち寄って話し合おうって。フォーラムで教室に集まろうってなった後、通信が途切れたから。でも、もう回復したかも」

　鳴美はスマホを取り出し、画面にタッチする。震えた指で一心にタッチし続ける鳴美の姿は異様だった。

「ゆ、指が震えて……」

「落ち着け、通信は無理だ。回復したんなら真っ先に鳴美のスマホのほうが震えるだろ」

「あんたが、銃声とか言うから」

　その瞬しゆん間かん、空気が震えるような音が響いた。萩原と鳴美は顔を見合わせる。

　画面越しにしか聞いたことがない。しかし、その音ははっきりと銃声だとわかった。音源はすでに校舎の中だ。

「萩原」

　鳴美が青ざめた顔を向ける。どうすればいいのかと迷った。校舎から逃げるか、クラスメイトの下もとへと行くか。

「七組の教室に行こう。走るぞ」

　萩原は決断し廊下を走った。桜木環奈以外にもプレイヤーが戻ってきたのだろうか。そしてプレイヤー同士で交戦が始まっている。だとしたら校舎にいるのはまずい。クラスメイトを誘導しながら安全な場所まで逃げねばならない。

　渡り廊下を抜けて新校舎に入ると人の姿が見えた。混乱している生徒たちの怒号や悲鳴が廊下に響いている。

「上から落ちてきたって！」

「人だった？」

　二年生の教室を覗のぞくと、窓の外を見て騒さわいでいる生徒たちがいる。

「何があったんです？」

　萩はぎ原わらは教室から走り出てきた女子生徒の腕をつかんだ。

「ちょっと」と、女子生徒は腕を振り払ないながら吐はき捨てる。「Ｂ館のほうで女の子が飛び降りたのよ。きっと二年一組」

　その女子は外に様子を見に行こうと数人で廊下を走っていく。

「二年一組？」

　羽は留る奈なのクラスだった。羽留奈のクラスは確か反戦キャンペーンをやっていて、拠点はＢ館の多目的ホールだが……。

　バン、との爆発音に、萩原は腰から崩れ落ちそうになった。轟ごう音おんに教室から生徒たちが飛び出してくる。そして石のように固まった。

「え？」

　鳴なる美みも石化する。萩原たちが走ってきた廊下に真っ赤なペンキがぶちまけられている。そのペンキの上に倒れているのは、先ほど声をかけた女子生徒だった。他の女子はその脇わきで腰を抜かしている。

「あ、あ……」

　廊下には銃を構える少女が立っていた。被っている妙みような帽子は野球のヘルメットだ。マントのように羽織った大きなブラウスは真っ赤に濡ぬれている。彼女の血ではない、返り血だ。萩原は必死でプレイヤーの情報を引き出す。小柄な彼女は──前まえ園ぞのマナ。

　爆発音のような悲鳴が廊下にこだました。

　廊下に出ていた生徒たちが教室に逃げ込み、扉が一斉に閉まった。

「ちょっと、開けて！」

　逃げ込み遅れた生徒たちは、閉ざされた扉を乱暴に叩たたいた後彼女と逆側に走り出す。逃げる生徒に体当たりされ鳴美が転んだ。

　マナが腰を抜かした女子生徒に話しかけている姿が見えた。その女子生徒は震えながらマナに何かを渡した。──銃弾だ。

　渡した瞬しゆん間かん、銃声が響き壁に叩きつけられるようにして彼女は撃うち抜かれた。

　前園マナは銃弾を奪うばいながら生徒たちを殺している。

　逃げ出しかけていた萩原は振り返って啞あ然ぜんとする。廊下の真ん中で鳴美がへたり込んでいた。

「この馬ば鹿か！」

　逃げる生徒をかき分け、萩原は鳴美の下もとへ引き返す。

「腰が……」

「いいから逃げるぞ」

　萩はぎ原わらは強引に鳴なる美みを立たせると、手を引っ張り廊下を駆かけ出す。しかしすぐに鳴美の足がもつれて転んでしまう。

「つかまってろ」

　萩原は鳴美を抱きかかえると廊下を走った。背後で銃声が響いたが振り返らなかった。そしてさらにもう一度銃声。

「わああ……」

　萩原に抱きつきながら、鳴美が呻うめき声を上げた。

「お、男の子が撃うたれた。頭を……」

「そ、その男の子ってまさか俺じゃないよな」

　萩原は必死で走り廊下を曲がる。生徒たちは階段を降りて逃げていく。少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから萩原もそれに続いた。

「教室に行かないの？」

「校舎内はまずい」

　七組の教室まではまだ距離がある。このまま校舎内を移動し、銃を持ったプレイヤーに遭遇したら終わりだ。七組に向かうにしても、いったん外に出るべきではないか？

「歩けるか？」

　一階に降りて、萩原は鳴美を降ろした。

「うん、なんとか」

　萩原たちはＡ館出口から生徒たちに紛まぎれて外に出る。校庭を見ると、避難したらしき生徒たちの姿も見えた。

「外に逃げろ！」

　一部の生徒たちが道を走っていく。外とは、この学校の外、ということだ。このエリアから出ることは、自分たちの人生において大きなハンデとなる。しかし、この状況で当然ながらその禁きん忌きは破られた。

　萩原は様子を見ようと、校舎側の北側出口へと走る。巨大な出口扉に人だかりができている。

「早く！」

　巨大なペンチでフェンスの鉄柵を切っている。彼らはこの学校がコロシアムと化すことを察して、脱出用の道具を用意していたのだろう。

　バキンと不快な音を立てて、フェンスの太い柵が切断された。その穴を必死に広げて人が通れる穴をどうにか空ける。

「ねえ萩原、外に行くのは危ないんじゃないの？　なんか、今さっき校舎内で放送があったみたい。そっちの指示を聞いたほうが」

「いや、逃げられるなら外に逃げたほうが……」

　穴が空いたのを見て人が集まっている。一人の男子生徒がその穴に体を突っ込み、苦労しながらも向こう側に出た。ついに学校からの離脱者が出た。

「行けるぞ！」

　向こう側に逃げた男子が叫さけんだ。同時にこちら側はパニックとなった。穴から我先に逃げようとして小こ競ぜり合いが起きている。

「おい、俺たちが穴を空けたんだよ」

「そんなの関係ねえだろうが」

「女子たちを先に行かせてやれ！」

　混乱する集団から離れ、萩はぎ原わらは背後を見た。こんな状況で襲われたらひとたまりもない。

　と、突とつ如じよ轟ごう音おんが響いた。

「伏せろ」

　萩原は鳴なる美みを強引にしゃがませ、音源を探した。近かったように感じたが、周囲にはプレイヤーの姿はない。

「萩原、あ、あっち」

　何かに気づいた鳴美が歯をガチガチと鳴らした。彼女は外を見ていた。

　振り返ると外に出た男子と目が合った。彼は両手でフェンスをつかんでこちらを睨にらみつけている。口を開いたが言葉は出ず、代わりに泡のような血が吐はき出される。睨んでいるのではなく苦く悶もんの表情で固まっていた。

「撃うたれた。……プレイヤーにじゃない。外に逃げられないようなシステムがあるんだ」

　萩原が見つめる中、ずるっと男子は崩れ落ちた。

「行くぞ」

　パニックとなったフェンス際から萩原は逃げ出した。こんな目立つ場所にいてはまずかった。狙ねらい撃ちされたら終わりだ。

「ねえ、どこに？」

「七組と合流する。そして逃げるしかない」

　逃げるなら敷地内のどこかだ。一時的でも集団を避難させることが優先だ。

　見るとグラウンドにも逃げ出してきた生徒たちがちらほらと見える。あのようにバラバラになってはいけない。利害関係が一致しているクラスという枠組みでまとまらねばならない。

　萩原は並木道を走り教室のあるＡ館に向へと向かう。怪け我が人がいるのか、ところどころで怒号が響き渡っている。通信方法がないので混乱が収束しない。

「鳴美は外で待ってるか？」

　萩原は玄関で躊ちゆう躇ちよする。銃と殺意を持った人間がいる場合、建物の中は危険だった。

「行くって。みんなが心配だから」

「じゃあ慎重に。曲がり角とか確認して」

　萩はぎ原わらは鳴なる美みの手を握り、廊下を進む。銃を持って隠れていられたら終わりだったが、まだそんな作戦は取らないはずだ。前まえ園ぞのマナの目的はわからないが、こちらをパニックに陥おちいらせようとの意図が見える。だとしたら積極的な行動を取るはずだ。

　バタバタと廊下を走ってくる音に後ずさったが、一般の生徒だった。何かが起こっているのを知っているが、はっきりと状況を把握できていない様子だ。連絡をスマホに頼っていた弊へい害がいがここで出ている。階段を駆かけ上がり一年七組のある二階フロアへと出る。廊下に顔を出すと、そこはシーンと静まり返っていた。

「行こう」

　萩原は意を決して廊下に走り出る。大丈夫だ、誰かが潜ひそんでいる様子はない。そのまま体当たりをするように、七組の教室に飛び込んだ。

「…………」

　教室の中には誰もいなかった。

「もう、避難してたんだ」

　呼吸を乱しながら鳴美が言った。七組だけでなくこの階の教室に生徒はいない。危険を察知して全員で逃げたようだ。皆の無事を確認して安あん堵どしたが、今度は自分たちの安全を確保しなければならない。どこに逃げるか、七組と合流するにはどうすればいいか……。

　トランシーバーのウォクスを使ったが反応がない。が、ノイズが入った。

「……誰だ？」

　返答はない。北きた野のか羽は留る奈なか。

　ずっと気になることがあった。多目的ホールから飛び降りたという二年一組の女子。羽留奈のクラスで何かがあったのではないか。そして、その異変があったために七組の生徒たちも逃げ出したとしたら。

　確か、羽留奈のクラスが拠点にしているのは四階の多目的ホールだ……。

「鳴美、一人で戻れるか？　俺はちょっと行くところがある」

「こんな場面でそういうのやめてよ。ホラー映画だと絶対にどっちかが死ぬじゃん」

「わかった、ほんの少し確認するだけだ」

　萩原は慎重に教室から出ると再び階段へと進む。先ほどから銃声も聞こえない。前園マナの確保に成功したか、彼女が行動を変えたのかはわからない。が、それはこちらにとってもチャンスだった。今のうちに体勢を立て直す。

「先に行かないで」

　鳴美が萩原の制服の裾すそをつかんでいる。

「大丈夫、誰もいない。人の気配はない」

　階段から顔を出すと、静まり返った四階フロアが見えるだけだった。ウォクスのノイズが大きくなった。やはり近くにいるのは羽留奈だ。しかし、なんで返答がない？

　萩はぎ原わらは鳴なる美みの手を引きながら廊下を歩き、会議室の前で足を止めた。大きく息を吐はいてから扉に手をかける。……開かない。扉に耳を当てたが、向こう側に人の気配は感じられない。

「あっちの扉、開いてる」

　鳴美がもう一つの扉へと歩いていく。

「気をつけろ」

　萩原が制したが、鳴美は半開きの扉をがらりと開けていた。

「ん？」

　扉を開けた鳴美になんの反応もない。彼女は扉を開けた状態で突っ立っている。

「戻るか。ここの辺はみんな避難してる」

　とにかく生徒同士の連携が必要だ。誰かが中心となり対応策を練る。

「おい」

　突っ立つ鳴美に声をかけたが、鳴美はじっと室内に視線を向けている。

「行くぞ」

　萩原が鳴美の手を引っ張ると、彼女の体はなんの抵抗もなくよろめいた。萩原に受け止められても、鳴美の表情は変わらない。

　ドクンと心臓が高鳴った。扉に手形がついている。赤黒いその手形は……。

　むわっと錆さびた鉄の臭いに包まれた。ペンキをぶちまけたかのような室内。無造作に倒れているのは二年一組の生徒たちだ。恐怖に歪ゆがんだ状態のまま固まっている。彼らはただの容器だった。赤い液体を詰め込んだ容器であり、その中のすべてが室内にぶちまけられている。

「あ、あ、あ……」

　萩原は必死で吐き気をこらえた。ここから逃げなければと思ったが、体が動かない。耳元で蠅はえの飛ぶような音がしたので振り払う。臭気に引き寄せられたのだろう蠅を必死で追い払うが、その不快な羽音は収まらない。

「うるさい！」

　声を出すとぐらりと体がよろめいた。揺ゆれる視界の中で萩原は羽音の音源を見つけた。それは床に落ちたスマホだった。そのスマホにはトランシーバーアプリのウォクスが表示されている。萩原のウォクスと近づいたためにノイズが大きくなったのだ。そのスマホを見て萩原の口から細い悲鳴が漏もれた。猫のシールの貼ってあるこのスマホの持ち主は……。

「ああ」

　壁を背に座っている羽は留る奈なの姿が見えた。彼女の膝ひざには胸を撃うち抜かれた女子生徒の頭が載っている。羽留奈は彼女を膝ひざまくらした状態のまま停止していた。

「羽留奈……」

　沈ちん黙もくする部屋の中で羽音だけが聞こえる。

　萩原は膝から崩れた。血だまりに膝をついたまま羽留奈を見つめる。しかし彼女は動かない。彼女の体が揺ゆれているような気がしたが、それは自みずからの震えだった。

　萩はぎ原わらは頭を抱えて絶ぜつ叫きようした。




　　　　　　　　　　＊





【一年七組　プレイヤー月つき島しま伊い央お】






「みんな落ち着いて」

　聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りは必死でクラスメイトに声をかけていた。

「とりあえず逃げるべきだ」

　本ほん田だ遼りよう一いちが言う。発砲音と悲鳴が響く中、七組の生徒たちは教室から出られずにいた。

「待って、鳴なる美みと萩はぎ原わら君がいない」

　緋香里は逃げようとした彼らを制する。チェス研けんの部室に萩原を呼びに行った鳴美は戻ってきていない。途中でトラブルに巻き込まれた可能性もある。

「でも、このまま教室にいたら」

「それより何が起こってるの？」

　皆は混乱していた。パニックに陥おちいった状態のまま教室で固まっている。こんな時にクラスをまとめるべき人間がここにはいないと緋香里は気づいた。思えば話し合いの中心はずっと伊い央おだった。いや、押しつけていたのだ。

「向こう側で行われていたゲームがこっち側にきたのよ」

　緋香里は弾丸を握りながら言った。突とつ如じよ生徒たちに配られた弾丸はそれを示し唆さしている。響く銃声は、向こう側にいたプレイヤーが戻ってきたということだ。いや、すでに自分たちもプレイヤーなのだ。

「じゃあ不審者って」

「そう、向こう側にいた生徒たち」

　緋香里の言葉にクラスメイト達は真っ青になる。

「ねえ、誰か銃を発見した人はいる？」

　緋香里の問いに皆は首を振った。弾丸が配られたが、銃そのものは渡されていない。

「もう少しだけ待ちましょう。もう少しだけ」

「待つって、鳴美と萩原をか？」本田は焦じれている。

「ええ。鳴美ちゃんと萩原君と……伊央ちゃんを」

　誰かが唾を飲み込む音が聞こえた。

「戻ってくるとしたら、まず教室なんじゃないか、と思う」

　伊央が戻ってくれば選択肢が広がる。ここには弾丸が約三十発あり、教室に立てこもることもできるし、逃げるにしても少しだけ安全になる。伊い央おは銃を持っているはずだ。認証機能つきで伊央にしか使えない銃だとしても、その銃は七組のために……

「ねえ、伊央は私たちを助けてくれるのかな」

　坪つぼ井い泰やす葉はの声は震えていた。

「……わからない」

　緋ひ香か里りは窓際の枯れた観葉植物を見ながら首を振った。伊央は七組という数字だけの繫つながりのために戦ってくれるのか。

「助けてくれるに決まってるだろ！　俺たちはずっとこっち側で彼女を助けた」

　本ほん田だの叫さけびは自みずからに言い聞かせているかのようだった。クラスメイトたちはうなずき合っているが、緋香里は息苦しさを覚えた。こちらの決意は関係ない、選択するのは伊央なのだ。

　その時、教室のスピーカーが音を発し、皆は身をかがめた。

『……緊急放送です』

　ノイズの後に聞こえたのは声だった。

『学校に不審者が侵入しました。皆さんはクラスでまとまり冷静に避難してください。避難先は第一体育館です。落ち着いて体育館に避難してください。繰り返します……』

　毎日聞いていた放送委員長の声だった。この状況でも放送部は自らの役目をまっとうした。通信が絶たれたこの状況において、放送部の声は生徒たちにわずかながら理性を取り戻させた。

「体育館だ。そこに避難しよう」

　本田の言葉に、皆が同意し教室から出ていく。

「気をつけて」

　もう少し待とうと言える状況ではなかった。緋香里は怯おびえる女子を誘導しながら教室を出る。

「急がなくていいわ。慎重にゆっくり移動しましょう」

　体育館に行くルートはどうするか。連絡通路を使うか、いったん外に出るか……。

「男子たちは女子のフォローをしてあげて」

　廊下に出た緋香里は背後の生徒たちを気遣った。女子たちは緊張からか足が震えている。緋香里に言われ男子たちが女子を支えた。鳴なる美みがいないため、女子たちの心のケアをできないのが痛かった。萩はぎ原わらと鳴美はまだ戻ってこないのか、どこで何をしているのだ……。

「え？」

　緋香里は顔をしかめた。背後の廊下に人影があった。

　鳴美でも伊央でもない、小柄な女子だった。大きめのブラウスをマントのように羽織り、ベースボールヘルメットを深く被っている。

　彼女が腰に手をやりブラウスの裾すそがふわっとめくれた。腰の銃のホルスターが見えた時にはもう遅かった。

　銃声と悲鳴が重なった。








【一年三組　プレイヤー原はら田だ美み砂さ】






　北きた野の亮りようは一年三組の教室にいた。

　桜さくら木ぎ環かん奈なを萩はぎ原わらに引き渡した後、自みずからのクラスの様子を見にきたのだが、その時点で他のプレイヤーが続々と学校に戻ってきたようだ。桜木環奈の確保のタイミングは少し遅かったのかもしれない。

　北野亮は自らのクラスのプレイヤー、原田美砂のことを回想する。

　──好きなものはスピードです。

　そんな自己紹介を覚えている。高校卒業したらバイクの免許を取りたい、みんなで遊園地に行ってジェットコースターに乗りたい……。

　ショートカットの似合う活動的な女の子だった。学校に入学してすぐに行われた春のレクリエーションはサンドパズルというものだった。重い砂袋でできたパズルをクラスで作るというものだ。序盤は男子たちが砂袋を力任せに運んだが、当然ながら力技では攻略できない。徐々にクラスの雰ふん囲い気きが険悪になっていったとき、その潤じゆん滑かつ油ゆとなったのが彼女だった。

　考える人間と運ぶ人間を分け、その間に立ってクラスをスムーズに動かした。そんな彼女は三組に戻ってくるのだろうか。もしも戻ってきたら、彼女はまた滑なめらかに一年三組を稼働させてくれるのか……。

　銃声と悲鳴に、北野は回想を止めた。

「大丈夫、たぶん上の階だ」

「第一体育館に行かないと」

「焦あせっちゃ駄だ目めだ」

　北野はクラスメイトを落ち着かせる。先ほど放送を聞いたが避難する決意はできていない。まず思ったことは、この状況で避難していいのかということだ。大勢の人間が集まる場所が逆に危険になる可能性がある。だからといって別の方法があるわけではないのだが……。

　さらに銃声が響き、皆が身を屈かがめる。

　やはり音源は上だ。上の階には一年の六組から十組の教室がある。そこでなんらかのトラブルが発生したのか。

「北野、逃げよう」

　しびれを切らした男子が叫さけぶ。

「わかった。とりあえず校舎から出る」

　この無防備な状態でここにいるのは危険だった。見通しのいい廊下で構成されるこの校舎は銃を持つプレイヤーに有利すぎた。

「荷物は置いていって。武器になるものだけ持っていく」

　北きた野のは弾丸をポケットに入れ、立ち上がった。

「行こう」

　北野が教室の扉に手を掛けた瞬しゆん間かん、いきなりその扉が開いた。

　目の前に立っていたのは、腰にガンベルトを巻いた女子だった。

「ただいま」

　彼女はにこりと笑った。一年三組のクラスメイト、原はら田だ美み砂さだった。








【二年二組　プレイヤー伊い奈な川かわ玲れい菓か】






　扉を開けると、ガランとした教室の光景があった。

　電子黒板はシャボン玉の揺ゆれるスクリーンセーバーが作動している。整然と並ぶ机と窓のアイボリーのカーテン、壁のアニメキャラの時計もそのままだった。自分の座席に歩み寄り机に手を添える。懐かしさも感じなかった。もう捨てた光景なのだと伊奈川玲菓は察した。

　机の上にぽたりと滴しずくが落ちた。

　それは鼻から垂れた血だった。机の引き出しからティッシュを取り出し鼻と机を拭ふいていると、ガタンと音がした。

「伊い奈な！」

　机の陰から立ち上がったのは三人の女子生徒だった。彼女たちは教室から逃げることもできずに隠れていたようだ。

「あなたも戻ってきたのね！」

　三人は伊奈川に駆かけ寄るが、はっとしたように後ずさった。

「……ああ、これ？　鼻血が止まらなくて」

　伊奈川は血に汚れた自分のブラウスに視線をやった。

「そ、そう」

　女子たちはぎこちなくうなずいた。

「それより、私たちを守って。めちゃくちゃに銃を撃うってるのがいるの」

「ゲームは終わったっていうのに」

　そんな言葉に伊奈川は小さく笑った。

　その笑えみを同意と判断したのか、彼女たちはさらにまくしたてる。

「体育館に避難するから先導して」

「ゲームではずっとフォローしてあげたんだから、今度は私たちをフォローしてよ」

　彼女たちは外の様子を窺うかがいながら伊奈川を急せかす。

「弾丸、ある？」

　伊い奈な川かわは手を差し出した。

「え……うん」

　三人はお互いに視線を絡ませながら、伊奈川の手の平に三発の弾丸を置いた。

　伊奈川はそれをシリンダーに詰めていく。

「さっき、一組の女の子が飛び降りたの。撃うたれてたって。きっと他にも死んだ人がいる。だから早く」

　その言葉を聞きながら、伊奈川は同じだなと思った。ずっとこのクラスで伊奈川は下の立場だった。男子たちからは綺き麗れいなお人形として扱われ、女子たちは伊奈川に辛つらく当たる。ボードゲームや勉強ができる、華きや奢しやなか弱さ、そんな要素は武器にはならず、伊奈川をカースト下部に押し下げる重りとなった。

「いっぱい死んでる」

　弾丸を詰め終わった伊奈川はうなずいた。

「最初のプレイヤーが学校に戻ってきてから一時間ぐらいかな。その間に六十人ぐらい死んだんじゃない？」

　伊奈川は壁の時計を見つめた。秒針の先はネズミのキャラになっている。

「つまり、一分に一人の計算で死んでるの」

　伊奈川は机に座り時計に視線をやり続ける。

　異様な雰ふん囲い気きを察した女子が伊奈川に聞く。

「ねえ、なんでずっと時計を見ているの？」

「この教室に入ってから、もうすぐ三分が経つかな、って」








【二年四組　プレイヤーか片かた桐ぎり美み鳥どり】






　十人ほどの男女は必死に廊下を走っていた。

　見たのは二年二組の教室だった。銃声と共に人形のように吹っ飛ぶ女子の姿だった。銃を三発撃うち終わると、気配に気づいてこちらを向いた。

「伊奈川だった」

　走りながら男子は呻うめいた。あの伊奈川玲れい菓かが殺人を犯したのだ。普段は物静か、ゲームをする時は笑えみを絶やさない。そんな彼女が冷れい酷こくにクラスメイトに銃を撃った。

　あの殺人ゲームは続いている。そう察するに充分すぎる光景だった。この時点で学校はコロシアムとなったのだ。

「放送で言ってた不審者って、伊奈川さんだったのよ」

「体育館に逃げなきゃ」

　男女は廊下を走る。階段へ駆かけ込もうと廊下を曲がった時、先頭を走っていた女子の体が吹っ飛んだ。

「いやああ」

　後続の女子が腰を抜かしてへたり込む。

「ぶつかっただけだ」

　男子が倒れた女子を助け起こす。走ってきた女子生徒と曲がり角で衝突したのだ。見るとその生徒が体を起こしたところだった。

「美み鳥どり！」

　その彼女を見て、女子たちが声を上げる。薄汚れた制服を着た彼女は、二年四組のプレイヤーの片かた桐ぎり美鳥だった。

「みんな、無事？」

　立ち上がった美鳥は皆に声をかける。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後に、誰かが言った。

「ねえ、銃は？」

　美鳥は首を振る。片桐美鳥は序盤にワームを放棄し、同時に銃が使用不可能となっていた。つまりフリーだった。

「銃もないのに帰ってきたの？」

　一人の女子が吐はき捨て、さらに言葉が投げつけられる。

「意味ないじゃん」

「なんでゲームから逃げたんだよ」

「どいて！」

　皆は美鳥を突き飛ばして廊下を走っていく。

　片桐美鳥はその場に一人取り残された。








【一年三組　プレイヤー原はら田だ美み砂さ】






「伏せて！」

　玄関前のホールだった。北きた野のたちが逃げていると、いきなり銃声が響いたのだ。

　廊下に鮮血が散っている。銃で撃うたれた男女がうずくまっている姿がある。

「助けて！」

　北野に駆かけ寄ってきた女子が、寸前でのけぞるようにして北野の胸に倒れ込んでくる。

「隠れろ！」

　北きた野のはクラスメイトに叫さけび、自みずからも彼女を抱かかえてモニュメント象に隠れる。抱えた彼女を見ると、背中が真っ赤に染まっていた。ブラウスのバッジに目をやると、彼女が二年四組の生徒であることがわかった。

　さらに銃声が響き、ホールにいた生徒が撃うたれていく。校舎から逃げようとした生徒を狙ねらっているのだ。

「誰だ、誰に撃たれた？」

　北野は呻うめく彼女に聞いた。

「……一年生」

　彼女はそれだけ言った。北野の頭に要注意人物が浮かび上がる。一年でマークすべきプレイヤーは誰だったか……。

「一年五組よ」

　北野に駆け寄ってきたのは原はら田だ美み砂さだった。

「五組の雪ゆき村むら琴こと音ねはもう人を殺してる。やる気になってるの」

　見ると、ホールに倒れる生徒を調べる人影がある。それらは五組の生徒たちだった。撃った人間から弾丸を奪うばっているのだ。そんな姿を見て理解した。

「五組はゲームにのったのか」

　クラスでまとまり生き残る決意をしたのだ。そしてどのクラスよりも早く動いた。思えば一年五組のまとまりのよさはずば抜けていた。あの春のレクリエーションのサンドパズルも五組が優勝した。昼休みにはクラス全員でまとまって昼食を食べ、まとまって遊ぶという一体感だった。五組は仲間だという概念が強い故ゆえに、それ以外は敵であると認識したのだ。

「どうすれば……」

「校舎に戻るわけにはいかない。脱出する」

　きっぱりと美砂が言った。その表情は日常で見た彼女とは違った。いつも北野に頼っていた優柔不断な美砂ではなかった。

「立って」

　美砂は北野に覆い被さっていた二年四組の女子を無理やり立たせると、銃を抜いた。そのまま彼女を盾にするようにしてモニュメント象から身を躍おどり出す。

　銃声が響く。銃撃戦だった。

　盾にした女子生徒の体がびくびくと震える。弾丸を撃ち込まれげほっと口から血を吐はいた。美砂は雪村琴音を確認すると反撃する。

「うぐあっ」

　悲鳴は琴音ではなかった。琴音を守るように立っていた五組男子のものだ。琴音はクラスメイトを盾にしながら銃を撃つ。

「早く、外へ逃げて！」

　美み砂さの叫さけびに押されるようにして三組の生徒が走り出す。

「ま、待て！」

　北きた野のの声は届かない。目の前で弾丸を受けて女子が転倒した。

「やめろ、もうやめてくれ！」

　叫ぶ北野の視界が真っ白になった。

　流れ弾だまが消火器に当たった、と理解するのにしばらく時間がかかった。
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　中庭に人影がないことを確認してから、萩はぎ原わらはその場に膝ひざをついた。

　隣に立っている鳴なる美みは白く染まっていた。消火器の粉だ。真っ白に染まった玄関ホールから外に出てここに来た。

「うう……ううう」

　立ち尽つくす鳴美が泣き出した。会議室の死体、そしてここまで逃げてくるまでにも死体を見たのだ。

「泣くな！」

　怒鳴られ、鳴美はさらに泣いた。

「泣くな、もっと合理的に行動しろ」

「そうよ、私は合理的、打算的に行動した……」

　鳴美は激しく嗚お咽えつする。

「あの時、本当は駆かけ寄って生きているか確かめるべきだった。二年一組には部活の先輩がいたのに、私はそうしてあげられなかった」

「しかたないだろ。あの時のお前は我を失ってた」

　鳴美はラクロス部だったはずだ。教室に侵入したスズメバチを排除するため、彼女のスティックを使ったことがあったが、当然ながら火がついたように鳴美は怒った。

「私は血まみれの死体を抱きしめるのが嫌いやで立ち尽くしていた。きっと我を失った振りをしていたの……」

　萩原は抱かかえていた血まみれの羽は留る奈なを芝しば生ふに置くと、鳴美に歩み寄り肩に手を添えた。

「俺にはその真実はわからない。でも、泣いたって何も変わらないのだけはわかる」

「……あんたはわかってない。私は何かを変えたくて泣いてるんじゃない」

　鳴美は萩原の手を振り払った。

「俺にどうしてほしい？」

「私ってけっこうモテるの。他のクラスの男の子からも告白された。そんな時男の子って俺が守ってやるとか言うんだよね。でも何を守るのって思った。そんなことよりも勉強や運動を頑張りなさいよって」

　鳴なる美みは目をごしごしと擦こすっている。

「……けど、今は守ってよ」

　萩はぎ原わらはそっと鳴美の白い髪を撫なでた。

「俺が悪かった。できる限り守ってやる」

「うん、わかった」

　やっと鳴美は涙を止めた。

　これからどうするか。頼るとしたらやはりクラスメイトだ。同じ目的を共有した枠組みに入るべきだった。この状況でも、いやこの状況だからこそ日常の関係は大切だ。

　だとしたら萩原にはもう一つの枠組みがある。それは最後の手段とも言えるが、この状況だからこそ劇薬が必要とも言える。

「とりあえずこっちを」

　萩原は芝しば生ふに置いた羽は留る奈なに近づき、彼女の服を脱がせ始めた。

「何するの？」

「血まみれのままにしておけない」

　ブラウスとスカートを脱がすと、羽留奈のシンプルな下着が露あらわになった。

「水」

　鳴美に指示すると、彼女は水場から伸ばしたホースを持ってきた。萩原はホースのトリガーを引いて、下着姿の羽留奈に水を掛ける。手足に付着していた血を丁寧に洗い流す。顔にも直接水をぶっかける。

「……冷たい」

　羽留奈が呻うめいた。

「冷たいってことは生きてるってことだ」

　萩原は羽留奈を洗い続けた。あの多目的ホールで血まみれになっていた羽留奈だったが、死んではいなかった。すべて返り血であり、羽留奈は傷すら負っていなかった。しかし、無事だったのは体だけで、羽留奈の精神状態は壊れかけている。目の前の羽留奈は、萩原に半裸を晒さらしても無表情のままだった。

　それにしても、と思う。何な故ぜ羽留奈だけ生き残ったのか。他の生徒の死体をちらりと見たが、とどめを刺したかのようなナイフの傷があった。そこまでして殺したのに、羽留奈だけを忘れていたとは思えない。

「萩原」

　鳴美に言われ、萩原は水を止めた。冷たい水を掛け続けられた羽留奈の体は、青白くなっていた。まるで死体のような羽留奈を見て心が痛む。泣き叫さけんでくれたほうがよかった。

　鳴美が洗った羽留奈の制服を見せたが、萩原は首を振った。あの虐ぎやく殺さつに関連したものを少しでも遠ざけたかった。萩はぎ原わらは自分のワイシャツを脱いでタンクトップになる。汗で湿っていたがそのシャツを羽は留る奈なに着せた。羽留奈の体は小さいのでこれで充分だ。

「これからどうする？」

　鳴なる美みの問いに萩原はしばらく考え、決断した。

「七組との合流は後にしよう。賭かけになるけど、チェス研けんの庇ひ護ごを受けるしかない」

　黒くろ川かわ咲さ季きに助けを求めるしかなかった。

「でも私は……」

「静かに」

　萩原は口に人差し指を添えてその場にしゃがみ込んだ。中庭に人の気配があった。いつまでもこの場所にいることはできない。

「移動する。ゆっくりでいい、静かに」

　萩原は人形のようになった羽留奈を肩に担かつぐと、中庭の木々に隠れるようにしてその場を離れた。
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　色とりどりの花が咲いた花か壇だんのある中庭。その北側に校舎と校舎の間に人が一人やっと通れるぐらいの隙すき間まがある。日の光が差し込まない薄暗い路地のようで、心細くなって引き返したくなるけど、もう少しだけ頑張って進む……。

　そしてあの場所へ。

　足もとには割れたガラス片や空き缶が散らばっている。圧迫感のある灰色の壁が空間を切り取り、放つ光は色いろ褪あせていた。

「そっか」

　あの光は孤独な自分が生み出していたのだ。

　月つき島しま伊い央おは銃を握り来た道を引き返した。

　再び中庭に戻ると、そこから逃げ去る人影があった。学校が混乱している。コロシアムが学校に移り、ゲームはさらに激化した。プレイヤーたちはそれぞれ決断したのだ。

　自分はどう行動すればいいのだろうか。とにかく教室を見たかった。クラスメイトに会いたい。そうすればおのずと解答が出るはずだ……。

　悲鳴に顔を上げた。その音源は校舎だ。

　伊央は中庭側の非常口を開けて校舎に入る。すると、ほぼ同時に乱れた足音が聞こえた。何者かに追われた生徒たちが廊下を逃げてきたのだ。

　ためらうことなく彼らに向かって銃を構える。

　伊央に気づいた生徒たちが、バランスを崩して廊下に転がった。折り重なるように倒れる生徒たちの悲鳴が響く中で、伊央は迷うことなく発砲した。

　銃声と同時に野球のヘルメットが弾はじけ散る。生徒たちを追っていたプレイヤーの頭部を弾丸が捉とらえた。ヘルメットを砕くだかれた彼女は昏こん倒とうするように廊下を滑る。

　銃で人を撃うって感じたのは、簡単だ、ということだった。ナイフで刺すよりもシンプルでおしとやかな作業だ。

　廊下に転がっていた生徒たちが恐る恐る立ち上がる。

「伊い央お、ちゃん？」

　そう呼びかけたのは聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りだった。

「うん」

　思った以上に整った声が出た。

「ただいま」

　伊央は笑ってみせた。

「お帰り」

　緋香里の表情は、教室で伊央に向けていたものと変わらない。
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『体育館の扉も壁も頑丈ですので安心してください。体育館常備の救急セットがありますので怪け我が人に使ってください。冷静な行動を心がけてください』

　舞台上の演台に放送委員長が立っている。

「弾丸が抜けている。大丈夫だ」

　北きた野のは撃たれたクラスメイトの治療をしていた。撃たれたクラスメイトは二人いたが、腕と足を銃弾が貫通しており、命に別条はない。

　あれから北野たちは一年五組を振り切り体育館まで避難した。その体育館は沢たく山さんの生徒たちであふれていた。百人以上はいるだろうか。危険を感じながらも避難せざるを得なかった北野たちのような生徒もいれば、未だに状況を把握できておらず、放送委員長に怒声を上げる生徒もいる。

　さらに警戒するべきことは、原はら田だ美み砂さのようなプレイヤーも体育館にいるということだ。クラスメイトと共に体育館に避難した銃を持った生徒がいる。交戦などは起こっていない。すべてのプレイヤーがゲームにのったわけではないのだ。

「これでいい」

　女子生徒の腕に包帯を巻き終わった北きた野のは額ひたいを拭ぬぐった。

　ひと息吐ついてから考える。違和感は、放送委員長の二年生、和泉いずみ加か奈なの行動だった。声優志望だけあって聞き取りやすい声が特徴だ。毎回ゲストを呼んで行われる昼の放送を聞けば、アドリブが利き頭の回転も速いことがわかる。同時に彼女の性格は穏やかで消極的だ。

　そんな彼女がリスクを冒して放送室から避難誘導をするだろうか。

　あんな放送をすれば、当然ながら放送室にいるとアピールするようなものだ。プレイヤーが襲ってくるという発想にいたらなかったのか。それとも、そんな危険を冒しても、放送委員としての役目をまっとうしたというのか。

『混乱のないよう弾丸を集めます。弾丸をボックスに入れてください』

　和泉加奈が舞台下の箱を指さした。

『ゆっくりです。ゆっくりと動いてください』

　和泉加奈が一いつ瞬しゆんだけ舞台そでに視線をやったのを北野は見逃さなかった。

「弾丸を渡しちゃ駄目だ！」

　北野が叫さけんだ時にはもう遅かった。

　北野の声は周囲の生徒に届かない。そでから悠ゆう然ぜんと舞台に登場した人物に皆が目を奪うばわれてしまったからだ。和泉加奈の横に立ったのは五十嵐いがらし渚なぎさだった。

『私たちは──』

　彼女の声は、放送委員長の声よりも透き通っている。

『ゲームを続行する決意をしました』

　さらに舞台上には、画面の向こう側で戦っていたプレイヤーたちが現れた。渚は彼女たちとの連携に成功したのだ。

　つまりあの放送も和泉加奈を脅おどして行ったのだ。いや、脅しではなく協調を呼びかけたのかもしれない。協力すれば三十人のセレクションに加えると。

『私たちはむやみに友人を傷つけたくありません。ですが、混乱したこの世界ではルールが必要です』

　渚はこの体育館にいる生徒たちをいきなり殺す気はないようだ。よく考えればそうだ。渚はまだセレクションの三十人を確保していないのだ。

『まず旧コロシアムのプレイヤーにメッセージです。私たちにつくと決めた方は舞台に上がってください。もちろんこれは強制ではありません』

　北野は横目で原はら田だ美み砂さを窺うかがう。彼女の視線は渚に引き寄せられていた。美砂はクラスメイトの視線に気づき、はっとしたように我に返った。

「原田さん」

　北野の呼びかけに原田は後ずさった。

「ごめんね」

　原はら田だ美み砂さは一年三組を捨てて舞台へと上がっていった。

　彼女を引き留められるクラスメイトは存在しなかった。
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　中庭から出ると、怒号と銃声が聞こえた。

「何よこれ」

　啞あ然ぜんと鳴なる美みが立ち止まる。目に映ったのは無む秩ちつ序じよな校庭だった。逃げ惑う生徒たち、倒れて動かない生徒もいた。

「校庭に出るな、校舎に戻れ！」

　ハンドスピーカーで男子生徒が叫さけんでいる。

「学校の外にも出るな。出たら死ぬぞ！」

　響く銃声に声が途切れる。甲かん高だかいノイズを散らしてスピーカーが転がり、男子生徒はその場に崩れた。それを見た鳴美が駆かけ寄ろうとする。

「馬ば鹿か、行くな！」

　校庭に現れたのは前まえ園ぞのマナだった。よろめくように歩く彼女の手には銃が握られている。半分が砕くだけたベースボールヘルメットを被っており、顔が血で染まっていた。

　マナは倒れた彼に歩み寄り所持品をあさっている。弾丸を探しているのだ。そんな光景を見て、さらに校庭にパニックが広がる。

「逃げるぞ」

　萩はぎ原わらは羽は留る奈なを抱かかえながら走った。さらに校庭に銃声が轟とどろく。発砲しているのは前園マナだけではない。混乱が連れん鎖さしプレイヤーたちに銃を撃うたせているのだ。マナの怪け我がを見ても、交戦があったことを示している。それがプレイヤー同士か生徒との交戦なのかはわからないが、ゲームはすでに始まっている。

「鳴美！」

　振り返った萩原は啞然とした。鳴美がぼんやりと立ち尽つくしてるのだ。所持品をあさり終った前園マナが立ち上がるのが見えた。その定まらない彼女の視線が鳴美を捉とらえる。

「こっちにこい！」

　だが鳴美は動けない。

「下がれ！」

　その時、萩原の背後から生徒たちが走ってきた。その男子生徒たちは机などを抱え、マナとの前に応急のバリケードを築く。鳴美はそのバリケードの後ろに誘導された。

「馬鹿、何やってんだ」

　萩原は鳴美の手を取り乱暴に引きずる。マナは男子生徒たちのバリケードを見て、さすがに警戒している。

「チェス研けんか」

　横にいた大柄な男子、薙なぎ野の真しん之の介すけが萩原を一いち瞥べつした。

　彼らはヘキサゴンのメンバーだった。ステンレス製の棚を並べ、手にはスパナなどの工具を持っている。この状況で迅じん速そくに反撃を開始したのだ。

「あいつは？」

「一年のプレイヤー、前まえ園ぞのマナです」

　萩はぎ原わらは薙なぎ野のに答えた。

「あの、いくらなんでもそれは……」

　鳴なる美みが薙野の持つ金属バットを見て青ざめている。

「銃弾を打ち返せるとは思ってないよ」

　薙野は平然と答える。さすがにこの人数を警戒しているのか、マナはじっと距離を取ったままこちらを窺うかがっている。今まで撃うってきた生徒たちは逃げるだけだったが、ここで初めて学校側が反撃をしたのだ。

　その隙すきに走り出そうとしたが、薙野が制する。

「危ねえぞ。部室棟は戦場になる可能性が高い」

「え？」

「体育館にプレイヤーのほとんどがいる、らしい。百人ぐらいの人質を取ってな」

　その言葉に萩原は息を吞のむ。危険を感じたのは人質というワードではない。百人という数だった。つまり百発の弾丸を……。

『……萩原』

　声が聞こえ萩原は周囲を見回した。

「スマホ」

　肩に担かついでいた羽は留る奈なが呟つぶやいた。萩原がスマホを取り出すと咲さ季きの声が聞こえた。ウォクスの届く範囲に来たのだ。

「咲季さん、無事ですか」

『……ああ。だが声……聞こえにくい』

　ウォクスの声はノイズ交じりではっきりとしないが、萩原は心が落ち着くのを感じた。こんな状況ではつい彼女に頼ってしまう。

「先輩どうすれば？　俺たちはどうすればいいんですか？」

　萩原は咲季にまくしたてた。

『ウォクスでの……は無理だ。今から校庭の中央に行け』

「中央って？」

　萩原は混乱する校庭を見た。何を言っているのだと思った。

『行け。ヘキサゴンの連中に注意が向いている今なら……ぶだ』

　通信が途切れた。

「くそ、なんだよあいつ」

　萩原は首を振って校庭を見る。校庭の中央、トイレや水飲み場があるスポットには人影はない。しかし目立ちすぎる。こんな状況であそこに行くには、撃ってくださいと言っているようなものだ。しかし、だからといって他に……。

「行くぞ、鳴なる美み！」

　前まえ園ぞのマナとヘキサゴンが睨にらみ合っている今しか隙すきはなかった。他に好戦的なプレイヤーがいる可能性もあるが、その時は逃げるしかない。

「おい！」

　薙なぎ野のの制止を振り切り、萩はぎ原わらと鳴美は走った。陸上トラックのところどころに生徒が倒れている。ほとんどの生徒は生きているようだが……。

「今は放っとけ。自分のことだけ考えろ」

　萩原は鳴美にきっぱりと言った。

「それより集中しろ。狙ねらい撃うたれたらまずい」

　だだっ広い校庭で隠れる場所といったら、中央の休きゆう憩けいエリアのみだ。トイレや水飲み場、観葉植物などのわずかな陰しかない。

「羽は留る奈なを頼む！」

　中央部に近づいた萩原は、担かついでいた羽留奈を鳴美に投げた。羽留奈を受け取った鳴美を制し、萩原は先にトイレを調べる。建物を覗のぞき込んだが人の気配はとりあえずない。さらに確認してからひと息吐つく。

「うん、誰もいない」

　萩原と鳴美が顔を見合せた瞬しゆん間かん、背後から何かの音が響き、二人は飛び上がった。

「電話」

　鳴美がトイレの壁を指さす。それはトイレの後ろに設置されていた公衆電話だった。操作を忘れないようにとの理由だけで設置された、時代遅れのダイヤル式電話だった。そのピンク色の電話のベルが鳴り響いている。

　受話器を取ると咲さ季きの声が聞こえた。

『萩原か』

「通信ができるんですか」

『このタイプの電話機は学校内に数か所設置されている。外部への通信は不可能になったがダイヤル回線を使って電話機同士がやり取りできる、という機能がある。それを使っている』

　咲さ季きの声に萩原は少しだけ落ち着きを取り戻した。

「先輩、これから俺はどうすれば」

『君はどうしたい？』

　言葉に詰まった。銃弾から逃げ咲季の庇ひ護ごを受けるべきか、それともプレイヤーと戦うべきか……

「学校の生徒で協調するべきです。たとえゲームをやるにしても、平和的な解決があるはずだから、そのために動くべきだと考えています」

　これでは単なる虐ぎやく殺さつではないか、と思う。

『わかった』

　咲さ季きが微かすかに笑ったような気がした。

『だけど君はいつでも早すぎる。将しよう棋ぎでいえば指しすぎだ。対して学校の生徒たちは遅く、未だに状況すら吞のみ込めていない。じゃあゲームを始めます、という思考スピードに周りはついてこないんだ。重要なのはほんの少しだけ早く動くこと。ほんの少しだけでいいの』

　咲季はほんの少しだけ早く動いているのだろうか。ヘキサゴンなどのチームを編成したり情報を集めたり。少しだけ早く動き、序盤で利得を上げる作戦を取っている。

「対話が必要だと思うんです。これじゃあフェアじゃない。何も知らない間に死んでいくなんて、そんなのはおかしい。この状況だけでも皆に教え、プレイヤーとも対話をするべきです。もしかしたらお互いにすれ違っているのかもしれない」

　もしも学校の生徒たちが戦い、生き残る決意をしたのなら、萩はぎ原わらも受け入れようと思っていた。だが、もしも銃を捨てることを受け入れたなら、それに殉じゆんじたい。

『君にその決意と覚悟があるのならば、やるべきことはいくつかある。まずは対話の準備を整えること。そして好戦的なプレイヤーを排除すること』

「プレイヤーの排除？」

　萩原は未だに睨にらみ合っている前まえ園ぞのマナとヘキサゴンのメンバーを見た。

『彼らが前園マナを殺すことができると思う？　プレイヤーを排除するにはプレイヤーが必要。だけど私たちは早急に反撃せねばならない』

「ほとんどのプレイヤーが体育館にいるとか。間違いがあったら大虐殺に。部室にいる先輩だって危険で」

『体育館のほうはもうしばらく大丈夫。自分のやるべきことだけ考えて』

　咲季はきっぱりと言った。

「対話するにしても、頼みの生徒会も崩壊してしまったし……」

　強引で冷れい酷こくな生徒会だったが、こんな特異な状況だからこそ力を発揮したはずだ。しかし、副会長である高たか槻つき里さと美みは死に、生徒会長の椎しい名な流る華かも失しつ墜ついしてしまった。

『そのために、少しだけ早く動く』

「動くって、どういうことです？」

『対話と排除。その二つの問題を解決するキーがある。あれだ』

「あれですか？　あのダイヤ」

『うん、君が危険を冒してそれを手に入れれば生徒に現状を伝えることができるし、今後の対話の準備もできる。排除についてはダイヤが扱える武器を用意すると約束する』

　ダイヤモンド。それは学校の反撃の嚆こう矢しとなるキーアイテムだ。

　萩原は寄宿舎方向を見た。
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　──寄宿舎エリア。

「立てるか？」

　萩はぎ原わらは羽は留る奈なを下ろした。

「うん」

　羽留奈の表情は未だに凍りついたままだが、どうにか自分の足で立つ。

「特に混乱してないみたい」

　鳴なる美みが立ち並ぶ建物に視線をやっている。ここは生徒たちの部屋、つまり寄宿舎なのだ。スフィアシステムを採用しているこの学校は、三年間敷地の外に出られないために学校内に宿舎がある。部屋の広さにはばらつきがあり、支払う金額や委員会などの役職で変えられたりと平等ではない。萩原は通称奥地と呼ばれる、移動の便の悪い狭い部屋だった。

「ねえ萩原、本当に入るの？　もしも銃を持った人がいたら」

「安心しろ、俺は銃弾ぐらい避よけられる」

　コロシアムの件もあり、生徒たちはずっとクラスで行動をしているはずだ。つまり寄宿舎に生徒はほとんど残っていない。それでもこの時間は彼女なら……。

「部屋に寄りたい」

　羽留奈が小さな声を出した。

「そんな場合じゃ……」

「着替えるべきよ、萩原」

　鳴美が同意した。萩原は羽留奈の格かつ好こうを見て溜ため息いきを吐ついた。確かにワイシャツを羽織らせただけの下着姿のままでは辛つらいかもしれない。こんな状況でも女子は女子なのだ。

「まあいい、どうせ羽留奈の部屋は同じ建物内にある」

　萩原たちは羽留奈の部屋のある建物に駆かけた。すでにプレイヤーたちが寄宿舎に入っている可能性がある。静かでいて迅じん速そくな行動が求められる。

　しかし意に反して宿舎ホールは静まり返っている。人の姿も死体もない。

「エレベーター？」

「階段だ」

　鳴美に首を振り、萩原は階段へ向かう。重々しい空気の中で三人の吐と息いきだけが聞こえる。気づくと全身に汗をかいており、ぽたぽたと床に滴しずくが落ちた。部屋のある三階まで上り廊下を確認する。

　──誰もいない。淀よどんだ空気で満たされた通路が延びている。やはり寄宿舎にいた生徒たちはすでに避難している。状況が不明だからこそ情報を求めに危険な場所へと行くのは人間の本能だ。

　三人は廊下の壁際を歩き移動する。部屋の前に立った羽は留る奈なが、扉の認証パネルに手の平を添えた。カチリと音がして部屋のロックが外れる。

「よし入ろう」

「入るの？」

　羽留奈が少しだけ困った顔をしたが、構わずに萩はぎ原わらは部屋に突入する。

　初めて入る羽留奈の部屋はシンプルなワンルームだった。表現するなら生活感のない単なるスペース。めぼしい家具は机とベッドぐらいのものだ。

「何もないな。フランス式ってやつか？」

　フランス人は一つのスーツケースに入る以上の生活用品を持たない、という話を聞いたことがある。日替わりのアクセサリーなど、物量的なアメリカ式生活を送っている鳴なる美みと対極にある羽留奈の部屋だった。

「着替えてくる」

　羽留奈はクローゼットから制服を取り出し浴室へと入っていった。

「鳴美、今のうちに何か武器になるものを探すぞ」

「勝手にいじるのは……」

「そんな状況じゃないだろ。モラルを守るために命を捨てるのか？」

　萩原は羽留奈の部屋をあさった。しかしパソコンや衣類の他はボールペンすらなかった。分厚い本でもあれば防弾になるかもしれないが、今はほぼ電子書籍だ。

　何も見つからないうちに、羽留奈が脱衣所から出てきた。予備の制服に着替えたようだ。

「洗う？」

「いいよ」

　萩原は羽留奈に着せていたワイシャツを受け取ると乱暴に羽織った。

「もうここに戻ってこないと思ったほうがいい。大切なものは持っていく」

「わかった」

　羽留奈はピンク色のナップザックを取り出すと、机の上のノートパソコンなどを入れていく。

「なあ、ノートパソコンは一つでいいと思わないか？」

「こっちはメインで、こっちは──丈夫なの。ロードローラーに踏ふみ潰つぶされても大丈夫」

「ローラー車に踏み潰されたら持ち主が死ぬだろ」

　萩原は悪態を吐つきながら洗面所に入る。中を調べたが安全カミソリすらない。どうやって処理をしているのだとさらに探すと、小さなスプレー缶を見つけたので仕方なくそれをポケットに入れる。

　脱衣所から出ると、ベースボールキャップを被った羽留奈がナップザックを背負って立っていた。青いカラーの野球帽は野球ファンの北きた野のが羽留奈の誕生日にプレゼントしたものだった。運にも見放された弱小チームの帽子は縁起が悪いのでは、と思ったが仕方ない。

「よし、行くぞ」

　部屋から出ると、再びどろっとした空気が身を包んだ。建物、いや学校全体がどす黒い空気に覆われているかのようだ。だが逃げるわけにはいかなかった。学校全体で災わざわいに立ち向かうには必要なキーがここにある。

　それから三人は建物内を移動したが、人の気配はまったくない。

「もう逃げたのかもな」

　階段を上り萩はぎ原わらたちは目当ての部屋の前に立つ。周囲を窺うかがいながら扉をノックする。しかし返答はない。いるなら早く出てこい……。

「誰もいない」

　羽は留る奈ながパネルを指さす。パネルの青い色は中に人がいないという意味だ。居留守を使うときに青くする裏技があるので、萩原はもう一度ノックする。

「怪しいものではありません。チェス研けんの萩原です」

　扉に耳を当てるが人の気配は感じられない。

「くそっ、やっぱり逃げてたか」

「ホールでは？　この階にある」

　羽留奈が言う。外に逃げていないとしたら、人を探して集まった可能性がある。しかし、この状況で人が集まるのは危険でもある。羽留奈の一組がその例だ。

　萩原たちはその場から逃げるように移動する。廊下を曲がり、その突き当りが集会所のようなホールとなっている。アイボリー色の大きな扉が見えた。

　ドアノブに手をかけたが向こう側からは何も聞こえない。

　萩原は意を決して扉を開く。

「いない」

　静まり返ったホールには椅い子すとテーブルが整然と並んでいるだけだった。

　萩原は思わずそばの椅子に崩れるように座り込んだ。学校の仲間を助けたいと息巻いても、結局何もできなかった。無能な自分を実感しにここに来ただけだった。

「萩原、移動しないと。いつまでもここにいたら危ない」

「移動するって、どこにだよ」

　状況を把握できないまま生徒たちにパニックが広がる。混乱はさらなる混乱を呼び、無む秩ちつ序じよに銃弾が飛び交うようになる。制御を失った学校は混こん沌とんの闇やみに突っ込んでいく……。

「とにかく早く」

「もう遅い」

「しっかりしてよ萩原！　急がないと」

「急いだって何も解決しない」

　デスゲームを食い止めるゴールデンタイムは終わろうとしていた。殺意の膨ぼう張ちようはリミットを越え死は加速していく。学校の崩壊を防ぐためにどこかでくさびを打ち込む必要があった。しかしその肝心のくさびが見つからない。完全な行き詰まりだった。

「遅くなんてないじゃん。今からでも助けられる人はいっぱいいる」

「遅いさ。これからさらに人は死んでいく」

「対話できるって萩はぎ原わらは言ってたじゃん。私もそう思う。遅くたって話し合える。銃を持ってたって同じ学校の友達だから、今からでも間に合う」

「……俺はそこまで人間を信用してない」

　理知的な対話をするためには越えてはいけないラインがあった。我に返って周囲を見回した時、大量の死体があれば恐怖に襲われる。そして恐怖と攻撃は連動する。生き残るために他人を攻撃し始めるだろう。

　前まえ園ぞのマナは人を殺し続けるだろう。情報が伝達しないこの状況で恐怖だけが広がっていく。その恐怖を止めるためには言葉が必要だった。だが言葉を伝える術すべはない。今の自分にできることは、目の前の女の子さえ助けられない、間抜けな自分を実感することだけだ。

「とにかく逃げるの」

　鳴なる美みの目には涙が溜たまっていた。

「逃げるってどこに？　どこに逃げたってコロシアムだ！」

　テーブルを拳こぶしで殴なぐりつけると、ベルが床に落ちてチリンと鳴った。

「七組と合流して、伊い央おとも──」

「月つき島しま伊央に銃で守ってもらうと？　あんな死体を作れっていうのか？」

　萩原はぐっと歯を食いしばった。死体を見て思った。所しよ詮せん自分は画面の向こう側の出来事として伊央と交流していた。血や火薬の臭いがしない安全圏に立っていたのだ。

　──銃を撃うて。伊央と再会してそんなことを言えるのか。自分はなんて残ざん酷こくなことをしていたのか……。

「落ち着いて」

　体を震わせる萩原を抱きしめたのは羽は留る奈なだった。

「どんな状況でも理性的に振る舞うべき。って、そんなあなたの考えは間違っていない。私も協力するから、お願い」

　羽留奈から石せつ鹼けんの香りがした。しばらく彼女に身を委ゆだねていると別の匂いを感じた。コーヒーの香りだ。顔を上げて愕がく然ぜんとする。

　コーヒーショップのコスチュームに身を包んだ女性が、コーヒーを運んでくる。

「どうぞ」

　彼女は床に落ちたベルを拾ってから、コーヒーカップを三つ置いた。

「金こん剛ごうさん」

　鳴なる美みが目を瞬またたいた。

「今日はお客さんが少なくって」

　金こん剛ごう真ま澄すみは営業スマイルを浮かべた。

　ダイヤモンドが見つかった。
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　金剛が手の平をパネルに添えると、周囲の装置に電源が入った。

　ここは寄宿舎エリアのスタジオであり、先ほどのホールから二階ほど上のフロアにある。萩原は学校の状況を説明し、強引にここまで連れてきたのだ。

「羽は留る奈な、どうだ？」

「映ってる、問題ない」

　羽留奈が画面の調整をしている。これは学校内のエリアごとに配置されたスタジオを画面と音声で繫つなぐことができる、通称ロゴスと呼ばれるシステムだ。電波ではなく有線であるからかこのシステムは生きていた。ちなみにロゴスとは、ギリシア語で言葉や論理、思想などを意味するらしい。

　ただし、このロゴスシステムは生徒会の会長と副会長しか作動できない。タッチパネルに三人のうち誰かの手の平を添え静脈認証をする必要がある。つまり金剛を探していた理由の一つは、生徒会副会長である彼女の手の平が必要だったからだ。

「やったね」

　作動した装置を見て金剛がうなずいた。メイドのようなコスチュームはバイト時のものだ。彼女はあのホールでウエイトレスをやっており、この状況でもタイムカードを押したのだ。長めの髪はぐるぐると妙みようなスタイルで縛しばっており、今の色はレッド系のブラウンだ。

　金剛真澄をシンプルに表現するとミステリアスで詳細不明。甲かん高だかい声は知性に欠けるが言動は論理的。髪の色と髪型は週替わりで、実際の髪の色は不明。中性的な雰ふん囲い気きで男女どちらからも好かれる稀まれなタイプであり、生徒会の副会長をやっている。その他、血液型や体重、過去は不明。そして性別不明。

　スカートをめくった先輩男子の顔を蹴けりつけ鼻を折ったことがあるが、逆にそのエピソードが周囲に受けたらしい。彼女の行動は計算なのか天然なのかわからない。先ほどウエイトレスをやっていたのも、そうすることで生き残りの利益があると踏ふんだからなのかもわからない。だが、萩原は彼女に踏み込み、スカートをめくる気にはなれなかった。

「先輩、やっていただけますか？」

　萩原は聞く。スタジオの映像が学校に配置されたパブリックビューで見ることができる。つまりこの状況で映像が流れるのだ。

「やるしかないよね」

「大丈夫ですか？　副会長はこの状況を把握している感じですか？」

　萩はぎ原わらは金こん剛ごうの胸にピンマイクをつけながら聞く。

「心配しないで萩原」

「副会長は見ていないでしょうが、本当に死体が──」

　金剛は萩原の肩に手を置き「任せて」と耳元で囁ささやいた。そのまま彼女はスタジオの舞台に上がっていく。

「すごいね、こんな時でも副会長は落ち着いてる」

　感心している鳴なる美みを見て、萩はぎ原わらは溜ため息いきを吐ついた。

「そうだな。副会長に賭かけるしかない」

　金剛は「あーあー」と発声練習をしながら舞台に上がる。

　ロゴスから流された映像は学校のどこからでも見ることが可能だ。教室の電子黒板や学校に配置されたパブリックビュー。重要度を最大にしたので、すべての画面に映る。

「ねえ萩原、変なとこない？」

「とってもチャーミングだと思います」

「このリボンはあえてしわくちゃなの使ってるんだよね」

　金剛は薄黄色の大きなリボンを整える。

「ファッション雑誌の表紙って感じですよ」

「『ヴォーグ』のシエナ・ミラーのごとく？」

「てことで先輩、そろそろいきます」

　この放送はパニックになった生徒に情報を流すことが目的だ。たとえ最悪な状況でも冷静な情報を聞けば、最悪のことは考えない。生徒たちの崩壊する精神にくさびが打てる。

「映像を映します。３、２、１……スタート」

　羽は留る奈ながスイッチを入れた。スタジオに設置された画面を確認すると金剛のフルショットが映っている。成功だ、映像も音声も学校に流れた。

　画面の金剛は身じろぎしない。笑え顔がおを保ったまま動かない。

「萩原……」

「しっ」

　鳴美を制して、萩原は画面を見つめる。生徒たちが画面に映った金剛に気づくまでのタイムラグがある。彼女はそれを計算しているのだ。混乱している生徒たちは画面を見ているだろうか。どうか気づいてくれ……。

『状況は限りなく悲観的です』

　金剛は口を開いた。

『学校はもはや学校ではありません。画面の向こうにいたプレイヤーは帰還しこの学校はコロシアムとなったのです。これがゲームならば、すでにゲームは始まっており、死者も出ています。とても絶望的な状況です』

　金こん剛ごうは見ている生徒たちに希望を与えなかった。ただ現状だけを伝えている。

『生徒の皆さんには冷静な行動が求められます。現在校庭は混乱しているので出てはいけません。隠れる場所が確保できたらそこからできるだけ動かないように。また、銃が集中している体育館や部室棟にも近づかないでください。そして学校の敷地から出るのも禁きん忌きです。学校から出た時点で──死にます』

「もう少しアップにして、光量を上げて」

　萩はぎ原わらは画面を見ながら羽は留る奈なに指示する。

『銃を持ったプレイヤーたちに告ぐ』

　金剛の声のトーンが少しだけ変わった。

『まずは銃を置きなさい。あなたたちは鏡に映った魚だ。あなたたちが見ている恐れも怒いかりも怯おびえもすべて自分自身のものだ。私たちは銃を置いて話し合うべきだ』

　論調は少しだけ攻撃的になった。彼女の男性的な一面が出ている。

『銃を手に取る理由はそれぞれにあるのかもしれない。その理由に正義があるのかもしれないし、悪意しか存在しないかもしれない。でも私は思う。ねえ、弾丸に善よい弾丸と悪い弾丸があるの？　弾丸を放てば同じ結果になるわ』

　ダイヤモンドは殺意に蝕むしばまれていく学校の処しよ方ほう箋せんとなり得うるのか。

『私たちはこの学校で同じ時を共有した友人であり仲間よ。たとえるなら同じベンチに座ったチームメイトであり、私はそんな大切な仲間を見殺しにしたくない。コミュニケーションに使うべきは銃弾でも暴力でもなく言葉。……ですから武装放棄を求めます』

　プレイヤーに向けた言葉としては少し早いかもしれない。しかし、金剛はこの時点で強い意志を示したのだ。これは生徒を代表するメッセージとなる。

『返答はありませんか？　他のスタジオからの言葉を待っています』

　金剛が呼びかけたのは他のポイントだ。寄宿舎のスタジオのように、他のエリアにもポイントがある。金剛がシステムを作動させた状態の今、他のポイントとのやり取りが可能なのだ。

　金剛は沈ちん黙もくしたまま画面を見続ける。

　萩原は気づいた。金剛はプレイヤーに呼びかけることで時間を作っているのだ。プレイヤーの視線をこちらに向けさせ、生徒たちの逃げる時間を稼いでいる。だが、それには少々問題がある。

「ねえ」

　鳴なる美みがスマホの時計を萩原に見せる。

「少しだけ、もう少しだけ任せよう」

　そう言ったものの危険だった。金剛はメッセージを送ることで自分の居場所を無防備に晒さらしているのだ。

『誰か応えて。私は対話に応じる。決して裏切らない。今求められているのは協調よ。お互いに裏切れば『トスカ』のような悲劇になる』

「トスカ？」

「ジャコモ・プッチーニのオペラ。お互いに契約を破棄し裏切ったために悲劇的な結末を迎える」

　羽は留る奈なが萩はぎ原わらに耳打ちした。

『銃を捨てて話し合うの。コロシアムのルールがどうあろうとも、他人を傷つけてはいけないというルールのほうが強い』

　時間を稼ごうと金こん剛ごうは武器の放棄を訴える。萩原はそれが少しだけ気になった。両手を上げて降伏する、とのメッセージと受け取られかねない。言動を修正するべきか、それともこのまま金剛に任せるべきか。

『私たちには武器なき勝利があるはず。必要なのは決意と意思、それも──断固たるデイサイシヴ』

　放送が始まってから十五分が経とうとしている。これ以上は危険だった。しかし金剛は放送を止める気配がない。

「あっ」と、鳴なる美みが声を漏もらす。画面が分割されたのだ。どこかのポイントから放送に入ってきたということだ。分割された画面に映ったのは髪を逆立てた男子生徒、ヘキサゴンの薙なぎ野の真しん之の介すけだった。

『そっちに行ったぞ』

　薙野の声に、萩原と羽留奈は顔を見合わせる。

『萩原』と、画面越しの薙野に名指しされた。

『約束のものは校庭に置いておく』

　それだけ言って通信は切れた。

「そっちに行ったぞって、まさか……」

　顔面蒼そう白はくの鳴美がこちらを向く。

「切れ、通信を切れ！」

　羽留奈に叫さけび、放送が打ち切られたとほぼ同時だった。銃声が響き天井の蛍けい光こう灯とうが砕くだけ散った。スタジオ観覧席の入り口に人影があった。──前まえ園ぞのマナだ。

「行け、早く！」

　萩原は腰をかがめながら鳴美をスタジオの出口へ押す。

「先輩も逃げて！」

　金剛へ叫び、羽留奈を向いて啞あ然ぜんとする。

「馬ば鹿か、そんなの捨てとけ」

　羽留奈はナップザックにパソコンをしまっている。前園マナが発砲し窓ガラスやスピーカーが砕くだけ散った。萩はぎ原わらは羽は留る奈なを肩に担かついでスタジオの出口へ走る。

「走るわよ」

　廊下に出ると金こん剛ごうが鳴なる美みの手を引っ張り走り出した。萩原も羽留奈を担いだまま金剛を追う。廊下の途中にエレベーターホールがあり、金剛は一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよした。

「エレベーターは駄だ目めね」

「どこに逃げます？」

「ねえ、約束のものって？」

　金剛は質問で返した。

「前まえ園ぞのマナに対抗する武器です。何かわかりませんが、金剛さんなら使えるって。たぶん咲さ季きさんが用意した……」

　背後にマナが出現し、再び走った。彼女は狩りを楽しんでいる。逃げ惑う生徒たちを見て興奮しているのだ。

　金剛は廊下を折れて再び躊躇した。すぐそばには階段がある。

「内階段はやめよう」

　金剛は階段を無視して走る。廊下の突き当りに非常階段の緑ランプが点灯しているのが見えた。さらに走り、金剛は扉に体当たりするようにして非常階段に走り込む。羽留奈を抱かかえたまま扉を抜けると、湿気を含んだ風が身を包む。鉄製のらせん階段が外づけされており、皆はそれを駆かけ降りる。

「そのまま外へ逃げるよ。あれを寄宿舎から引き離す必要がある。ショッピングモールとかに逃げられればいいけど」

　カンカンと音を立てながら金剛がらせん階段を降りる。金剛は他の生徒を心配しているのだと気づいた。放送を見て、金剛を頼って寄宿舎に来る生徒がいるはずだと。そんな生徒が前園マナに遭遇したら危険だ、と。

　目の前で火花が散って、萩原は一いつ瞬しゆん棒立ちになってしまう。非常階段に出たマナが発砲している。さらに銃声が響き、萩原はガクンとバランスを崩した。

　非常階段を降りた金剛と鳴美は、ショッピングモール方向に走り出そうとする。

「駄目だ！　いったん建物に入る」

　萩原はそんな二人を呼び止め、地上の非常口から建物内に入った。

「確かに無防備だった。階段から狙ねらい撃うちされるところだったね」

　金剛が鳴美の手を引きながら萩原を追ってきた。

「……羽留奈。自分で歩けるな」

　萩原は羽留奈を下ろして廊下を進む。

「いったん隠れます。その談話室に」

「やり過ごすってこと？」

　金こん剛ごうも切せつ羽ぱ詰つまっているようだった。萩はぎ原わらは羽は留る奈なに寄りかかるようにして談話室に入り、どかっと椅い子すに腰を下ろした。

「休んでる状況じゃないでしょ。彼女に見つかったら」

　座り込んだ萩原を見て、鳴なる美みが焦じれている。

「話がある」

「今話すことなんてないじゃん、何言って──」

「聞いてくれ！　今聞いてくれ、今だ」

　萩原の一いつ喝かつに、鳴美は息を吞のんだ。

「俺たちは仲間だ」

　萩原は三人に視線を投げた。

「成り行きだがこうしてチームを組んだ。だからお互いに助け合うことを再確認したい。先輩も放送で言ってた。私たちはこの学校で同じ時を共有した友人であり仲間だって。チームメイトであってそんな大切な仲間を見殺しにしたくないって」

　三人は困惑したように視線を絡ませる。

「俺も絶対に三人を見捨てない。たとえ撃うたれたとしても絶対に助ける。鳴美の蛍けい光こう色しよくアクセサリーをアメリカ的だとか駄だ菓が子しっぽいとか馬ば鹿かにしたこともあったけど、そんなに悪くないと思ってる。喧けん嘩かもしたけど鳴美は俺の大切な友達だ。俺に多くの色を教えてくれる」

「萩原……」

　鳴美がぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。次に萩原は金剛を向く。

「最初に見た時風を感じた。こんなに可愛かわいい年上の女の子がいたのかって、金剛さんを見て思った。それからずっと憧あこがれに近い感情を持っていた。打算じゃなく俺はフローラルの香りを放つ女の子を、ただ守ってあげたい」

「……いいわ、約束する。生き残るためには信頼関係が重要だからね。逃げられたらだけど」

　金剛はうなずいた。羽留奈と鳴美も同意する。

「じゃあここから逃げることを話し合いましょ」

　金剛が部屋の外を窺うかがっている。

「その前にもう一つ話があるんです」

「ん？」

　金剛は萩原の汗だくの顔を見て顔をしかめた。

「どうやら俺、撃たれたようです……」

　萩原は真っ赤に染まる手の平を見せた。「わああ……」と羽留奈がへたり込む。

「傷は？　見せて？」

「見せない。見せたってどうなるもんじゃない」

　萩原は駆かけ寄る鳴美を制した。怖かった。腹がどうなっているか見るのが怖い。

「仲間ですよね」

「こいつ……」

　苦にが々にがしい顔をしていた金こん剛ごうは、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「動ける？　ここでの治療は無理よ」

「大丈夫です」

　ここで倒れたら確実に終わりだ。ここから逃げ出さない限り、萩はぎ原わらの腹を塞ふさぐ術すべはなかった。

「応急処置をなさい。巻くだけでいい」

　金剛は談話室の棚にあったガムテープを羽は留る奈なに放り投げた。

　羽留奈は青ざめながら萩原の傷口にハンカチを押し当て、その上からテープで巻いていく。消毒する時間などはなかった。

「校庭に行くわ」

　金剛の言葉に鳴なる美みが首を振った。

「あんな開けた場所、無理です」

「怪け我が人を抱かかえてショッピングモールまで逃げるには遠すぎる。だったら、あの咲さ季きちゃんが用意した武器を信じるしかない」

　金剛はがらりと窓を開け外に出る。怪我した萩原を窓の外に移動させてからうなずく。

「行くわよ」

　四人は走った。

「まずいですよ。こんな開けた場所で彼女と交戦したら」

　何もない。街路樹も電柱も壁もない開けた校庭なのだ。武器になりそうなものは転がっているサッカーボール程度だ。

「中央にトイレと樹木がある。戦うならそこね。戦うとしたら」

　中央エリアのことだ。野球エリア、サッカーエリア、など校庭は四つのエリアに分けられ、その中央ポイントのエリアのことだ。休きゆう憩けい場として水飲み場とトイレが設置されている。しかしその障害物はあまりに頼りない。

「とにかくそこまで急いで走るのよ」

　寄宿舎エリアを抜け四人は校庭に出た。萩原は羽留奈と鳴美に肩を借りながら走った。痛みに意識が飛びそうになるが必死に保つ。腹から滲にじんだ血が地面に垂れ落ちる。

　中央エリアにたどり着くと同時に電話のベルが鳴った。

「……はい」

　萩原は電話機に飛びつくようにして受話器を取る。

『私よ』

　咲季の声だ。

「俺たちを助けてください。部室棟への避難誘導を」

『それはできない。誰かが危険に晒さらされるし、対話の結果、私たちグループは基本的にこれ以上の生徒の受け入れを行わないとなった』

「なんで。俺たちは先輩と一いつ緒しよに活動した仲間でしょ」

『だからよ』

　その言葉の意味を察した。咲さ季きは警戒しているのだ。部室棟のエリア代表のように振る舞ってしまった咲季は、これから行動が注目される。その状況においてチェス研けんメンバーの二人を助けてしまえば、渚なぎさと同じくセレクションでのゴールを目指している、という噂うわさが流れることになる。また、ダイヤモンドを自分のエリアには置きたくないのだ。彼女の輝きが邪じや魔まになると踏ふんだのだ。

「見捨てる気ですか」

『それにここまで移動できない。見て、体育館を』

　体育館を見ると、プレイヤーたちが姿を見せている。周囲を警戒し銃を構えている。部室棟の生徒たちを警戒しているのだ。そしてその部室棟の前には部室の備品でできたバリケードが築かれていた。

　……あれでは無理だ。無防備に走れば体育館のプレイヤーに撃うたれる。

『武器は渡すという約束は守った。あとは自分でなんとかすることね』

　まるで機械のような声だった。ここで萩原は咲季の正体を思い出した。彼女は日常からこうだった。萩原たちのことをチェスの駒こまとしか思っていなかったのだ。

『じゃあね萩原、そして羽は留る奈な』

　通信が切れた。受話器を握ったまま萩原はただ立ち尽つくした。羽留奈も視線を落とす。切り捨てられたポーンの末路だった。

「あれが武器？」

　金剛は校庭の部室棟寄りに置かれたスーツケースを見た。

「らしいですね」

　会話しているうちにマナがこちらに近づいてくる。チェックメイトだ……。

「じゃあ、咲季ちゃんがくれた武器を使うしかないわね。でも、ちょっと距離があるから、誰かが前まえ園ぞのマナの注意を惹ひく必要がある。交渉するの。その間に私が武器を取りにいくから」

　マナと向き合っていたヘキサゴンも部室棟に引き下がっている。前園マナを萩原たちに押しつけることに成功したからだろう。

「交渉なんて、できるわけないでしょ」萩原は吐はき捨てた。「相手は銃を持っている。当たる可能性が一パーセント以下です、なんて数値が出るなら向かい合って対話しますがね」

　伊い央おを使ってやったようにだ。しかしここは画面の向こうではない。

「……できる」

　呟つぶやいたのは羽留奈だった。

「はあ？　ゲームみたいにってことか？」

「私のパソコンに『ベストショット』が入っている。そしてそれと繫つなぐカメラも持っている。スマホと繫いで簡易的なシステムが構築可能」

　ベストショットとは、弾道予測計算ソフトのことだ。銃の種類や弾丸のデータ、気温や湿度、そして銃口の角度と距離から、映像で命中率を計算することができる。旧コロシアムでプレイヤーたちのフォローをしたのもこの種のアプリだ。

「私がパソコンでベストショットを操作する。もう一人カメラを持つ役目がほしい。銃身が見え、なおかつ前まえ園ぞのマナと交渉人の二人が見えるアングルを維持する」

「交渉人って、そんな危険な役目を鳴なる美みがやるのか」

「なんで私なのよ！」

「カメラを持った人間は素早い動きが求められる」と、羽は留る奈な。

「ということは、役目は決まったわね」

　金こん剛ごうが結論を出した。萩はぎ原わらが前園マナと対話をし時間を稼ぐということだ。

「これがカメラ。すでに銃の型は登録してあるから、銃身が映る程度でいい。あとはできるだけ動き回ってフィールドデータを取得すること。データを取り込むことで着弾率が正確になっていく」

　カメラを鳴美に渡す羽留奈の表情は静かだった。咲さ季きに捨てられたという事実がこの状況の緊張感を鈍にぶらせているのかもしれない。ヘロイン中毒をモルヒネ投与で緩和したようなものだ。

「スマホと連動してる。危険なほど震えが激しい。五十パーセント以上は最大」

　羽留奈が淡たん々たんと準備を進めている。前園マナはすでに中央エリアに到達しようとしている。時間がなかった。

「あと、頭と心臓で音を変えてる」

「なあ、俺は弾丸を避よけられるって言ったけど、あれは噓うそだ」

「避ける必要はない」

　羽留奈がナップザックから取り出したのはサブのノートパソコンだった。ローラ車に踏ふまれても壊れないという頑丈なこれを盾にしろということか？

「噓だろ、これで弾はじけっていうのか？」

「もしも、これで本当に弾丸を防ぐつもりなら、少し斜めにして逸そらしたほうがい」

　萩原はいたって真ま面じ目めな羽留奈に青ざめた。もしかしたら彼女は短期間で激しいショックを受けて、人間の大切な部分を損傷したのかもしれない。

「やるしかないわ。あの狂人を排除できれば、何か変わるかもしれない。もう一度対話のチャンスも生まれるかも」

　金剛はもうやる気だった。萩原をおとりにして、咲季が用意した武器なるものを取りにいくつもりなのだ。

「やるよ、やればいいんだろ」

　セットアップの終わったスマホを手に取ると、金こん剛ごうが微ほほ笑えみかけてきた。

「萩はぎ原わら、さっきは私に憧あこがれてるって言ってくれてありがとう。私も萩原のことは嫌いじゃないわ。あなたは他の男子と違ってエキサイティングだもの」

「先輩……」

「そんな私の愛は変わらない。たとえ二度とお目にかかれなくとも」

「おい」

　金剛は萩原に投げキッスをしてから距離を取る。鳴なる美みも震えながらカメラの準備を終えた。やるしかなかった。

　萩原は中央エリアに進む。服に滲にじんだ血は隠せないが、怪け我がをしていることを悟らせたら駄だ目めだ。動きが不自然にならないようゆっっくりと動く。前まえ園ぞのマナがはっきりと萩原を認識している。さらに近づくとマナの顔がはっきりと見えた。

　頭に傷を負ったのか顔が血で染まっていた。意識が混こん濁だくしているのか視線が定まっていない。そんな様子で銃を握る彼女に恐怖を覚える。しかしもう戻れない。ここで逃げれば、次の標的は鳴美か羽は留る奈なだ。

　金剛はマナの注意が萩原に向いた隙すきに動いている。中央を迂う回かいして、置かれたスーツケースに慎重に移動していた。果たして彼女はこちらを裏切らずに共闘してくれるか。武器をスルーして逃げるということはあり得ないか。彼女は認証キーとなる手の平を持っている。その価値ある手の平と共に別の集団に亡命することはないか……。

　萩原は頭を振った。余計なことを考えるな。やるべきことをやるしかない。

　さらにマナとの距離は縮ちぢまる。そんな二人を大きく周回し鳴美がフィールドデータをカメラに収めている。多くの視線を感じた。校庭のこの光景は注目されているのだ。前園マナという殺人鬼をどうするか、と。

　金剛の言うようにマナを排除すれば何かが変わるだろうか。混乱の嚆こう矢しとなった存在を消せば、もう一度対話が持たれ安定するのか。

　胸に微震を感じた。スマホが震えている。前園マナの構える銃の射程範囲に入ったのだ。微かすかな震えは着弾率が一パーセント以下のほぼ当たらないという評価だ。

　しかし萩原の足は震えた。ほぼ当たらない、という事実はなんの気休めにもならないという事実を知った。そして思う。自分はなんて残ざん酷こくなことをしていたのだ、と。

　──一パーセント以下だ、安心しろ。

　そんな残酷な言葉を月つき島しま伊い央おに投げていた。これは萩原の背負っていた罪なのだ。

　前園マナが中央のエリアに到達した。トイレの陰に一いつ瞬しゆんだけ消え、スマホの震えが止まった。だがすぐに姿を現す。

　前園マナ。

　萩はぎ原わらははっきりと思い出した。知っているというより、日常でよく姿を見かけた女の子だった。たしか美化委員会の一員で、園芸や小動物の飼育などに関かかわっていた。彼女と会話したこともあった。イベントでラビットレースというものがあり、競馬のように裏で金銭が賭かけられる。そのブックメーカーをチェス研けんがやっていたので、ウサギの世話をしていたマナに話を聞いたのだった。

　──ウサギって私みたい。

　そう笑っていたのを思い出す。しかし目の前にいる彼女は、日常の前まえ園ぞのマナを失っていた。

　前園マナが顔を上げて萩原を見つめた。銃を下ろしているのでスマホは震えていない。もう少しだ、もう少しだけ近づく……。

「前園」

　萩原は彼女に呼びかけた。もしもここでコミュニケーションが取れれば問題はない。銃弾を捨てさせ校庭に平和が戻る。

　ぶるっと心臓が震えた。

　マナがこちらに銃を向けたのだ。着弾率はわからない。ただこの振動はまずいことは確かだった。萩原は横に動き射線から必死で体を逸そらす。

「戦う意思はない。その銃を下げてくれ」

　まだ大丈夫だ。距離もあるしマナの銃を持つ手も揺ゆれている。十パーセント程度だろう。しかし十パーセントは当たるのだ……。

「前園マナ。俺だ、一年七組の萩原だ。話したこととかあっただろ」

　反応はない。もっと日常で交流を深めていれば応じてくれたかもしれないと、こんな場所で後悔してしまう。金こん剛ごうは何をしているのだ？　ここまで距離を詰めてしまったら、背を向けて逃げることはできない。視線を逸らした瞬しゆん間かんに撃うたれるだろう。

「ウサギの世話をしてくれてたよな」

　萩原の声にぴくっとマナが反応した。銃弾が届く距離は声も届く。

「俺は本当の前園を知っている。ウサギが死んで涙を流してた前園を知ってるぞ」

「うん」

　マナの唇くちびるから擦かすれた声が漏もれた。

「……だって、私が殺したんだもん」

　マナがゆっくりと萩原に照準を合わせる。激しい振動に混じって耳みみ障ざわりな音が聞こえた。この音は心臓を狙ねらっている。直線的に下がってはいけない。萩原は胸をノートパソコンで隠しながら横に移動する。だが音と振動は止まらない。スマホの振動なのか鼓こ動どうなのか区別がつかなくなっている。

『萩原』

　声はスマホからだった。スマホのウォクスが発する金剛の声だ。金剛は羽は留る奈なのスマホを持っていったのだ。

『武器を手に入れたわ』

　マナから視線を逸そらさず、焦点をぼかすようにしてその背後を見る。金こん剛ごうがあの大きなスーツケースに到達していた。武器を手に入れたようだ。

『でも少しギャンブルになる』

「いいから早く」

　もう限界だった。前まえ園ぞのマナは萩はぎ原わらにはっきりと照準を合わせている。あとはどこで撃うつかだ。萩原が少しでも隙すきを見せる瞬しゆん間かんを狙ねらっている。目の前に立ってはっきりとわかった。前園マナは確実にこの銃で人を殺している。

　遠目に見えた。スーツケースから取り出した、いや出てきたのは少女だった。太陽光をきらりと反射している。色彩の薄いあの女子は──桜さくら木ぎ環かん奈なだ。

　どういうことだ？　何な故ぜこの場で環奈を。咲さ季きに裏切られたのか？

　金剛と環奈が向かい合っているのが見える。もしかしたら咲季の言っていた金剛のもう一つのキーなのか。咲季は環奈の聴取に成功し何か情報を引き出したのか。

「萩原！」

　鳴なる美みの声にはっと我に返る。強烈な振動と音にぐらりと体が揺ゆれた。いつの間にか棒立ちになっていた。

　声に反応したマナが、今度は鳴美に銃を向ける。

「馬ば鹿か、下がれ！」

　マナに飛びかかろうとしたが、すぐに銃口は萩原を向く。

「つ……」

　萩原は腹を押さえて悶もん絶ぜつする。急な動きで激痛が走った。そんな萩原にマナは興奮の混じった視線を向けた。銃という主導権を握り、弱者をいたぶっているのだ。これが本当の前園マナだったのかもしれない。日常の仮面がはがれ、コロシアムで真実が見えている。

　萩原の腹の傷に気づいたのかマナが攻撃的になった。いきなり距離を詰めたり、銃口を鳴美に向けたりと意外な行動を取る。そのたびに萩原は動かざるを得ず、傷口が悲鳴を上げる。すでにシャツが真っ赤に染まっている。地面にも血が流れ落ちた。

「早くしてくれ」

　金剛は何をしているのか。環奈は動かないのか……。

　萩原は時間を稼ごうと、トイレのある建物へと近づく。マナと萩原の間に障害物を挟はさんで少しでも射線を消したい。ただそれも時間稼ぎだ。持久戦になったらこちらが負ける。すでに萩原の意識は朦もう朧ろうとしていた。

　ふとマナの動きが止まった。マナの視線の先には環奈がいる。

　桜木環奈が動いたのだ。彼女はスーツケースを引きずるようにしてこちらに歩いてくる。確かにギャンブルだった。プレイヤーにはプレイヤー。しかし桜さくら木ぎ環かん奈なの行動は読めない。日常から警戒されていた彼女は、この校庭でどのような行動を取るのか。

　マナが警戒している。銃口をこちらに向けたまま環奈を確認する。萩はぎ原わらのスマホは激しく震え続けていたが、少しだけ弱まった気がする。校庭に乱数が挿入され、数値が乱れ始めたのだ。

　桜木環奈が動きを止めた。盾にするようにスーツケースを手前に置き銃を抜く。

　──遠い。

　それは萩原にとって絶望的な距離だった。

　環奈はスーツケースの上に肘ひじを置き銃を構えた。銃口の先はは萩原でもマナでもない。射線に入っているのはトイレの壁だ。

　環奈は傍観を選択したのだ。混乱した校庭に放たれた環奈は、身を守るために銃を抜いた。しかしそれは自分のためだ。混乱の元凶となるマナを撃うつ利益は環奈にあるのだろうが、はっきりといってあの距離では当たらない。

　環奈は銃を構えたまま身じろぎしない。彼女のメッセージはこうだ。私に攻撃してきたら撃つ。ただそれだけだ。校庭の混乱が去るまで身を守ることを選択した。

「ちくしょう……」

　萩原は腹を押さえて移動する。

　マナは環奈の動きを確認して、攻撃の意思はないと判断したようだ。再び萩原を追う。

　萩原は、マナの銃口から逃げるようにトイレに近づく。もちろんトイレの中には入らない。体がよろけて壁に手をついた。最後のカードでできた役はブタだった。絶望的な気分に体の力が抜けていく。

　──銃声。

　バシッとトイレの壁が弾はじけた。萩原は硬直したまま動きを止めた。何が起きたのかわからなかった。マナの銃弾が壁に当たるはずは──環奈だ。

　環奈が萩原を狙ねらったのだ。振り向くと、身じろぎしない環奈の姿がある。環奈はスーツケースに銃を乗せたまだ。

　たとえ当たらなくても絶望的な気分にさせる発砲だった。弾丸は明らかにずれていたが、萩原の心臓の高さだ。当たるはずのない距離だが、弾丸はどこかに着弾する──それは単純で明快ななルールだった。

　萩原の目の前にマナが立ちはだかった。そのまま銃口を向ける。振動が止まった。明らかに当たる距離に入り『ベストショット』は計測を放棄した。耳みみ障ざわりな音も消えた。

「いいね」

　代わりに聞こえたのはマナの声だった。

「そのまま命乞いをするか、惨みじめに逃げるの」

　萩原はぐっと歯を食いしばった。仰あお向むけに腰をついたまま、這はいずるようにしてマナから距離を取る。

　マナが笑った。それは怯おびえるウサギを見るような視線だった。

　萩はぎ原わらは必死で逃げた。だが恐怖と痛みで体が動かない。もう両足は石のように重かった。確かににここはコロシアムだ。こんなに簡単に自分は死ぬ。

　最後の力を振り絞しぼり、萩原は地面を蹴けった。マナに背を向け逃げる。

　マナは平然と距離を詰めてトリガーを引く。

　銃声と同時に萩原は地面に倒れた。

「萩原！」

　鳴なる美みの声と駆かけ寄る足音が聞こえる。

　来るな、という言葉は声にならなかった。薄れゆく意識の中で、萩原は鳴美と羽は留る奈なに抱き支えられていた。視界にはトイレの壁際で倒れるマナが見えた。

　銃声は環かん奈なだったのか？

　環奈がマナを撃うったのか。しかしあの距離からどうして……。

　──刻印だ。最初の一発はトイレの壁にマークをつけたのだ。環奈は身じろぎせずに銃を構えつづけ、刻印とマナが重なるのを待った。

　さらに思う。それでは環奈は何な故ぜ萩原を助けたのか。

「アルビノには貸しがあったのよ」

　目の前に金こん剛ごうが立っていた。ここで気づいた。咲さ季きの言っていた、もう一つの金剛の価値だ。それは桜さくら木ぎ環奈だ。理由はわからないが、環奈は金こん剛ごうに心を許している。だから金剛を手に入れろと言ったのだ。

　薄れゆく意識の中、思い浮かべたのは伊い央おだった。彼女と同じく腹に穴を空けたことで、自分の罪も少しは軽減されただろうか……。











　１年１　☆汐しお見み麻ま衣い

　　　２　☆中なか谷たに理り穂ほ・フリー

　　　３　☆原はら田だ美み砂さ　※北きた野の君

　　　４　☆能の嶋じま恭きよう子こ

　　　５　☆雪ゆき村むら琴こと音ね（司し馬ば遥はる香かを殺害した可能性があり）

　　　６　☆相あい葉ば優ゆう海み

　　　７　☆月つき島しま伊い央お（高たか槻つき里さと美みを殺害）　※萩はぎ原わら君

　　　８　☆田た中なか花か音のん・フリー

　　　９　☆桜さくら木ぎ環かん奈な（前まえ園ぞのマナに発砲、現在は寄宿舎周辺の雑木林に）

　　　10　☆前園マナ（被弾して逃走）

　２年１　★中なか谷たに美み莉り亜あ・フリー（死亡）

　　　２　☆伊い奈な川かわ玲れい菓か（一組を）

　　　３　☆西にし原はら由ゆ香か（足に被弾、伊奈川玲菓の発砲の可能性あり）

　　　４　☆片かた桐ぎり美み鳥どり・フリー

　　　５　☆青あお原はら楓かえで

　　　６　☆小お野の寺でら真ま琴こと・フリー　※放送委員長・和泉いずみ加か奈な

　　　７　☆鮫さめ島じま睦むつ恵え

　　　８　★司馬遥香（死亡）

　　　９　☆赤あか坂さかみなみ

　　　10　☆福ふく田だ愛あい佳か（腕に軽傷）

　３年１　☆七なな原はら真ま里り

　　　２　☆水みず城き葉は菜な

　　　３　☆五十嵐いがらし渚なぎさ　※生徒会副会長・金こん剛ごう真ま澄すみ

　　　４　☆佐さ々さ木き真ま悠ゆ

　　　５　☆秋あき山やま杏あんぬ

　　　６　☆芝しば田た凛り々り子こ・フリー

　　　７　☆黒くろ宮みや彩あや夏か　※咲さ季きさん

　　　８　☆鷹たか橋はし明あ日す香か・フリー

　　　９　☆上うえ原はら愛あい良ら

　　　10　★高槻里見（中谷美莉亜を殺害・死亡）　※生徒会長・椎しい名な流る華か







沖おき羽は留る奈な作成のパソコン情報より抜粋
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　大きなダンゴムシが人間の肩に食いついているように見えた。蠢うごめく触手と垂れる血から生徒たちは目を背そむけている。コトンと床に鉄の塊が転がった。

「摘出は終わったみたい」

　月つき島しま伊い央おは弾丸の破片を拾った。

　校舎の西側二階にある図書室に伊央たち一年七組の生徒はいた。

「麻酔が効いているのかな」

　聖ひじり沢さわ緋ひ香か里りが治療を受ける女子の額ひたいをそっと撫なでた。校舎でプレイヤーに襲われた七組は女子の二人が被弾したため、ここに逃げてきた。校舎の外には出ず校舎内に避難したのは、どこかで治療をする必要があったからだ。

　電子書籍化が進んだためにスペースが必要とされないが、立てこもるにはもってこいの広さだった。出入り口は一つを除いて本棚などで封ふう鎖さしており、窓はブラインドを降ろし常に誰かが見張っている。

　怪け我が人の二人の治療が終わり、伊央は一息吐ついた。

「他に怪我をしている人はいない？　全員揃そろってるね」

「萩はぎ原わらと鳴なる美みちゃん以外はね」

　緋香里の返答に、伊央の心臓がドクンと高鳴った。彼は無事なのだろうか。萩原や鳴美に会いたい気持ちはあったが、会わずに安あん堵どしている自分もいる。

「やっぱり校庭は危ないみたいね。けっこう前に銃声も響いてたし」

　緋香里がブラインドの隙すき間まから外を見ている。しばらく銃声は聞こえない。危険を冒した金こん剛ごう真ま澄すみの放送が、ひと時の平穏を与えたのかもしれない。

「でも、ずっとこの場所にいるわけにはいかない」

　本ほん田だが冷水器で水を飲みながら言った。飲食禁止のこの図書室にはトイレはあるものの他に何もない。廊下を進むと自販機のある休きゆう憩けいスペースがあるが、そこはあまりにも無防備だ。また自販機もジュースの他はお菓子がある程度だろう。

　この図書室にいる三十人の食糧問題がネックだった。

「でも、他にいい場所があるのかな」

　緋香里が戻ってくる。夕方になったが図書室は最低限の灯あかりしかつけていない。人の気配を漏もらしてはいけなかった。廊下や窓は生徒たちが見張っており、いつでも伊央は動ける体勢を取っていた。図書館の時計は張り詰めた空気の中で針を進めている。

「校舎内には別のクラスもいると思う。むやみに動くのも危ないよ」

　怪我人を見ている女子生徒が言う。彼女たちを運びつつ移動せねばならないのだ。

「寄宿舎はどうかな」

　緋香里が言った。寄宿舎は金剛がいる場所だ。生徒会の癒いやしと呼ばれる彼女は、椎しい名な流る華かや高たか槻つき里さと美みのような美しい冷たさを持たないために、生徒たちから慕したわれている。彼女に頼るのも悪くないかもしれない。

「どうせ校舎の外に出るんなら街じゃないか？」

　本ほん田だが言ったのはショッピングモールのことだ。確かにそこなら物資の心配はない。だが、それ故ゆえに他の人間も集まりやすく、危険度も増すということだ。

「ねえ、伊い央おちゃんはどう思う？」

　スマホを操作する伊央に、緋ひ香か里りが聞いた。

「できるだけ動かない、っていうのが基本だと思う」

　理由は銃弾だ。この学校には約千発の銃弾が散らばっている。故に激しい交戦が行われるだろうが、徐々に発砲は沈静化してくるはずだ。理由は減少する弾丸の数だ。時間と共に弾丸が失われ戦いも減少する。

「通信はできないけど、レーダーは使えるみたいだし」

　スマホには沢たく山さんの光点が集中している。それは図書館で伊央が持つ弾丸だ。学校に来たことで通話などの機能は途絶えたが、レーダーと治療機能は回復していた。レーダーさえあれば、ある程度の危険予測はできる。

「弾丸を奪うばいにくるってことはないか？」本田が聞く。

「プレイヤーを襲って弾丸を奪うっていうのは非効率」

　使った以上の弾丸が手に入る保証はない。よって、やはり戦いは安定へと収束する。

「とにかくみんなで話し合おう」

　緋香里の呼びかけに生徒たちが集まる。

「今後のことを話し合う前に、まずお願いがあるの」

　伊央は生徒たちに視線を向けた。

「みんなが持っている弾丸をちょうだい」

　伊央の言葉に図書館に重い沈ちん黙もくが流れた。青ざめたまま誰も動けない。そんな空気の中で伊央はただ待った。

　最初に立ち上がった緋香里は、ポケットから弾丸を出すと伊央の手の平に置いた。それに追従するように女子生徒たちが伊央に弾丸を渡し、迷っていた男子たちも弾丸を手放した。

　伊央は集まった弾丸をテーブルの上に置き、ホルスターから銃を取り出す。シリンダーをスイングアウトし弾丸を一発ずつ装そう塡てんしていった。そんな行動を七組の生徒たちはただ見つめた。

　伊央は残りの弾丸をベルトのソケットに挟はさむと、小さく息を吐はいた。

「画面の向こうで教室の生活を客観視することができたの。上っ面つらだった、心の繫つながりはなかった。ってそう思った……」

　その言葉に、クラスメイトたちは下を向く。体を震わす生徒もいた。

「でも、こっちに戻ってきて気づいた」

　伊央は笑ってみせた。

「上っ面つらだった、とかそんな言葉にするには、あの生活は幸せすぎたって」

　温かい教室だったのだ。自分はそれに気づかず、大切な場所を消してしまうところだった。

「伊い央おちゃん」

　緋ひ香か里りが視線を落とした。

「だから、せめてこの場所で贖しよく罪ざいする。すべてを失うわけにはいかないから」

　そして銃を撃うって他人を殺してでも大切なものを守る。
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　時間帯が深夜に突入するまで学校の時は静かに進んだ。

　ほんの一発の銃声も響くこともなく、それはコロシアムに訪れたひと時の沈ちん黙もくだった。

「大丈夫、レーダーに反応はない」

　背後を歩く緋香里が言う。

　伊央は緋香里共に夜の校舎内を進んでいた。食糧事情を放っておけないために、まずは伊央だけが外に出ることになったのだ。ただしレーダーのフォローも必要なため、代表して緋香里がついてきた。

　レーダーの範囲は数メートルほどと狭く、索敵にはほとんど役に立たないことがわかった。コスチュームでの変化もほとんどない。レーダーに映った時にはすでに射撃が始まっているだろう範囲だ。では、なんのためにレーダー機能が残っているのか。

　廊下をしばらく歩くと、開けたスペースに出る。そこはシンプルなソファーが置いてある談話スペースだ。自動販売機が冷たい光を放っている。

「待ってて、少し買うから」

　緋香里は自販機のパネルにスマホを添えてスポーツドリンクを買う。ガタンとボトルが落ちる音にどきりとする。……大丈夫だ人影はない。

　自販機にはチョコレートもあったが数個買っただけで売り切れてしまった。他にもこの自販機を利用した生徒がいるのかもしれない。さらに伊央は自販機に目を通して安あん堵どする。

「どうしたの？」

　ナップザックに商品を入れていた緋香里が顔を上げた。

「なんでもないよ」

　弾丸が売っていなくてほっとしたとは言えなかった。

「これじゃ足りないかも」

　緋香里は売り切れたチョコレートを見て首を振る。お菓子程度では皆の空腹は満たせない。さらに緋香里は抱かかえた問題を口にする。

「デリカも無限にあるわけじゃないし。高額な治療費をワームに払ってる」

　これ以上怪け我が人を出せば、所持マネーが枯こ渇かつする可能性があった。

「でも、それは他のクラスも同じだと思う」

　校舎には伊い央おたち七組と同じように息を潜ひそめているクラスがあるだろう。彼らも闇やみ雲くもに交戦はしないはずだ。だが、どれほどの人数が校舎にいるのかわからない。寄宿舎やショッピングモールに避難した人数はどれほどか、混乱はしていないのか。……情報が少なすぎた。

　わからない、ということがこれほどに苦しいとは知らなかった。思えばあの旧コロシアムで精神を保てたのは、画面の向こう側から皆が情報を送ってくれていたからだ。たとえ善意だけでなかったとしても、マイナスではなかったのだ。

「戻る？」

「少しだけ様子を見たいの」

　もう少しだけ、ほんの少しだけでも情報を入れておきたい。たとえば金こん剛ごうのいる寄宿舎へと逃げるにしても、そのルートの安全は先に調べておく必要がある。

　伊央と緋ひ香か里りは慎重に階段を降りる。下のフロアに降り、緋香里が先に廊下を覗のぞく。

「見て、伊央ちゃん」

　緋香里に手招きされ見ると、廊下の先に机が積まれている。

「あれ、バリケードよね」

　他のクラスがいるのだ。そしてバリケードを築いて敵の侵入を阻そ止ししようとしている。封ふう鎖さされた廊下を見て恐ろしさを感じたが、あの防壁は攻撃の意思がないことを示している。攻撃的なプレイヤーがいた場合、壁など築かず息を潜めて銃を撃うつ機会を窺うかがうはずだ。

「どのクラスだろう」

　伊央は廊下を見つめた。廊下の一角をすべてバリケードで封鎖している。向こう側には非常口もないために行き止まりだ。

「二年四組から六組の教室があるエリアだけど」

　ということは、そのうちのどれか一つのクラスが逃げ込んでいる可能性が高い。四、五、六組のどれかである場合、三分の二の確率で銃を持っていない。二年四組と六組はワームを捨てたクラスだからだ。では銃弾はどうか。銃もないのに銃弾を大切に持っているだろうか。

「…………」

「どうしたの？」

　緋香里がいぶかしげな顔をした。

「ワームを動かそう」

「危険よ」

「情報を少しでも手に入れておきたいの」

　伊央はスマホを使ってワームを操縦した。バリケードの隙すき間まからワームを滑すべり込ませて動かす。ワームカメラの映像は使えなくなっているがレーダーは使える。ワームを中心に数メートルの弾丸を感知できる。

　暗がりの廊下をワームが音を立てずに進んでいく。

「お願い」

　緋ひ香か里りに操縦を任せ、伊い央おは銃を構える。ワームを奪うばわれてはならない。廊下に人が出てきた場合、バリケードを逆に利用して銃を撃うち、その間にワームを回収するしかない。

　レーダーに反応はない。レーダー範囲からして教室のすべてを調べることはできないが、今のところ銃弾はない。

「もうやめたほうが……」

　緋香里の息が乱れている。伊央はうなずきワームを戻す。再びバリケードに差しかかったとき、ワームが隙すき間まに挟はさまってしまった。ワームは脚を動かすがどこにも引っかからない。しかたなく伊央はワームに手を伸ばす。しかし届かない。

「……もう少し」

　ワームをつかんだ瞬しゆん間かん、バリケードの机がガタンと音を立てた。伊央と緋香里ははっと顔を見合わせ固まった。

　しばらく待ったが変化はない。伊央はワームを回収してバリケードから離れる。

「いないのかも」

　バリケードから距離を取ってから緋香里が言った。

「……いるよ」

　伊央は緋香里の手を引っ張り廊下を進む。扉の開く音が微かすかに聞こえたのだ。誰かがこちらの動きを窺うかがっている。触発してはいけない。静かに、ゆっくりとその場を離れる。

　階段へと戻り伊央は少しだけ迷った。

「戻らないの？」

「食堂に行こう。食料があるかもしれない」

　食堂はすべてオートで、食券を買うと温められたワンプレートランチが出てくるといったシステムだ。普段はアルバイトの生徒が装置を操作して食堂を稼働させている。スフィアシステムを採用するこの学校では、店員も客もすべてが生徒で賄まかなわれる。

「戻ったほうがいいと思うけど」

「もう少し。いつかは調べないといけないから」

　伊央は緋香里を促うながし、食堂のあるフロアへと移動する。非常灯だけの暗がりの中の移動がとてももどかしい。この校舎は伊央が住み慣れた場所ではない。銃という要素を持ち込んだだけで、こんなにも冷たい場所に変へん貌ぼうするのだ。

　通路を進んだ伊央は、はっと後ずさった。床に血が垂れているのかと思ったが、それはスプレーで書かれた『立ち入り禁止』の文字だった。

「行こう」

　ここで引き返すわけにはいかない。さらに廊下を進むと丁てい字じ路ろの一つが再びバリケードで封ふう鎖さされていた。食堂の出入り口が塞ふさがれている。

　机や棚で作ったバリケードは、針金やガムテープでしっかりと固定されていた。さらに食堂にあったのだろう串くしやフォークなどがつけられており、侵入者を威い嚇かくしている。食堂への入り口はいくつかあるが、すべてこうなっているのだろうか。だとしたら、食堂に立てこもった生徒たちは、他の生徒よりも早く動いたことになる。長期戦になることを予想して、素早く食堂を拠点としたのだ。

　これでは食堂に入れない。しかし、逆に言えば出られない。と、いきなり緋ひ香か里りが伊い央おの脇わき腹ばらを小突いた。

　──しまった。

　伊央はバリケード脇わきに置かれた観葉植物の陰に隠れた。レーダーだった。スマホの画面に光点が発生している。食堂に気を取られ注意が散漫になっていた。

　膝ひざをついて暗がりの廊下を見ると、人の影があった。壁に体をくっつけるようにしてこちらを窺うかがっている。銃を持っている。

「後ろに下がれる？」

　伊央は銃を構えながら緋香里に聞く。

「少し進んで廊下を折れたら、外づけの非常階段がある」

　緋香里が耳元で囁ささやく。

「少しずつ下がろう。絶対に当たらない」

　この暗がりでは照準も合わせられないはずだ。二人は床に伏せるようにして下がる。

「……ねえ」

　声が聞こえた。

「食堂を封鎖したの？」

「いいえ。入れない側よ」

　伊央は緋香里を逃がしながら返答した。

「ねえ、食堂は非交戦地帯にしない？」

　その申し出は意外だった。

「このままじゃ校舎の生徒だけで潰つぶし合いになる。せめて食べ物だけでも人間的な生活を」

「私もそう思う。でもこれじゃあ……」

　伊央は会話をしながらもしっかりと背後を調べた。会話に気を取られた隙すきに後ろから、というのはよくある戦術だ。

「中にいるのは三年生のクラス。銃持ち」

　緋香里が伊央の背中を軽く叩たたいた。逃走経路が確保されたようだ。

「非交戦地帯には賛成する。でも、食堂の解放での共闘はできない」

　伊い央おはそう言い通路に身を隠す。

「逃げよう」

　走りながら思う。聞いたことのある声だった。記憶にあるのは当然だろう。プレイヤー同士で旧コロシアムで密接なコミュニケーションを取ったのだ。そしてこの学校で目的を少しだけ変えつつ再び向き合っている。

　扉を開けて外に出ると湿った風が伊央のスカートをはためかせた。伊央は緋ひ香か里りにうなずき、非常階段を駆かけ上がる。銃を構えながら非常階段の最上部へと到達した。

「大丈夫」

　伊央は周囲に銃口を向けながら安全を確認した。緋香里が鉄柵の扉を開けて屋上へと入っていく。

「星が見えるね」

　緋香里が空を見上げて息を吐はいた。スマホを見ると、ちょうど午前零れい時を示したところだった。今朝この学校に戻ってきてからのとても長い一日が、やっと終わろうとしている。

　最初の一日で弾丸と共に悪意ある感情が出し尽つくされたことを祈ろうと思った。弾丸の減少と共に悪意も減少し、それを埋めるのが理性と言葉であってほしい。

　その時、伊央の耳が微かすかな羽音を捉とらえた。

　スマホを見て伊央は硬直する。

「伏せて！」

　緋香里に覆い被さるようにその場に転がる。そのまま銃を構えるが誰もいない。闇やみしかない。しかし伊央は混乱したまま狂ったように銃口を向けるべき対象を探す。しかしいない、見えない──

　こつんと音がして、コンクリートに何かが跳はねた。

「伊央ちゃん、これ」

　緋香里が空から落ちてきたそれを拾い上げた。彼女の手の平にあったのは弾丸だった。

　立ち上がり視線をさまよわせる。学校に光の粒が落ちていく。それは月明かりを反射した弾丸だった。

　すぐに気づく。それは今日撃うった弾丸なのだ。

　つまりこのコロシアムでも弾丸の総数は変化しない。

　──悪意は減らない。




　　　　　　　　　　＊




　萩はぎ原わら悠ゆう人との意識は夢と現実の狭はざ間まを揺ゆらめき、沈んでは浮かんでを繰り返していた。誰かを抱きしめているような感触があった。沈みそうになるたびにそれを必死でつかむ。

　混こん濁だくした意識は溶けたチョコレートのようだった。被弾した前まえ園ぞのマナ、発砲した桜さくら木ぎ環かん奈なの映像の断片はどろどろに溶けて渦うずを巻いていく。

　──貸しがあったのよ。

　金こん剛ごうの声が聞こえたような気がした。

　この学校に入学するする前から知ってたの。公園の隅っこのベンチにいつも独りで座ってた。誰が話しかけても反応しなかったけど、パンとかお菓子をあげているうちに、私には懐なつくようになったのよね。色々な悩みを抱かかえていたようだけど聞かなかった。この学校は私が勧めたのよ。あなたを傷つけるすべてのものから逃げられる場所だからって。私は先に行って待っていてあげるからって……。

　結局食べ物で釣ったのか。と、萩はぎ原わらは呆あきれた。少しだけ覚かく醒せいに向かい、次に気になったのは鳴なる美みと羽は留る奈なのことだった。

　鳴美ちゃんは無事よ。羽留奈ちゃんはいるじゃない、そこに……。

　もぞもぞと何かが動いた気がした。

　その後、萩原の意識は少しだけ沈み、暗くら闇やみを漂ってから再び覚醒していった。息苦しさと喉のどの渇かわきを感じて目を開けた。コンクリートの天井と壁が見えた。自分の部屋にいるのかと錯覚したが、違う。

「やっと気づいたのね」

　横を見ると金剛がいた。

　萩原はエアーマットの上に寝かされていた。かけられた毛布を取ると全身汗でびっしょりだった。ここは六畳ほどの何もない部屋だった。はっと気づいて腹を見ると、包帯が巻かれている。体が麻ま痺ひしているかのように重く、腹には鈍どん痛つうを感じる。

「ここは？」

「寄宿舎の空き部屋よ。倒れた君をここまで運んだの。大変だったんだから」

　金剛はにこりと笑った。

「あれから俺は……」

「ほぼ一日寝てたね。傷は横っ腹を切ったらしく、出血性のショックで気を失ったみたい。桜木環奈のワームで応急処置をしてここに連れてきたの。それほど深刻な傷じゃないみたいで、治療費も安く済んだ」

「……ずっといてくれたんですか？」

　夢と現実の狭はざ間まで、ずっと金剛の声を聞いていた気がした。

「こういう時ってさ、話しかけないと脳が死ぬだとかなんとか聞いたから」

「そうだ、環奈は？　あと前園……」

　前園マナが撃うたれたシーンがフラッシュバックして萩原は顔をしかめた。画面越しではなく現実に人が撃たれる瞬しゆん間かんを見てしまった。

「前まえ園ぞのマナは死んでないよ。撃うたれたまま逃げていったの」

　その後、金こん剛ごうたちは気を失った萩はぎ原わらの治療を校庭で行ったらしい。そして避難する場所を探し、金剛が選択したのは寄宿舎だった。

「混乱した校舎はまずいからね。そして体育館が隣接した部室棟も危険。ショッピングモールは遠い。となるとここしかなかったの。あの二人が心配してたのよ。君の体温がどんどん下がっていって死にそうって。だから服を脱いで温めてあげたりした」

　と、部屋の扉が開き羽は留る奈なが入ってきた。彼女は意識を取り戻した萩原を見て大きく息を吐はいた。金剛は「あとはよろしく」と、羽留奈の肩を叩たたいてから部屋を出ていった。

　視線をうろうろとさせていた羽留奈は、萩原に近づきペットボトルを差し出した。ボトルの水を飲むと、異様に冷たく感じる水が胃に下っていく。

「助かったよ」

「気にしないで」

　萩原は体を起こした。感覚が蘇よみがえってきたのか腹が痛んだ。

「鳴なる美みは？」

「寄宿舎でクラスメイトを探してる」

「桜さくら木ぎ環かん奈なは？」

「ここには来ていない」

　周囲の生徒たちには金剛と環奈に繫つながりがあったことは伏せられているようだ。校庭で前園マナと桜木環奈の交戦があり、その後、どうにかここに逃げてきた、と。

「ここにはプレイヤーがいないのか」

「だから安全だとは言ってる、けど」

　寄宿舎には防犯機能が多くあるため、襲われにくい場所ではある。また、環奈は寄宿舎前の雑ぞう木き林ばやしに身を潜ひそめ、好戦的なプレイヤーからこの場所を守っているとのことだった。しかし羽留奈の表情は優れない。

「寄宿舎エリアにいた人たちは、今はここに集まってる。金剛さんの放送を見て、集まったみたい。そして逃げてる人たちも受け入れてる」

「そっか」

　萩原は立ち上がった。ずきんと体に痛みが走ったがどうにか動ける。

「ここにいていいと思う？」

「わからない。でもしばらくは大丈夫だろう」

　寄宿舎には人が集まるホールなどがあるが、ほとんどが個人の部屋で構成されている。隠れ場所が沢たく山さんあるということだ。単独プレイヤーがここを襲うにしても労力がかかりすぎる。

　脇わきにたたんであった制服をぎこちない動作で着る。シャツを着ると羽留奈がボタンを留めてくれた。様子を見るために、萩原は羽留奈と共に部屋の外に出た。

「萩はぎ原わら君が寝ている間は銃声がほぼなかった」

「そうか、弾丸が減ったからか」

　羽は留る奈なは首を振る。聞くと深夜に弾丸が補給されたらしい。自動販売機ではなくランダムに敷地内に散らばっていたようだ。ラジコンヘリのドローンや建物内に配置された装置などを使って配られたらしい。

　撃うった弾丸が補給されたとして、交戦が減ったのは何な故ぜか。それは好戦的なプレイヤーが前まえ園ぞのマナのような一部の人間にとどまっているからではないのか。ということは好戦的なプレイヤーを排除すれば生徒たちは理知的な態度が取れるということだ。

　トイレなどを済まし、萩原は羽留奈と共にホールに出た。

「あ……」

　萩原は驚いた。ホールには五十人以上の生徒たちがいる。金こん剛ごうもウエイトレスとしてコーヒーを運んでいる。いつもと変わらない金剛の影響もありホールの雰ふん囲い気きは落ち着いていた。

　萩原は羽留奈と端のほうの席に座りホールの様子を窺うかがう。皆の話題は当然ながらコロシアムのことだ。

「金剛さんの言ったとおり、武器なき勝利があるはず」

「銃を置くべき」

　そんな声が聞こえた。やはり金剛の放送を見てここに集まってきたのだ。

「でも、抑止力も必要では？」

　そんな意見もちらほらと聞こえた。

「そんな考えが戦いに発展するの」

　議論に興じる彼らを見て思う。この場所の防備は大丈夫なのか。前園マナのようなプレイヤーが突入したらどうするのか。

「監視カメラで見張っているの」

　羽留奈が説明する。元から寄宿舎に配備されている監視カメラで、寄宿舎エリアを見張っているらしい。単独で突入しても、早い段階で見つければ逃げるのは可能だということだ。

「前園マナのことはどう処理された？」

　銃を否定した金剛は、結局銃で解決した。プレイヤーにプレイヤーをぶつけたのだ。

「あれは偶発的なことだと」

「なるほど」

　そう処理されたのだ。ここにいる生徒たちにとっては、金剛が桜さくら木ぎ環かん奈なを使って前園マナを排除したという事実は、受け入れたくないものなのかもしれない。

　萩原は桜木環奈のことを考えた。彼女が前園マナを撃うったのは、やはり金剛の意向だろう。萩原ではなく金剛を助けるために発砲した。そうするほどの特殊な関係が二人には存在しており、それを聴取で咲さ季きが知ったのだろう。

「私はコロシアムでも誰も撃うちたくなかった。だから銃を捨てたの」

　声に顔を上げると、一人の女子が立ち上がっていた。

「……二年四組の片かた桐ぎり美み鳥どり」

　羽は留る奈なが耳打ちする。片桐美鳥はプレイヤーだ。ただし序盤に銃を捨ててフリーとなった。

「そうよ、片桐さんは勇気を出して銃を捨てたの」

　萩はぎ原わらは気づいた。片桐美鳥を支持しているのは二年八組の生徒たちだ。二年八組とは旧コロシアムでプレイヤーが死亡したクラスであり、その影響からか羽留奈の二年一組と共に反戦キャンペーンを行っていた。二年八組は金こん剛ごうの放送を見てこの寄宿舎に来たのだ。

「でも、銃を捨てたからといっても、前まえ園ぞのマナのようなことがあったらどうする？」

「前園マナとも話し合えばわかり合えた」

　対話が過熱していく中、萩原は視線に気づいて顔を上げた。ホールに入ってきた鳴なる美みがほっとした様子で萩原に向かってくる。

「傷は平気？」

　次に鳴美は羽留奈に視線を向けた。

「羽留奈さん、ちょっと来てほしいところが」

　鳴美の深刻な顔を見て、萩原と羽留奈は立ち上がった。

　未だに議論が続くホールを抜けて、個室のあるエリアへと向かう。

「俺らのクラスメイトとかはいたか？」

「いなかった。私たちのクラスはね」

　一年七組はここに逃げてきていないようだ。

「でも、怪け我が人とかも運び込まれている」

　萩原のような怪我人を受け入れ、治療をしているようだ。

　鳴美は廊下を歩き、ある部屋の前で立ち止まった。扉を開けると鳴美はまず羽留奈に入るよう促うながした。羽留奈に続いて萩原も部屋に入る。先に入った羽留奈が立ち止まったのが見えた。

　部屋にはベッドが置かれ、そこに女子が寝かされている。顔の大半に包帯が巻かれており、誰だか判別できない。

「背中を撃たれてる。そして四階から飛び降りたって」鳴美が言う。

　羽留奈の凍りついたような表情を見て気づいた。彼女は羽留奈と同じく生き残りなのだ。

　羽留奈がベットの脇わきに膝ひざをついた。

　伊い奈な川かわの虐ぎやく殺さつから逃れることができた二年一組の生き残り。たぶん、唯ゆい一いつとなった羽留奈のクラスメイト……。
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　クラスメイトの空腹は限界に達していた。近場にあった自動販売機の食べ物の類たぐいはすぐに売り切れ、伊い央おは行動範囲を広げざるを得なかった。

　伊央は銃を構えて教室に突入した。視線を素早く動かし教室の死角を確認する。何かが動いた気がして照準を定める。わずかに窓が開いており、ふわりとカーテンが揺ゆれていた。

「大丈夫、誰もいない」

　安全確認を終えた伊央は声をかける。同時に教室に緋ひ香か里りと本ほん田だが入ってきた。伊央はそのまま教室の出口に立ち警戒する。そんな間に二人は教室の机や荷物をあさっていく。こうして三人で物資を補給しているのだ。

「急いで」

　窓を見ると日が沈みかけている。夜の行動は危険だった。

「めぼしいものがない」

　引き出しの中のものを机にぶちまけながら本田が吐はき捨てる。

「女の子の荷物のほうがいいと思うよ」

　緋香里は女子の鞄かばんを調べている。

「……ほら、ミント」

　ミントタブレットの箱を見つけ緋香里がにこりとした。

「やった、当たりだ」

　鞄を探さぐった本田がチョコレートの箱を見つけたようだ。さらにのど飴あめ、ガムなどを手に入れナップザックに詰め込んでいく。一方緋香里はデオドラントシートや制汗スプレーなどを集めていた。

「そろそろ出よう」

　伊央は警告した。ずっと同じ場所にいるのは危険だった。他にも同じように探索をしているグループがあるはずだ。ニアミスしてしまったらまずい。と、不意に足音がして身構える。それは微かすかな音であり姿も見えない。ここの階かわからないがどこかで動いている人間がいる。

「出るよ」

「待って、もうちょっと」

　緋香里が困ったように女子生徒の鞄を調べている。

「もういいんじゃないか」

　本田が呼びかけるが、緋香里はまだねばっている。

「緋香里ちゃん、行くよ」

　伊央は廊下に銃を向けながら急せかす。荷物をまとめた本田はすでに教室から出ている。

「早く」

「……あった」

　緋ひ香か里りが目当てのものを見つけてザックに押し込んだ。それは生理用品だった。

　三人は伊い央おを先頭に廊下を進む。レーダーを確認しながら階段を上がり、上のフロアに足を踏ふみ入れる。

「……糸が切れてる」

　廊下を調べた伊央は顔をしかめた。いったん探索したエリアには糸を張ったりシャープペンシルの芯を置いたりしている。糸が切れたり芯が折れたりしているのは、他に誰かがその場所を通ったということだ。

「しっ」

　伊央は緋香里と本ほん田だに合図し周囲を警戒する。あまり消極的な態度はまずい。逃げてばかりいれば一年七組の縄なわ張ばりはどんどん縮小する。行動範囲がなくなるということは危険度が増すということだ。

　伊央は床を這はうようにして折れたシャープペンシルの芯を探す。折れた芯をたどって廊下を進んでいくと……。伊央は教室の扉をがらりと開けて銃を向けた。

「動かないで」

　教室の中には荷物をあさる人影があった。

「待て、撃うつな」

　向こう側を向いたまま両手を上げたのは男子生徒だった。さらに銃口をさまよわせ仲間を探すが、他にはいない。彼だけだった。男子というだけで安あん堵どする。銃を持っていないということになるからだ。新たな銃は学校では配られず、旧コロシアムの銃も認証機能があるために持ち主以外には使えない。

「指示に従えば撃たない。むやみに発砲したくない」

　廊下を見張るよう本田に目で合図し、続ける。

「クラスは？」

「二年六組」

　彼は背を向けたまま答える。銃持ちの女子がいないフリーのクラスだ。

「あのバリケードのクラス？」

　廊下の一角に厳重なバリケードが作られていたことを思い出す。あれからも調べていたが、誰かが出入りしていた様子はなかった。

「緋香里ちゃん、持ち物を調べて」

　緋香里が彼の体を簡単に調べた後、持っていた鞄かばんを手に取る。鞄を開けて緋香里が顔をそむけた。中に入っていたのは腐りかけた弁当だった。

「取らないでくれ」

　振り返った彼を見て、緋ひ香か里りが後ずさった。げっそりとやつれている顔があった。

「動かないで」

　伊い央おは銃を突きつける。

「ずっと何も食べていない。みんな水しか飲んでない」

「私たちには関係ない。緋香里ちゃん、彼は弾丸を持ってる。奪うばって」

　レーダーには伊央のものでない光点があった。緋香里は彼のポケットから弾丸を奪った。

「そのままあなたはクラスに戻るのよ。抵抗したらこの弾丸で撃うつ」

「わかった。……荷物は？」

「渡せない」

　伊央の言動に緋香里が困った顔をした。

「これぐらい渡せば？　古い弁当箱と飴あめが数個ぐらいしか入ってない」

「駄だ目めよ。外に出て何かが手に入れば、もう一度となるから」

　伊央は鞄かばんを確認し、飴玉を回収してから鞄をそのままゴミ箱に放り投げた。そして背中に銃を突きつけたまま彼を二年六組のあのバリケードまで連れていく。

　見るとバリケードが一部崩されている。そこから出てきたようだ。

「出てきたのはあなただけ？」

「そうだ、俺が代表して食べ物を持ってくるって」

「次はない。次にあなたのクラスの顔を見たら、声をかける前に撃つ。そう伝えて」

　そう警告し、彼をバリケードの向こうに押し込んだ。バリケードのこちら側にはシャープペンシルの芯をばらまいておく。

「なあ月つき島しまさん……」

　やり取りを見ていた本ほん田だが困惑している。

「彼らは敵よ」

「でも、あのままだと餓が死しするってことも」

「隙すきを見せたら私たちは出血死よ」

　コロシアムではほんの少しの気の緩みが死に直結する。まして伊央だけでなく、七組の生徒たちの命がかかっているのだ。一いつ瞬しゆんたりとも油断してはならない。

　バリケードの向こうに渡った彼は、自みずからの教室の中に入っていく。扉は固く閉ざされた。彼らは再び出てくることはないだろう。情報がないという恐怖は際限なく膨ふくらむ。

　その後伊央たちは別のフロアに移動する。校舎を移動するうちに徐々に一年七組の縄なわ張ばりようなものができていた。また伊央たちが糸や芯などのトラップを設置するように、他のクラスも設置していた。

　トラップや警告などがある場所には、できるだけ立ち入らないようにした。まだ危険を冒して行動する時期ではない。今は物資よりも情報を手に入れるべき時期だ。

　こうして校舎を歩き回り、伊い央おは予測を立てていた。校舎エリアにいるクラスは十クラス前後だろう。すべてのクラスが同じ人数を維持しているとは限らないし、数人だけの集団もあるだろうが、たぶん百から二百人ぐらいの生徒が校舎で息を潜ひそめている。

　今のところ静かに時は進んでいるが、どこかが必ず動き出すだろう。その時、逃げるにしても戦うにしても有利な状況を取っておくべきだった。

　拠点に戻る前に、伊央たちは再び食堂へと足を延ばした。危険だが確認しておくべき場所だった。食堂を占拠しているのはおそらく三年生のクラス。銃を持ったプレイヤーがいる。

　三人は息を潜めて食堂へと進む。しかし食堂への通路はやはり封ふう鎖さされている。バリケードが厳重すぎる。これではバリケードをどかそうにも、その瞬しゆん間かんを狙ねらい撃うちされてしまう。ではどうしたらいいか……。

「スティンガー」

　声に伊央は銃を抜いた。緋ひ香か里りと本ほん田だを廊下に伏せさせる。廊下に人影があった。

「伊い奈な川かわさん？」

「ええ」

　華きや奢しやな体のラインは伊奈川玲れい菓かだった。

「食堂を調べにきたの？」

「はい」

　伊央と伊奈川は距離を置いて対話する。伊奈川がどこを拠点にしているかわからないが、校舎内で数回ニアミスしたことがあった。その時は交戦は起こらず、短い会話をしただけだった。

「やっぱり食堂は非交戦地帯にするべきだと思う」

「可能ならば私もそう思います」

「ありがとう」伊奈川は笑ったようだ。「協力して食堂を解放する、ってすでに話がついているの」

「他のプレイヤーと意思疎そ通つうをしたんですか？」

「そうよ。たとえ敵でも目的が同じならば共闘できる。あのコロシアムでもそうだった。この場所でも同じく」

「方法は？」

「対話よ。食堂へのルートは四つあるけど、すべてがこのように封鎖されてる。でも、あちらが持っている銃は一つだけ。だから同時にバリケードを壊せばいいのではと」

「それはいつです」

「今からなのよ」

　伊奈川は銃を抜くと天井に向かって放った。狭い廊下に銃声が反響する。

「下がって」

　いきなりの銃声に、伊央は緋香里と本田を下がらせる。

　伊い奈な川かわは平然とこちらに向かって歩いてくる。身構えた伊い央おだが、彼女の目標はこちらではなかった。バリケードの前に立つと乱暴に蹴けり飛ばす。さらに他の場所からも破壊音が響く。伊奈川の銃声が合図だったのだ。

　バリケードを破壊していた伊奈川は、身をひるがえして廊下に隠れる。同時に響いたのは銃声だった。それは食堂からの反撃だ。

　伊奈川は三発の銃声を聞いた後、身を乗り出して反撃した。暗がりに向かって照準も定めずに発砲する。廊下に身を伏せていた緋ひ香か里りが悲鳴を上げる。一気に一帯が混乱した。

「ロープを引きなさい」

　伊奈川が顎あごをしゃくった。見ると伊央側にロープが延びている。その先はバリケードに結ばれている。伊央は一いつ瞬しゆんだけためらったがロープを引く。ロープは重かったが、本ほん田だが一いつ緒しよに引っ張るとガクンとバリケードが崩れた。

　崩れたバリケードの間に伊奈川が身を滑すべり込ませる。そのまま食堂方向へ走る足音が聞こえた。

「緋香里ちゃんたちは戻って。今すぐ」

「伊央ちゃんは？」

「私は様子を見に行く」

「なあ、危なすぎるだろ」

「危険だけど逃げるわけにはいかないの。だから早く」

　伊央は緋香里と本田を階段へと押す。

「わかった、気をつけて」

　緋香里はうなずき、躊ちゆう躇ちよする本田を引っ張り階段へと走った。それを見届けた伊央は廊下をユーターンし戦線に戻る。

　崩れたバリケード抜けると、激しい銃声に耳が痺しびれた。廊下から食堂の窓へ伊奈川が発砲している。どこを狙ねらうわけでもなく、ただ食堂の中に弾丸を撃うち込んでいた。他のプレイヤーも食堂に向かって発砲しているのか銃声が続く。

「待って、撃つのをやめて！」

　食堂の中から声が聞こえた。

　声で銃声が途切れる。一瞬だけ間を置いて伊奈川がもう一発だけ発砲した。

「やめてくれ！　降参する」

「抵抗しない」

　食堂を占拠していたクラスの声だった。

「明かりをつけて。全部じゃなくて半分ほど」

　伊奈川が食堂へ声をかける。そんな状況でも伊央への警戒を怠おこたっていない。

　しばらくして食堂に明かりが灯ともった。

「これからは対話よ。食堂に入るなら銃をホルスターにしまって」

　伊い奈な川かわが伊い央おに視線をやった。伊央はためらいながらもホルスターに銃を収めた。それを見た伊奈川は、銃に弾丸を込めてからホルスターにしまう。

「……乱暴な対話ですね」

「対話にも前戯が必要でしょ。ちょっと激しかったけど」

　伊奈川は平然と言い、割れた窓から食堂に入っていく。伊央も続いて中に入り顔をしかめた。食堂は凄せい惨さんな状況だった。数人被弾したのか倒れている生徒がおり、その血を必死で止める生徒がいる。そのほかの生徒は机の下で膝ひざを抱かかえてうずくまって震えている。

「豪勢ね」

　机の上には湯気の立つ食事が置かれている。コンソメやポタージュと血の臭いが混じって空間に漂っている。しばらくすると他の出入り口から女子生徒が入ってくる。それらは食堂解放に協調したプレイヤーたちだった。伊央と伊奈川以外に……三人。

「話し合いましょう。こうして銃をホルスターにしまえば対話できる。平和的に解決できる」

「これが平和的ですって？」

　伊奈川を睨にらみつけた女子は、被弾した女子生徒の肩口を押さえている。その被弾者はプレイヤーだった。ワイヤーで繫つながった銃は床に転がっている。

「世界は動いている。あなたたちがこの食堂を占拠したことに、そこまで攻撃的な理由はなかったかもしれない。でも、他の場所に逃げ込んだ生徒たちは飢うえて追い詰められた。あなたたちは、いずれ銃弾は減っていき争いが縮小すると考えたのかもしれない。でも銃弾は補給された。閉じこもっていたあなたたちは気づかなかったけど」

　このような狭いエリアにおいても、世界から取り残される、ということがあるのだ。

「だから私たちは、できるだけ平和的に解決するため行動を起こした。先延ばしにするとさらなる衝突、飢える人間が出て被害が大きくなるから」

　伊奈川は共闘したプレイヤーたちに視線を向ける。

「私たちは敵かもしれない。でもしばらくは協調できると思わない？　ここで敵対するよりもひと時の協調を選択したほうが利得が大きいと思う。あなたたちはラストナンバー、つまりクラスでの生き残りを目指している。その場合、一番の障害はこの校舎にいる存在ではないでしょ」

　被弾した生徒の苦痛の呻うめきが聞こえる中、伊奈川は平然と意見を述べている。

「あなたたちの最大の障害は──セレクションよ」

　プレイヤーたちは視線を合わせる。

　確かにそうだ。状況はわからないが、他のプレイヤーたちが組んだとしたら、それは最大の勢力となる。この校舎で戦い疲ひ弊へいしていけば生き残りの確率は減少する。

「だから、せめてこの場所だけでも停戦するの」

　たぶん伊奈川の意見は正しかった。が、伊央はほんの少しの違和感を持った。

　何な故ぜ、伊い奈な川かわは私たちではなく、あなたたちと言ったのか。

「賛成なら食べましょう。ねえ、コーヒーを淹いれて」

　伊奈川は机の下で震える生徒に言った。
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　食堂を開放してから二日が経った。

　あれから学校では一発の銃声も聞こえない。状況が安定したのか、それとも嵐の前の静けさなのかはわからない。ただ、風船に空気は注入され続けていることは確かだった。いつかは必ず破裂する。

　伊い央おは未だに会えないクラスメイトのことを考えていた。鳴なる美みと萩はぎ原わらはどこにいるのか。二人は無事なのか。どこか安全な場所を見つけただろうか。私たちのように平然と食事をしているだろうか……。

『空き容器はゴミ箱へ、銃はホルスターへ』

　食堂の壁には、スプレーでそう殴なぐり書きされていた。

　伊央は温められたチキンライスを口に運びながら回想した。かつて自分はこの食堂に来ることを恐れていた。一人で食事をしたくない、いや、一人で食事をしている姿を見られたくない。今から思えば、なんてくだらないことで悩んでいたのだろう。教室で昼ご飯を食べる時でも、どんな会話をすればいいか、食べ終わるタイミングは合わせて……。些さ細さいすぎることだ。

　伊央はチキンライスのコショウでむせ、小さくくしゃみをした。

「……なあ月つき島しまさん」

　声に我に返る。伊央は丸テーブルに三人で座っていた。メンバーは緋ひ香か里りと本ほん田だだ。緋香里はエビピラフ、本田の前にはホットドッグが手をつけられずに置いてある。

「なあに、本田君」

　伊央は紙ナプキンで口を拭ぬぐった。

「こんな状況で食べてて、本当にいいのか？」

　声を殺した本田が、一いつ瞬しゆんだけ周囲に視線をやる。

　食堂は重々しい空気に包まれていた。広く感じられる食堂には伊央以外のグループもいた。他のグループも数人組で、食べ物を口に押し込みながら、周りを気にしていない振りをしている。しかし、意識のほとんどが食事に向かっていないことは察知できる。

　確認したところ、席は四つ埋まっている。それぞれ距離を取る四つのグループは銃を持つプレイヤーとそのクラスメイトの数人だ。休戦協定が張られたため、こうして普通に食堂に来るようになったのだ。

「本田君、それを食べて。怯おびえているところを見せたらつけ込まれる」

「でも……」

「撃うち合いになることはないよ。この距離じゃ当たらないだろうし、いきなり撃つほど頭の悪い人たちじゃない」

　ちらりと他を確認する。他のテーブルも顔を向けずに視線を動かしているのが見える。奥の席には伊い奈な川かわの姿もある。彼女は一人だ。

「ていうかさ、食べ物だけ持って帰ったほうがいいんじゃないか」

「面子メンツがあるから」

「ヤクザみたい」

　くすっと緋ひ香か里りが笑った。

「でも、慌あわてて逃げ帰ったら一年七組は下に見られるし、これも交流かも。リスクを冒しても距離を確認する必要があるから」

「こんな危ない場所と状況で？」

「もともと食堂は戦場よ。私たち七組の女子たちも最初は食堂に行ったのだけど、後で先輩から難癖つけられた。窓際の席に陣取っちゃったんだけど、そこって三年生の場所だったのよね。そんなことに気づかず、今年の一年は大らかだって、嫌いや味みを言われて」

「そんなルールあるのか？　俺たちもたまに行くけど自由に座ってたような気がする」

「基本的に女子だけのルールだから。教えられなくても気づくべきだった」

　何気ない会話を聞いて伊い央おの鼓こ動どうは早まった。そんな光景を思い出したのだ。まだ七組になって間もない頃、女子たちでこの食堂に来たことがあった。……私じゃなかっただろうか、トレイを窓際の席に置いてしまったのは。不自然にすぽっと空いているテーブルに皆を誘導した光景が浮かんだ。

　伊央は必死で呼吸を整える。コロシアムに晒さらされ鈍どん感かんになっていたと思っていた。しかし日常の思い出には、まだ血と神経が通っている。

「あの……」

　顔を上げると、テーブルの横に下着姿の女子が立っていた。彼女は温められたレトルト食品を積み上げたトレイを持っている。本ほん田だはそんな彼女から視線を逸そらした。

「とりあえず二十人分、温め終わりました」

「ありがとう。じゃあもう半分をお願いね。あと、コーヒーを十人分を忘れないで。うちのクラスにカフェイン中毒者が何人かいるから」

　緋香里は平然と三年生に言った。下着姿の三年女子は、この食堂を占拠していたクラスの生徒だった。休戦協定を結ぶ際、そのクラスの男子は空き部屋に押し込め、女子は服を脱がすことを条件に、女子は男子の世話係とウエイトレスをやることになったのだ。

　──盾があったほうが安心でしょ。との伊奈川の発案だった。

「あれもいいのか？　モラル的に許されるのか」

　販売機エリアに戻る彼女の後姿に視線をやり、本ほん田だが呟つぶやいた。

「私たちにとっても、彼女にとってもいいと思う」

　伊い央おは答えた。銃を持ったプレイヤーが動き回るよりも、こうしてウエイトレスに任せるほうが安全だ。それに彼女は、こうして従順さを示せばしばらく生き残ることができる。

「絶対に、下へ手たな気遣いをしてはいけない。女の子は立場を受け入れ順応することができるけど、男の子のそれは傷つくのよ」

　緋ひ香か里りに釘くぎを刺された本田は、溜ため息いき交じりにホットドッグを頰ほお張ばる。

「今にも爆発しそうな空気の中じゃ、うまくないな」

　そんな言葉を聞きながら思う。爆発するとしたらどこが発火点になるのだろうか。あまりに情報が少なすぎた。少しずつ慎重に行動範囲を広げてこの程度だ。校舎全域、いやショッピングモールや寄宿舎などの情報を調べるには、どれほどのリスクと労力が必要となるか。

　学校がコロシアムとなって三日が経った。他の生徒たちはこの状況をどう受け止めているのか。他の場所はどうなっているのか。そして彼は……。

　伊央の視界の端で、伊い奈な川かわが顔を上げたのが見えた。伊央もその視線を追い、目を見開く。食堂に取りつけられたビジョンが変化していた。先ほどまではイルカが大おお海うな原ばらを泳ぐスクリーンセーバーが流れていたが、現在はチカチカ明滅するセットアップ状態になっている。この状態の画面をつい最近見たことがあった。

「有線放送がある」

　本田と緋香里もビジョンを向く。食堂のプレイヤーたちも気づいたようだ。

　またロゴスを利用した有線放送が始まるのだ。放送をできる人間は限られている。つまり、再び金こん剛ごう真ま澄すみが──

　しかし画面に映ったのは金剛ではなかった。

『これより、生徒会の権限を発動してのライブ集会を行います』

　生徒会会長の椎しい名な流る華かだった。

「動かずに会長のメッセージを聞きましょう」

　伊奈川が言った。立ち上がりかけた伊央はその言葉に従う。他のプレイヤーも座ったままその画面を見つめている。

『こちらはショッピングモールポイントです』

　椎名流華はショッピングモールにいたのだ。この過か酷こくな三日間を過ごしたとは思えないほど、彼女は日常のままだった。少しの乱れもない、すべてが制御された生徒会長だ。

『私は一方的にメッセージを流すのではなく、対話を行いたいのです。ですから、近くにロゴスポイントがある方の参加をお待ちしております』

　そう言って椎名流華は口を閉じた。

　椎名流華のショットを見て一いつ瞬しゆんだけコロシアムであることを忘れてしまう。彼女は生徒会長として二度も失敗したはずだ。一回目は美み莉り亜あを死なせてしまったミス。次はクラスメイトでもあるプレイヤーの高たか槻つき里さと美みを失ったこと。

　失墜した彼女はショッピングモールに落ち延びたのだろうか。だとしたら、何な故ぜ再びこうして表舞台に出ようとしているのか。対話を求めているは真実なのか……。

「校舎のポイントは？」

　伊い奈な川かわが誰ともなく聞く。

「Ａ館の四階にスタジオが」

　そばにいたウエイトレスが答える。

「スタジオ周辺は近寄れない。好戦的なクラスが拠点にしている。ここにも来ていないクラス」

　プレイヤーの一人が口を挟はさむ。

「せっかく会長が呼びかけてくれてるんだから応じるべきじゃないか」

　本ほん田だが、囁ささやくように伊央と緋香里に言う。

「スタジオに行くにはリスクがありすぎるし、誰が校舎エリアの代表になるのか、という問題もあるし」

　伊央は画面を凝視しながら返答する。

『私の声が届いたのなら待っています』

　金こん剛ごうの時と同じ状況だった。あの時応じたポイントは、ほぼなかったと言っていい。

『私たちは対話をする必要に迫られています。学校に侵入した不審者たちの問題を解決せねばなりません』

　と、画面が二分割された。そのもう片方の画面に映り込んだのは──

『不審者じゃありません』

「雪ゆき村むら琴こと音ね」

　伊央は息を吞のむ。一年五組の雪村琴音というプレイヤーだ。そして彼女のスタジオポイントは校舎だった。一年五組がスタジオ近くを拠点にしているのだ。

『私たちは不審者ではなくプレイヤーです。そして、会長を含むすべての生徒がプレイヤーとなった事実をお忘れなく』
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「椎しい名な流る華かは街、校舎ポイントからは雪村琴音、一年五組」

　羽は留る奈なが耳打ちする。萩はぎ原わらは寄宿舎のスタジオに駆かけ込んでいた。

「大丈夫？」

　肩を貸していた鳴なる美みが、そっと萩原を椅い子すに座らせる。

　椎名流華の放送に気づいたのか、スタジオホールに人が集まり始めている。

「まさか椎しい名な流る華かが放送するとは」

　意外だった。彼女がショッピングモールにいることは理解できる。コロシアムを制御できなくなり、彼女は安全な場所へ落ち延びたのだ。しかし、どうして再び表舞台に出ようと考えたのか。

「こっちのスタジオも準備できた」

　羽は留る奈なが寄宿舎スタジオの準備を整えた。まだ決まったわけではないが、呼びかけに応じるとしたら当然、金こん剛ごうとなるだろう。

「先手を取られたな」

　萩はぎ原わらは舌打ちした。本当ならこの放送は金剛が始め、主導権を持って進めるべきだった。しかし、各エリアの状況を落ち着かせるための時間が必要であること、そして何よりこの寄宿舎での意見がずれ始めていたのだ。

　意見は二分されており、ある程度の武力を持ってエリアを防衛するとの意見と、少しの武力を持ち込んでも駄だ目めだとの意見に分かれていた。そして、徐々に武力放棄の意見が強さを増してきていた。ここしばらく銃声が途絶えている、という事実も後押ししたようだ。

『椎名流華さん、私たちはあなたたち生徒会主導の下もと画面の向こうで戦いました。そしてそのゲームはこちら側に移りました。しかし生徒会はその事実から目を逸そらし、私たちを学校に侵入した異物扱いしています』

　琴こと音ねの口調には怒いかりが含まれていた。

『私が異物扱いをしているのは銃です』

　画面ではすでに対話が行われている。

「アップして」

　萩原は羽留奈に囁ささやく。言われた羽留奈はパソコンに取り込んだ画面をズームアップする。すると赤く汚れた琴音のブラウスが確認できた。

「血だ」

　一年五組のプレイヤーはすでに交戦しているようだ。ということは、琴音たちはクラスでの生き残りを狙ねらっているのか。

『私はこの学校の生徒会長として、すべてのプレイヤーに銃を捨てるよう警告します。銃は平和的な話し合いを邪じや魔まする異物です』

　流華の言動に少しだけ琴音がたじろいだのがわかった。

『私たちが銃を捨てることはありません』

　寄宿舎スタジオがざわっとした。画面が三割され、女子生徒が映り込む。

　萩原は思わず目を細めた。画面の光量は変わらないが妙みように眩まぶしく感じてしまう。映ったのは五十嵐いがらし渚なぎさ。五月の乙女と称された雰ふん囲い気きは画面越しにも伝わってくる。

「体育館ポイント」

　羽は留る奈なが耳打ちした。やはり彼女は体育館にいたのだ。

『これは私たちに課せられた試練です。私は銃を所持したプレイヤーとして役目を果たし、その難題に打ち勝つべき行動します。そのプロセスにおいて、銃はゲームに勝ち抜く意思を持った人間を助ける道具となり得ます』

　渚なぎさは他の銃持ちプレイヤーと連携しているはずだ。現時点において最大の武力を持った集団となる。今後の学校の運命が彼女の動向にかかっているとしたら、この対話は重要だ。

「あれはまだか」

「もうすぐ来るよ。誰か呼びに行ったし」

　鳴なる美みも焦じれているが、視線は画面の渚に釘くぎづけだ。このままでは渚に主導権を取られてしまう。彼女はコロシアムという場に完全に適応している。

『今のこの学校はコロシアムです。私たちはその事実を受け入れ行動しています。それはコロシアムが画面の向こうだった時から変わらない』

『論点がずれていない？』

　画面が四分割されたと同時に声が飛び込んできた。それを見て羽留奈が目を丸くする。

　映ったのは黒くろ川かわ咲さ季きだった。ポイントは部室棟だ。

『私たちは友達同士傷つけ合うことをやめよう、と、話し合っているんじゃなかったかな』

　咲季も対話に入ることを決断したのだ。あまり表舞台に出てこなかった彼女だが、他に人材がいなかったのかもしれない。

『私も友人を傷つけたくないよ、咲季ちゃん』

『じゃあ、なんで人質を取って体育館に立てこもっているの？　銃を持ったプレイヤーで徒党を組んで占拠してる』

『ただ私たちはゲームに勝ち抜く意思を持った人間を集めているだけ』

『ゲームを勝ち抜く過程で、殺すということ？』

　ビジョンに視線を向ける生徒たちが絶句している。やはりこの寄宿舎エリアの生徒たちは、はっきりと現実を認識していなかった。金こん剛ごう真ま澄すみというフィルターに遮さえぎられ、ただこの場で待機していただけだ。

『必要があるのならば』

　そう言い切った渚はビジョン越しにこちらを見た。

『私たちはゲームに勝つ。選ばれた三十人を集める決意をしたの。だからその選ばれし人間だと思った人は──こっちに来て』

　渚はセレクションでのゴールを目指しているのだ。そしてパブリックビュー越しにメッセージを送っている。

『あなたはこっちに来ないの？　向こう側で一いつ緒しよに協力した仲間じゃない』

　渚が誰に言っているのか一いつ瞬しゆんわからなかった。しかしすぐに琴こと音ねが反応する。

『私はクラスメイトを裏切れません』

　琴こと音ねはっきりと意思表示した。一年五組はラストナンバーでのゲームクリアーを目指すと。いや一年五組だけではない。他にも同じ立場のクラスはあるはずだ。プレイヤーと合流できたクラスはどこにいるだろうか。やはり校舎の教室で合流したのか。だとしたら校舎は一気に危険区域となる。そして萩はぎ原わらのクラスの七組はどうしているか。うまく逃げられたか、伊い央おと合流したか、それとも銃弾で……。

　萩原は頭を振った。今ここで考えても仕方のないことだ。それにしても、と思う。やはりプレイヤーたちと生徒たちには思考のずれがある。プレイヤーたちはすでに旧コロシアムで決断していたのだ。その思考スピードに学校の生徒たちはついていけていない。

『私も学校の友人を裏切ることができない』

　言ったのは咲さ季きだった。咲季の視線は鋭するどい。

『私の友人や後輩たちを傷つけるのならば、それを止める。そして攻撃的な人間を排除した後に、話し合う。人間的に議論と対話をして解決策を模索する。だから、私の考えに賛同する人間は力を貸してほしい。銃を持っているプレイヤーも歓迎する』

『ゲームそのものとの対決ということ？』

『ええそうよ』渚なぎさの問いに咲季がうなずく。『学校の生徒すべてが助かるルートがあるとしたらそれだもの。コロシアムを壊すしかない』

　咲季の提示はゲームの主催者との対決ともいえる。

『そんなことが可能だと思う？』渚がさらに聞く。

『たとえばアンチ・コンピューター・メソッドという戦略があるの。それはできるだけ積極的に動かず、選択肢を増やすというやり方。ゴールに一直線に向かわず多くの乱数を残す。つまり、銃を撃うたずに生徒を死なせない、という行動だけでもコロシアム攻略の一つになるし、人間的であると思わない？』

　それが本心であるかはわからないが、咲季は自みずからの考えを述べた。コロシアムとの対決は唯ゆい一いつ生徒たちすべてが協力できるルートだ。しかしリスクも大きいだろう。

『それはコロシアムというコンテンツの正しい内実プロパテイから目を逸そらしている』

　渚が答え、少しだけ間が空いた。

『私も銃を許容しません』椎しい名な流る華かが言った。『私は生徒会長として銃弾から生徒たちを守りたい。ですからどうか凶弾からここまで逃げてきてください。街へのルートは封ふう鎖さし不審者の侵入を防ぎます』

『戦ってでも？』と渚。

『はい。不審者が侵入を試みるならば反撃します』

　流華はショッピングモールエリアを避難区域にするつもりなのだ。

　四分割された画面で対話が進んでいる。このままでいいのか。学校の生徒として、この寄宿舎エリアからの意見を出さずにいいのか。

　その時スタジオの生徒たちが立ち上がった。生徒に連れられ金こん剛ごうが入ってきたのだ。

「金剛さん、早く」

　皆がスタジオに誘導する中、金剛は画面を見つめ、躊ちゆう躇ちよした。

「先輩、用意はできていますよ」

　不穏な雰ふん囲い気きを察した萩はぎ原わらも、金剛を促うながす。だが、金剛はじっと画面を見つめたままだ。

「私は参加しない」

　金剛の意外な言葉に皆は驚いた。

「……生徒会長も参加している」

　金剛は言葉を選びながら続ける。

「生徒会という枠組みから二人が出るのは危険。それに私は副会長。椎しい名な流る華かと並んだ……向かい合った時点で格づけがされてしまうというか」

　なんだか歯切れが悪かった。

「とにかく、寄宿舎エリアも対話に参加するのならば、私以外から選ぶべき。あなたたちはずっと話し合ってたでしょ。そろそろ結論は出ているはず」

　金剛はそう言い、スタジオホールを歩き、萩原の隣の椅い子すに座った。

　萩原は無言で彼女を窺うかがう。金剛はどういうつもりだ……。

　ざわついたホールの中で視線が絡み合い、その視線を集めていたのは一人の女子生徒だった。彼女がスタジオへと進み出る。

　二年四組、片かた桐ぎり美み鳥どりだった。

　銃を捨てたフリーの生徒。そして四組の生徒と徒党を組むことなくこの寄宿舎に一人逃れてきた。その後、二年八組というプレイヤーを失ったクラスの生徒に、反戦の象徴として祭り上げられた存在だった。

　片桐美鳥は羽は留る奈なに誘導され、緊張した面おも持もちでポイントに入る。

　彼女が代表ということはやはりコロシアム否定ということになるか。序盤の寄宿舎では銃でなくとも武器を作って寄宿舎の防衛を固めようとの意見が出ていた。しかし、最初の金剛の放送で武力放棄を訴えたこと、それによって平和志向の生徒が集まってきたことにより、攻撃的な意見は急速に崩れていった。

「いいんですか」

　金剛に耳打ちすると、彼女は小さく息を吐はく。

「メンバーが、まずかった」

「始まります。３、２、１……」

　羽留奈がカウントし、画面が五分割された。

　これによって、主要なポイントが繫つながったことになる。

『二年四組、片かた桐ぎり美み鳥どり。寄宿舎ポイントです』

　硬い表情で彼女が頭を下げた。声は震えていた。

　五番目の参加者を確認して、対話は一時中断される。彼女の意思表示を待っている。

『……私たちは戦いません』

　ホールに安あん堵どしたような空気が流れる。その答えを待っていたかのようだ。

『私たちはどんな状況でも友人を傷つけることをしません。いっさいの暴力を否定します』

　スタジオに拍手が響いた。彼らも暴力を否定している。武力を放棄し殺人ゲームの部外者となった。

　戦闘放棄

　羽は留る奈ながパソコンにそう打ち込んでいるのが見えた。シンプルな校内マップの寄宿舎エリアに行動方針を記入している。羽留奈は淡たん々たんと情報収集を進めている。

　これで生徒たちは強引に分けられたことになる。セレクションを選択した渚なぎさは仲間を募つのり体育館に立てこもっている。その隣の部室棟では咲さ季きたちがそれを牽けん制せいする。校舎にはクラスメイトと合流したプレイヤーの集団がいて、ショッピングモールはプレイヤーたちを排除した避難区域になっている。そしてこの場所は戦闘放棄の意思表示をした。

『どれだけ机に花を並べるつもりですか。教室に増える空席は私たちの罪です。ですから──まずは銃を置きなさい』

　スタジオの拍手に後押しを受けて、片桐美鳥は毅き然ぜんとした声を出す。声質も表情も悪くなかった。他の四人に後おくれを取っていない。

『銃弾を放てば撃うち返すことになります。銃を撃つプレイヤーにも非があり、身を守るため撃ち返す人間も間違っています』

　その意見は他の四人を否定していた。

『報復のエコーから抜け出すためには、完全なる武力の放棄が必要です。どんな大義を掲げようとも戦いは暴力です。どんなに正論を込めた弾丸でも人を撃ち抜きます。弾丸には善い弾丸も悪い弾丸もありません』

　萩はぎ原わらは息を吞のむ。必死の表情で訴える彼女の言葉は、思った以上に突き刺さる。

『報復のエコーから抜け出すと言いますが、あなたは報復をしないのですか？』

　椎しい名な流る華かから質問がきた。

『たとえ血を流したとしても、攻撃的な感情を減らす道を選びます』

『片桐さんが銃を捨てたのは、結果論では？　旧コロシアムでワームを捨てたことに、それほどの理念があったとは思えません』

　雪ゆき村むら琴こと音ねが聞く。片桐美鳥が集中砲火を浴びているような気がする。理想を掲げ、他の四人を否定したのがまずかったのだろうか。金こん剛ごうを出しておけば、そのキャラクターで少しは牽けん制せいできたのだろうか。

『たとえ結果論であっても、私は銃を一発も撃うっていません。私たちがやるべきことは銃弾の交換でなく対話です。話し合い、争いの原因を取り除くことが、今やるべきことです』

『原因なんてあるの？』

　発言者は咲さ季きだった。

『歴史上で原因のわかっている戦争なんて一つだけ。──トロイ戦争しかない』

　木馬に兵を潜ひそませトロイを破壊したというトロイ戦争。その原因は一人の美女だった。

『身を守るために武装する。そんな行動も戦争の一因ですよ。確かに部室には武器もありますし人材も豊富でしょう。やる気になれば銃を持たなくとも大きな武力を獲得することができます。その巨大な武力で安定を取り戻そうとお考えのようですが、黒くろ川かわ咲季さんはその巨大な虎とらから降りる術すべを知っているのですか？』

　咲季は小さくうなずいただけで反論はしなかった。

「なかなかうまいな」

　萩はぎ原わらは小さく呟つぶやく。思った以上に片かた桐ぎり美み鳥どりは弁が立つようだ。

「誘導されているかもよ」

　金こん剛ごうの表情は優れない。

「だけどこれだけ非武装を掲げれば、攻撃されない可能性もありますね。大規模な交戦が起こっても、ここだけ安全地帯になる可能性があります」

「ということは戦略として理想を掲げているの？　だとしたら迂う遠えんすぎて戦略としては重すぎる。高度すぎる戦略は十徳ナイフのように重くて持ち歩けもしない」

『他に参加するポイントはないようですね』

　椎しい名な流る華かが、ふと議論を中断した。

『それでは私たちが集めた情報を提出します』

　流華は生徒会がまだ機能しているかのような口調だった。

『学校の外に出てはいけません、すでに敷地の外において死者が出ています。ゲームフィールドの外に出るのは違反行為ということです』

　流華は続ける。

『校庭は危険ですので、できるだけ出ないほうがいいでしょう。無差別殺さつ戮りくを行った前まえ園ぞのマナ、そして彼女と交戦した桜さくら木ぎ環かん奈なさんが周辺に潜ひそんでいるとのことです』

　その情報もすでにつかんでいるようだ。

『それでも、皆さんのいるエリアが危険になった場合、避難を受け入れるエリアがあります。まず私たちのショッピングモール。条件つきであり銃を持ったプレイヤーは不可となります。銃の持ち込みは禁止です。また、寄宿舎エリアも受け入れありですね』

『はい。怪け我が人も受け入れています』

　片桐美鳥が少しだけ表情を緩めた。この中で一番方針が似ているのはショッピングモールエリアの椎しい名な流る華かだろう。流華の基本路線は武力放棄だ。

『怪け我が人の確認をしたいのですが、二年一組の紺こん野の真ま奈な美みさんを保護していますか？　校舎から転落し重傷を負ったとの情報が入っています』

　羽は留る奈なが反応した。クラスメイトの紺野真奈美は確かにここで保護している。

『ええと……』

　美み鳥どりがその情報を確認しようと周囲を見た時、彼女のマイクが落ちて音声が途切れた。

「萩はぎ原わら君」

　羽留奈に言われ、萩原は美鳥に走り寄って急いでピンマイクをつけ直す。

「紺野真奈美はこのエリアで保護してますよ」

　萩原はそう耳打ちして、離れた。

『失礼しました。紺野真奈美さんですが、はい、こちらで治療しています』

『ありがとうございます』

　生徒会長としての流華は、この状況で生徒の心配をしているのだろうか。

「まずい」

　席に戻った時、顔をしかめていたのは金こん剛ごうだった。

「え？」

「流華の口角がほんの少しだけ上がった。癖なのよね」

　美鳥が何かをミスした、ということか。しかし何を……。

『危険地帯はまず校舎内です。最後に銃声があったのもそのエリアからでした。危険なので近づかないようにしてください』

　流華の発言に雪ゆき村むら琴こと音ねは反応しない。

『また部室棟と体育館は最大の危険地帯となっています。大量の銃と、巨大な虎とらが向かい合っている一触即発のエリアです』

　流華は片かた桐ぎり美鳥の表現を使った。

『五十嵐いがらし渚なぎささん。銃を置くことを考えていませんか？　事実上、このコロシアムにおいて強大な力を持っているのはあなたたちプレイヤーの集団です』

『私たちはか弱い集団よ。だから画面の向こうに追いやられた。そして戻ってきても受け入れてくれないが故ゆえに身を寄せ合っている。私たちは怯おびえているからこそ銃を離さない』

　渚が微ほほ笑えんだ。言葉でどう取り繕おうと、このゲームのイニシアチブを握っているのは渚の集団だ。彼女はプレイヤーを集めてセレクションでのゲームクリアを狙ねらっている。学校の今後は彼女の動きで大きく変わる。

『それでは最後に生徒会からの言葉です』

　椎名流華は議論を終えようとしていた。結論が出ることはないと察したのか、それとも流華の目的は達したというのか。しかし、この放送はロックを解除した椎名流華に放送時間の決定権がある。

『現在生徒会は機能しておりません』

　流る華かは言った。

『すでにこの学校は学校でありません。画面の向こうにあったはずのコロシアムとなったのです。皆さんはその新しいルールに殉じゆんじ行動しなければなりません。ルールは生き残ること、そしてフィールドは学校。自みずからを守るのは生徒会でも外からの指示でもありません、自分自身です……』

　椎しい名な流華が生徒たちに向けて発言している。

『また、生徒会が管理していた生徒在籍表があります。調べた結果このページは閲覧できました。パスコードを解除しましたので、皆さんはご自由にそのページを見てください』

　生徒在籍表とはなんだ？　萩はぎ原わらは羽は留る奈なに指示しそのページを検索させる。

『時には強引な手法を取った私たち生徒会ですが、すべてはみんなのためでした。この隔離された学校の中で私は厳格なルールを作りたかった、そして明るい未来に誘導したかった。ですが、そのルールは崩壊しました。申し訳ありません』

　流華は深々と頭を下げた。

　流華を見て思った。彼女の行動を支えてきたのは生徒会長としてのプライドだったのかもしれない。だからこそこの状況下でも椎名流華というキャラクターを保った。

『……ここに生徒会の解散を宣言します』

　流華はそう締めくくった。

　画面が消えた。放送が終わったのだ。

　明るい未来に誘導したかった。そんな言葉が心に残る。しかしそれを伝えた画面は真っ暗だった。──それが俺たちの未来ということか？

「どうしたの、羽留奈さん」

　鳴なる美みの声に我に返る。パソコン画面を覗のぞき込む羽留奈が震えている。

　画面には椎名流華が言った、生徒在籍表が表示されていた。表示されているのは現段階で学校の生徒である人間。つまり死んだ人間は消えている。退学ということになったのだ。

　そして……。

　さらに今後のキーとなるだろう重要な情報がそこには記載されていた。
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「萩原、どこに？」

　走る萩原を鳴美が追ってくる。

「屋上に行く」

　萩はぎ原わらは羽は留る奈なの肩を借りながら寄宿舎の階段を上る。外階段を駆かけ上がり、ガーデンスペースとなっている屋上に出ると、そこから校庭の遠景が見えた。

「……人がいる」

　鳴なる美みが校庭にスマホを向けている。カメラのズームアップ機能を使っているようだ。画面を覗のぞき込むと、体育館の外で銃を構えるプレイヤーたちの姿が確認できた。

「でも、ずっとあんな感じだった。体育館の外を警戒しているっていうか」

「対話が終わって動くはずだ。必ず動く。さっきの議論で集団とエリアがはっきりとした。でも、動かざるを得ない集団がいる」

　鳴美はぽかんとしている。

「それより私たちもクラスと合流しないと。みんなはどこにいるのか……」

「校舎じゃないか？」

「でも、あんな撃うち合いのあった場所よ」

「いや、伊い央おと合流できた場合だけど、建物の中が安全だと判断するだろ」

　銃声が響く校庭に出ていくとは思えない。無防備に移動するよりも校舎のどこかの部屋に立てこもる、といった判断をしただろう。伊央がいるのだ。立てこもるだけの武力も持っている。

「伊央が体育館ってことは？」

　体育館にいるとしたら、伊央はクラスを裏切る選択をしたことになる。

「そんなことはあり得ない」

　萩原の語尾は擦かすれた。日常でずっと疎そ外がい感を持っていた彼女は本当にクラスメイトを助けようとするだろうか。ゲームに勝ち残るという選択だけするならば、渚なぎさのセレクションに加入する確率が高い。が、それでもあの時、画面越しに差し出された彼女の手を信じたい。

「動いた」

　スマホのズームで確認していた羽留奈が気づいた。

　体育館から出てくる人の姿があった。動いたのは渚のグループだ。

「どういうこと？」

　鳴美が振り向く。

「場所が悪すぎるってことだ」

　集団とエリア。はっきりとミスマッチである場所が渚の占拠した体育館だ。体育館は三階建てになっており、バスケコートや弓道場、柔道場やプールなどが設置されている。広さは充分だが問題がある。

「咲季さんがはっきりと戦うことを宣言してる。となるとあの場所はまずい」

　体育館の出入り口は小さい。封ふう鎖さは銃を持っていなくても成功する可能性がある。

「じゃあ、部室棟に行こうとしているの？」

　鳴美が青ざめた。大規模な戦いが起こることを恐れているのだ。

「それはない」

　戦うと宣言したのは咲さ季きのファインプレーだった。周囲よりもほんの少しだけ早く動き、周囲の生徒たちの意思統一をした。たとえば部室棟を襲うにしても、銃はそれほど万能ではない。すでに血と死体を見た生徒たちの精神は臨界点だ。物陰からの反撃を受け、渚なぎさたちが甚じん大だいなダメージを受ける可能性がある。

「五十嵐いがらし渚たちの戦略は持久戦だ」

　最大の武力を持ったグループの取る戦略はそれだ。精神的にイニシアチブを取りながら、少しずつ周囲のグループを崩壊させていく。ゆっくりでいいのだ。

「でも、体育館では持久戦は無理なんだ」

　それは食糧事情だ。基本的に体育館は飲食禁止となっている。もちろん水はいいが、それ以外は許されず、自動販売機もそれほど置いていない。つまり渚は動かざるを得ない。

「出てきてる。人質も」

　羽は留る奈なの持つスマホを覗のぞくと出入り口から出てくる集団が見えた。混乱している様子はない。無意味に銃を撃うたないと渚が宣言しているのだろう。

「多いな」

　体育館からは続々と人質が出てくる。人質たちは盾だ。奇襲を防ぐために銃を持ったプレイヤーを囲ませているのだ。

「部室のほうからも！」

　鳴なる美みが叫さけぶ。咲季たちも動いたようだ。渚たちを牽けん制せいするために、盾になる机や棚などを置いてバリケードを作っている。

　萩はぎ原わらはごくりと唾を飲み込んだ。交戦はないと感じつつも、ちょっとしたきっかけで争いが起こる可能性がある。一気に戦場と化す場合もあるのだ。

「ああ……」

　羽留奈の呻うめきが聞こえた。クラスメイトが殺さつ戮りくされたあのトラウマが蘇よみがえったようだ。

「落ち着け」

　萩原は羽留奈からスマホを奪うばい、きつく抱きしめてやった。

「接触しない」

　スマホの画面には、部室と逆方向に動く集団が映っていた。そして前まえ園ぞのマナや桜さくら木ぎ環かん奈なが潜ひそんでいるとされる校庭にも向かわない。集団はゆっくりと並木道を移動している。

「どこに行くの？　校舎、それともショッピングモール？」

「もういい、戻ろう」

　萩原は鳴美に言い、羽留奈を肩に担かつぐ。

「どこに行くの？」

　走り出した萩原を鳴美が追いかける。

「ここから離脱する」

　慌あわただしく動いた部室棟周辺をよそに、寄宿舎は平穏を保っていた。スタジオ横のホールには五十人ほどの生徒たちが集まっており、その中心にいたのは金こん剛ごうだった。

「大丈夫、こちらが何もしなければ撃うたれることはないから」

　そんな金剛の声が聞こえた。

「やりたいやつで戦わしてればいいんだよ」

「殺し合いなんてできない」

　そんな言葉が飛び交っている。

「鳴なる美み、ちょっと持ってて」

　萩はぎ原わらは鳴美に羽は留る奈なを預け、その集団に近づいた。

「みんな聞いてくれ。今から移動する。この場所は危険だ」

　萩原の言葉に、場が一いつ瞬しゆんで静まり返った。

「……何言ってるの？　外は危ないじゃん」

　女子が応え、さらに続けざまに萩原を非難する声が飛ぶ。

「逃げるってどこにいくんだよ」

「危険ってなんだよ！」

　怒号が飛び、背後にいた鳴美が後ずさる。

「ここには銃を持っているプレイヤーは？」

　ここで引き下がるわけにはいかない、と、萩原は続ける。

「いなかったら、武器になるものを早く集めるんだ」

「やめて！」立ち上がった女子が萩原を睨にらみつける。「私たちは戦わない。くだらないゲームなんてしないの」

「でも、現に死者が……あっ」

　説得しようとした鳴美が突き飛ばされた。

「くだらないゲームなんてうんざり！」

　彼らはこの状況においても現実と向き合っていない。金剛真ま澄すみという光の中に居座り、デスゲームの闇やみを見ようとはしない。

「いいか、この学校で過半数の銃を持ったグループはここに来る。五十嵐いがらし渚なぎさたちはこの場所を襲ってくる」

　萩原ははっきりと言った。体育館から出た渚が欲しがっているのは拠点だ。それも多人数の安全を確保できる場所。体育館や校庭では無理だ。先ほど見た時、部室棟の集団との戦闘も避けていた。

「そんなことはないわ」

　金剛がすっと立ち上がった。

「だって、私たちは戦いを放棄した。それをはっきりと言ったの。つまりこの場所は非交戦地帯ということ」

　金こん剛ごうの言葉に周囲がうなずく。現実逃避だった。都合の悪い情報を受け入れなかった人間の末路だ。

「こう思わない？　武力を持った国と武力を持たない国。好戦的な国があったとしたら、どっちを攻撃するか。もちろん脅きよう威いとなる武力を持った国でしょ」

「じゃあ、五十嵐いがらし渚なぎさたちはここには来ないと」

「うん」

「わかりました。じゃあ俺たちだけ逃げます」

　金剛はそんな萩はぎ原わらの手を強く握り、耳打ちした。

「駄だ目めよ。私たちはチームメイトって言ったでしょ。いつでも一いつ緒しよに行動するのよ」

「でも渚たちは来ます。理由があるんです」

「わかってる。だからこの問題を解決して」

　金剛は自分を囲む生徒たちに視線を投げた。

「さっきの放送で方針は決まっただろ。大げさにするな」

　周囲にいた生徒たちが口々に罵ののしりの声を上げる。さらに胸ぐらをつかまれ、萩原と鳴なる美みはもみくちゃになった。

「待って！」

　金剛が制したが、ホールはヒートアップしたままだ。

「落ち着いて。私たちは戦わない。そう言ったはずなのに、個人の暴力はいいの？　違うでしょ。話は聞くべきだし、あなたたちは少し下がって」

　金剛が萩原たちから生徒を引きはがした。そして下がらせる。それは金剛自身が作った格かつ好こうの隙すきだった。萩原は急いで自みずからの体を探さぐるが何もない。スマホでは駄目だ。ポケットにあったスプレー缶を見て顔をしかめる。だがこれしかない。

「動くな！」

　萩原の行動にホールが凍りつく。

「萩原？」

　その行動に鳴美も啞あ然ぜんとしている。萩原は金剛を羽は交がい絞じめにし、頭にスプレー缶を突きつけていた。

「落ち着いて萩原君、みんなもそのまま」

　金剛も抵抗することなく、きょとんとしている。

　周囲の困惑した視線は萩原の持つスプレー缶に集まっている。本来ならもっとアピールできる武器が必要な場面だったが、これで強引にやるしかない。

「動くなよ、動くとこのスプレーを頭にかける」

「ん、ん？」

　金こん剛ごうは状況が吞のみ込めていない。

「俺たちの行動を邪じや魔ますれば、この脱毛スプレーを頭にかける」

　はっと羽は留る奈なが顔をしかめた。これは羽留奈のバスルームにあったスプレーなのだ。すぐに金剛が悲鳴を上げた。

「萩はぎ原わら君、待って、待って！」

「動くな、下がれ馬ば鹿か！」

　萩原は怒号を上げる。

「動かないで、下がって、触発しちゃ駄だ目め！」

　金剛が立ち上がりかけた生徒を制す。

　だが、生徒たちはにじり寄ってくる。脱毛スプレーはあまりにアピール度が低い。

「ひと吹きでダイヤモンドの価値が下がるぞ」

「そんなの気にしない！」

　生徒たちははっきりと意思表示した。

「私たちは金剛さんの髪に惹ひかれているんじゃない。平和な優しい心なの！」

　声に押されて萩原は後ずさる。

「スプレーをかけたら殺すわよ、萩原」

　そのどすの利いた声に視線をさまよわせたが、誰もいない。

「殺す、絶対に殺す」

　萩原の視線が合ったのは、羽は交がい絞じめにしていた金剛その人だった。

「胸のポケットからブラシを取って」

「え？」

「早くしろ馬鹿」

　金剛に言われ、萩原は彼女の胸に差してあったヘアブラシを取る。

「彼女に手渡して」

　萩原が鳴なる美みにブラシを手渡そうと視線を外した時だった。その隙すきを窺うかがっていた男子生徒が萩原にタックルをする。

「しまった！」

　馬鹿みたいに金剛の意のままに動いてしまった。

「きゃあああ！」

　金剛は大げさに悲鳴を上げて鳴美にぶつかるようによろめく。タックルを食らった萩原が床に転がった時、さらに悲鳴が響いた。

「下がって！　本物のナイフよ！」

　金剛の声だった。床に倒れた萩原の視界に、ナイフを持つ鳴美と叫さけぶ金剛が映った。いつの間にナイフを……。

「下がって、動かないで！」

　今度こそホールが凍りついた。金こん剛ごうの首に鈍にぶく光るナイフの刃はが突きつけられている。

「馬ば鹿か、下がれ！　危ない」

　驚いた萩はぎ原わらは啞あ然ぜんとする生徒たちを下がらせる。鳴なる美みはいつの間にナイフを持ったのだ。いや、それ以前に金剛を傷つけたら本末転倒ではないか。

　と、何かおかしいことに気づく。どこか戸惑っている鳴なる美みをよそに、金剛の演技は過剰だった。まるで鳴美の手を取って自分の首にナイフを突きつけているような……。

　床に転がるものがあった。手に取ると、それはヘアブラシの先の部分だった。視線を戻すと、鳴美が握る妙みような形状のナイフが見えた。……ブラシ型の隠しナイフだったのだ。

「伏せて、みんな伏せるの！」

　金剛の叫さけびに、生徒たちは従う。

「開けろ」

　萩原がぼんやりしていると、金剛が鋭するどい視線を向けた。

「後ろの扉を開けろ」

　萩原はただ金剛の指示どおりに扉を開ける。

「タイミングを合わせて逃げるわよ」

　金剛がちらりと壁際の消火器に視線を向けたので、萩原はうなずく。

「行くわ！」

　金剛の声と共に、萩原は消火器の安全ピンを外してノズルを握る。ホースが蛇へびのようにのたうち白色の煙を吐はき出す。それをホールに投げ込み、萩原たちは扉の外に出る。

「走る！」

　バタンと扉を閉めた金剛は、先頭を切って廊下を走り出す。

「俺らも行こう」

　萩原はへたり込んでいる羽は留る奈なの手を引き、鳴美を促うながし金剛を追いかける。

　金剛は異様な速さで廊下を走ると、今度は階段を駆かけ降りる。

「どういうこと？　なんで逃げてるの？」

　混乱しながら鳴美が走っている。

「逃げるのは当然だ。ここはきっと占拠される」

「そんなこと、わからないような」

「わかる」

　占領するなら無抵抗な間抜けがいる土地だ、とは言わない。しかし渚たちがここを襲う理由はある。寄宿舎エリアは椎しい名な流る華かにはめられたのだ。生いけ贄にえとして差し出された。

　金剛を追い階段を駆け降りる。共同玄関に走り込んだ時、銃声が響き渡った。

「ああ、遅かった」

　金こん剛ごうが頭上を仰あおぐ。

「お、遅かったって、なんです」

　腹の傷を気にしながら走った萩はぎ原わらは、やっと金剛に追いついた。

「あんた馬ば鹿か？　渚なぎさたちが来るに決まってるじゃん」

「い、いや、先輩は絶対に来ないって……」

「来ないわけないでしょ。私が渚だったら、ここを襲撃してパズルのピースを確保する」

　パズルのピース。

　それは二年一組の紺こん野の真ま奈な美みだ。現在重傷で治療を受けている羽は留る奈なのクラスメイト。そして二年一組の生き残りの二人のうちの一人……。

　椎しい名な流る華かが公開した生徒在籍表だった。それはリアルタイムの生徒の名簿が表示される。つまり死んだ生徒が消えていく。その表で目立ったのは二年一組だった。伊い奈な川かわの虐ぎやく殺さつを受けた二年一組は、すでに生き残りが二人だった。

　その急展開は渚でさえも予想だにしなかったことだろう。そして考える。あと二人が殺されてしまえばセレクションは崩壊する。別のナンバー三十人が必要であり、一人欠けてもならないからだ。

　その時点で二年一組の二人は、このゲームにおける重要なキーパーソンとなった。

「じゃあなんであんなことを言ってたんです」

「しょうがないでしょ。そういうキャラだったし、そうしないとあの馬鹿たちをまとめられない。さっきも逃げようとしたけど、みんなに囲まれて無理だった──あんた」

　金剛はすっと鳴なる美みを指さした。

「そんな顔しないで。勝手にあんたたち女子がイメージ作ってがっかりするんじゃない」

「は、はい、ごめんなさい」

　鳴美はただうなずいた。その時、外から声が聞こえた。

『寄宿舎の生徒に告ぐ。その場から動かないでください。抵抗しなければ攻撃しません。その場に待機してください』

　それは放送委員長の声だった。携帯スピーカーでこちらに呼びかけている。銃声は威い嚇かく発砲だったようだ。

『すでに寄宿舎エリアは包囲しています。抵抗や逃走するものは──撃うちます』

　彼女の声は混乱した空間でもよく聞こえる。校庭へと逃げるためには開けた中庭を通り抜ける必要がある。反対側は無理だ。細い道しかなく包囲が本当なら銃の射線に入ってしまう。

「俺は撃たない、と思う」

　萩原は金剛たちに向き直った。

「大人数をこの場所に維持するメリットはないと言っていい。銃器も持たない一般の生徒はスルーするはず。そしてもう一つ。すでに俺は一回撃うたれている。人生で二回も撃たれる人間なんてそんないない。確率的にも」

「そんな願望で走り抜けるの？　それよりも従ったほうが」

　鳴なる美みは首を振った。

「従ったらいつかは殺される」萩はぎ原わらは彼女の言葉を遮さえぎる。「あいつらはゲームに乗ると言った。今後はゲームに沿った行動を取る」

「そんなのわからない」

「甘えた考えを捨てろ。しばらくは殺されないかもしれない。だけど、俺か鳴美のどちらかは殺される。絶対にそうだ」

「絶対って……」

「あいつらのゴールは別のナンバー一人ずつのセレクションだ。あの放送委員長のように役に立つなら俺か鳴美のどちらかを生かしてくれるかもしれない。でも殺される。必ずどちらかは殺される。そして羽は留る奈なは奪うばわれて厳重に確保されるだろう」

　このグループではベストな選択をし続けても残ざん酷こくな結末が見えている。

「じゃあ金こん剛ごうさんは……」

　鳴美の視線に金剛は首を振った。

「駄だ目めだから逃げようとしているのよ。私は渚なぎさと同じクラスなのよ」

　バラとダイヤモンドは同じクラスに存在した。教室では同時に二人が輝くことができたのだろうが、このゲームでは違う。どちらかの光が消えることになる。

「それに私は捕まったら逃げられない。ずっと道具として利用され、終盤に殺される」

　金剛は手の平を見せた。スタジオを使用するには、生徒会の会長か副会長の静脈認証が必要だ。同じく一部の部屋や災害用コンテナの開閉やシステム利用などでも静脈認証が必要とされる。つまり彼女の手の平を手に入れることで、学校内の生活を有利に進められるのだ。

「だから私たちはチームメイトということ。お互いの安全のために協調する利得がある」

「走れる？」

　羽留奈が心配げに萩原を向く。

「走る必要はないわ。普通に歩けばいいの」

　金剛が平然と外へと向かう。萩原たちは戸惑ったが金剛に続く。

「焦あせらないで。絶対に慌あわてちゃ駄目」

　金剛はにこりと笑ってみせた。萩原はふらつく羽留奈の手を握り誘導する。

　中庭に出ると、すでに人影があった。人質らしき数人と銃を構える女子の姿がある。しかし金剛は平然と中庭に出ていく。ドクンと萩原の心臓が高鳴った。

　銃を構える女子生徒がこちらを向く。──見つかった。

「ご苦労様」

　金こん剛ごうは平然と笑いかけると、そのまま歩く。

「え？」

　きょとんとした表情で彼女は固まったままだ。

「中庭を抜けたら少しだけ急ぐわよ」金剛が耳打ちし、鳴なる美みに視線をやる。「鳴美ちゃんはもっと表情を柔らかく」

「あの、ちょっと止まってください」

　銃を構えたまま女子生徒が近寄ってくる。一年生のプレイヤーだ。

「やめなさい！」

　金剛が毅き然ぜんとした声を出した。

「私に銃を向けないで」

　金剛の声と表情に彼女が後ずさった。

「行きましょう」と、そのまま金剛は歩き出す。金剛の行動は少しだけ周囲より早かった。萩はぎ原わらのように交戦してでも逃げようというわけでもなく、思考停止で建物に留とどまるわけでもない。ほんの少しだけ早く動き、他の人間の隙すきを突いている。

　そんな時だった。背後が騒さわがしくなった。

　振り向くと玄関に生徒たちが走ってくるのが見えた。体を真っ白に染めた彼らは、金剛を追ってきた生徒たちだ。

「金剛さん！」

　彼らは中庭の金剛を見つけて金切り声を上げる。

「走って」

　金剛が走り出す。萩原たちも続く。

「止まって、止まりなさい！」

　異変に気づいたプレイヤーたちが中庭に雪崩なだれ込んできた。一人が空に向けて銃を放つ。轟ごう音おんに羽は留る奈ながよろめき、萩原は体を抱き支える。

「止まらないで、走るのよ」

　四人は必死で走る。轟音に振り返ると、玄関に殺到する生徒に発砲した光景があった。さらにその銃口はこちらに向けられる。

「止まれ！」

　萩原たちは制止を振り切り必死に走る。銃声が響き目の前の木の幹がバシッと弾はじけ飛んだ。動どう揺ようした羽留奈がずさっと地面を滑すべるように転んだ。

「羽留奈！」

　萩原はすぐに羽留奈を助け起こすが、そんな隙すきに中庭の出口は封ふう鎖さされてしまう。銃を構えたまま女子がこちらに寄ってくる。それでも金剛は逃亡を諦あきらめてはいなかった。

「いい、強引にいくわよ。できる？」

　金こん剛ごうは鳴なる美みに何か話しかけ、彼女が反応するのを待たずにいきなり声を上げた。

「助けて、撃うたないで！」

　その甲かん高だかい声は一いつ瞬しゆんだけプレイヤーを躊ちゆう躇ちよさせた。

「助けて、助けてちょうだい！」

　金剛は両手を上げたままプレイヤーに近づいていく。そんな金剛に注意が逸それた瞬しゆん間かん、鳴美が動いていた。

「動くな！」

　金剛に隠れるようにして近づいた鳴美が、銃を構えたプレイヤーの首筋にナイフを突きつけた。「ああっ」と声を上げて銃を落としたのは一年三組のプレイヤー、原はら田だ美み砂さだった。北きた野ののクラスの彼女も渚なぎさグループに編入されていたのだ。

「出口を開けなさい」

　拾い上げた銃を構えて金剛が出口を封ふう鎖さするプレイヤーたちに叫さけぶ。認識機能があるために銃は撃てないが、一瞬思考停止に陥おちいったプレイヤーたちはそれに気づけない。

「下がりなさい、この子は本気よ、刺すつもりよ」

　金剛が中庭出口に向かっていく。

「美砂ちゃん動かないで。間違いが起こるかもしれない」

　画面蒼そう白はくの鳴美は必死でナイフを握っている。

「ああ、くそ……」

　萩はぎ原わらは腹を押さえながら動く。激しい動きをしたために再び腹の傷が開いてしまった。この傷を治療するには、もう一度ワームが必要だ。そしてその金を払ってくれる集団も必要となる。その条件を満たす集団に避難せねばならないが、それはどこだ？　逃げる距離を考こう慮りよしても現実的なのはショッピングモールだ。流る華かは銃を持たない生徒を受け入れると宣言していた。

　萩原は移動しながら中庭の観葉植物に手を伸ばす。観賞用唐とう辛がら子しをちぎり、それをかじって意識を必死で保つ。

　金剛の怒号に圧おされてプレイヤーたちが道を開けてしまう。萩原は羽は留る奈なに支えられながら必死に走る。四人はついに寄宿舎から並木道へと出た。

「あっ……」

　金剛が舌打ちをした。萩原も絶望的な気分になった。寄宿舎からショッピングモールへの道は塞ふさがれていた。体育館で作ったのだろう、盾のようなものを置き、即席のバリケードを築いて道を封鎖している。

　背後は寄宿舎だ。戻るわけにはいかない。だとしたら校庭か？　しかし校庭に行ってどうするのか。今度こそ逃げ場が絶たれる。

　銃声が響き、バシッと何かが割れた。

　並木の外灯が砕くだけたのだ。パラパラと砕けたガラスが落ちてくる。

「動かないで」

　銃を構えていたのは五十嵐いがらし渚なぎさだった。

「地面にキスをしなさい」

　萩はぎ原わらたちは固まった。驚いたのはあの距離から簡単に当てたことだ。

「人質たちは中庭へ。Ａチームは紺こん野の真ま奈な美みを探して」

　渚は銃を向けたまま、他のプレイヤーに指示を出している。やはり紺野真奈美を確保しに来たのだ。

「たぶん当たらない。だから走り抜ける。そして校庭で環かん奈なと合流する」

　金こん剛ごうが言った。

「いえ弾たまは当たりますよ。それに校庭に逃げてどうします？　格かつ好こうの射撃練習になるだけです」

　萩原は首を振り、羽は留る奈なを向いた。

「ギャンブルで逃げるにしても、俺と金剛さんだけにしたほうがいい。このメンバーの中で確実に生き残れる人間がいる。──羽留奈、五十嵐渚の下もとへ行け」

　その言葉に羽留奈が硬直する。

「二年一組の生き残りは二人だけだ。ただしもう一人は重傷者。羽留奈のほうが価値が高い。セレクションに受け入れられる」

「ゲームに参加する意思はないから」

　萩原は、首を振った羽留奈の髪を乱暴につかんだ。

「いいか、まずは助かることを考えろ。そして鳴なる美み。お前も行くんだ。たぶんあの集団には七組の人間はいない。だから羽留奈と一いつ緒しよに行けば受け入れられる」

「無理よ」

　鳴美は原はら田だ美み砂さの首にナイフを突きつけたまま首を振る。

「私は七組を裏切らない」

「そうよ。私たちはチームと言ったでしょ」

　金剛の物言いに、萩原の頭に血がのぼった。

「じゃあどうします？　このチームは欠陥品だ。セレクションに入れず手の平を利用される男おとこ女おんなと、クラスのほとんどが死んでセレクションしか生きる道がない女。そして俺と鳴美は同じクラスで、このメンバーで生き残るとしたらどちらかが死に、二人とも生き残る道を選ぶなら、金剛さんと羽留奈を捨てることになる」

「ちょっと待って、私のことなんて言った？」

　金剛が萩原に詰め寄る。

「そもそもあんたが対話に参加するべきだった。他に任せたから、二年一組の生き残りがいるという情報が流出したんだ」

「さっきはなんて言ったのよ！」

「俺は参加しなかった理由を知っている。くだらないことだ。椎しい名な流る華かや咲さ季きさん、五十嵐いがらし渚なぎさと同じ画面に映りたくなかった。それだけの理由で寄宿舎の人間たちを危険に晒さらした」

「どういうこと？」

　鳴なる美みが眉まゆ根ねを寄せる。

「生徒会でも椎名流華や高たか槻つき里さと美みとは決して並ばなかった。そんな綺き麗れいな女子と並ぶとわかるからだ。だから基本的に男の隣にいる。肌やパーツのサイズがさすがに違うからな」

　萩はぎ原わらに指を突きつけられた金こん剛ごうは、世の中の絶望をすべて背負った表情になったかと思うと、いきなり大声を上げて泣き始めた。それは絶ぜつ叫きようだった。

　そんな様子を見て、さすがのプレイヤーたちも戸惑っている。

　金剛が泣きわめく横で、萩原は羽は留る奈なに横っ面つらを引っ叩ぱたかれた。

「あなたはひどい。いつも女の子を乱暴に扱う」

「行けよ羽留奈」

「行けるわけない。クラスメイトはいなくなって、咲季さんにも捨てられた。私に残っているのは少ない……」

「それでも行け」

　萩原は羽留奈の胸を突く。

「乱暴に触さわらないで」羽留奈は胸を手で押さえうつむく。「乱暴に全身を触られた。あなたにはほとんど……心以外は触られた」

　羽留奈は泣いていた。

「やめて！」

　鳴美も目に涙をためていた。

「なんでこんな状況で喧けん嘩かしてるの？　馬ば鹿かじゃない？」

　鳴美がこちらを向いた時、渚が銃口を向けるのが見えた。銃口の先は──金剛だ。渚はこの混乱にまぎれて金剛を殺そうとしている。今後セレクションを目指すにあたって、金剛は邪じや魔まなのだ。

　だが、響いた銃声は思った場所とは違った。

「え？」

　渚が振り返る。銃声は渚たちのバリケードの後方からだった。何者かが乱入したのだ。

「今よ！」

　いきなり泣きやんだ金剛が走り出す。向かった先は校庭だ。道と校庭を分断する茂しげみに金剛が突っ込むのが見えた。

「行くぞ」

　萩原も羽留奈の手を取り走る。鳴美も原はら田だを突き飛ばして金剛を追った。が、その原田は体勢を立て直すと羽留奈に向かってタックルをしかけた。二年一組の生き残りの一人であると察したのだ。

　萩はぎ原わらは羽は留る奈なを守り、原はら田だのタックルを受け止める。そのまま原田を転ばし自みずからも茂しげみに突っ込んだ。茂みを抜けて校庭に出る。

「中央へ！」

　金こん剛ごうが目指したのはあの中央エリアだ。

「くそ……」

　萩原は腹を押さえてよろめいた。強烈な痛みは上半身のみで、下半身は石のように重かった。もう走れない──

「萩原君！」

「行け羽留奈、そのまま逃げろ！」

　萩原はよろめいた。銃で撃うたれて死ぬ。そんなことが自らに降りかかるとは思わなかった。これは本当に現実なのか……。

　萩原の体からふっと力が抜けた。
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　空に向かって発砲した伊い央おは、そのまま寄宿舎に突入した。

　他のプレイヤーからの攻撃を想定していなかった集団は混乱した。人質たちが悲鳴を上げて一気に秩ちつ序じよが失われた。

　伊央はそんな集団の中を突っ切る。

　──助けなければ。

　伊央を突き動かした理由はそれだけだった。

　あの緊急放送の五人での対話の中、ふと映り込んだ人間がいた。寄宿舎ポイントにて喋しやべっていた片かた桐ぎり美み鳥どりのピンマイクを直した生徒、それは間違いなく萩原だった。

　その彼のいる寄宿舎が襲われようとしている。理由は二年一組の生き残りであることも知っていた。流る華かの言った生徒在籍表にアクセスしてみたが、二年一組の残りの人数は二人。校舎の会議室にて二年一組の大虐ぎやく殺さつがあったという噂うわさはあったが事実だったのだ。

　伊央は混乱する生徒たちをなぎ倒して疾しつ走そうする。集団にまぎれるのは容易たやすかった。問題は離脱だ。萩原、そして一いつ緒しよに行動しているだろう鳴なる美みを確保し、クラスまで戻る必要があった。たとえ撃ち合ってでもクラスに二人を連れ戻す。

　中庭に入ると人質だろう生徒たちがしゃがみ込んでいるのが見えた。

「動かないで、動いたら撃つ！」

　叫さけぶプレイヤーの姿もある。

　伊央はそんな彼女を無視して中庭を突っ切った。撃たれないという確信があった。外に逃げる人間には敏感だが、中に入る人間に対しての反応には迷いが生じるはずだ。思ったとおり、彼女は伊い央おに向かって止まるよう叫さけんだだけで、発砲はなかった。

　伊央はそのまま共同玄関から寄宿舎に入る。寄宿舎ロゴスポイントがあるのは確かこの建物だったはずだ。

　建物内も混乱している。生徒たちがしゃがみ込んだり泣き叫んだりの光景があった。当然ながらプレイヤーたちですべての生徒を制御することは不可能だ。故ゆえに、まず寄宿舎の出入り口を封ふう鎖さし、後のちに行動を管理するはずだ。

　同時にプレイヤーたちは紺こん野の真ま奈な美みを探すはず。そんな隙すきを突いて萩はぎ原わらと鳴なる美みを連れ出す。

　伊央は階段を駆かけ上がりスタジオへと向かう。踊り場でしゃがみ込んで泣いている女子に視線がいったが、再び走る。カラフルなヘアアクセサリーがついていたが鳴美ではない。

　廊下を走りスタジオのあるホールに走り込んで啞あ然ぜんとする。中は白色の粉まみれになっている。消火器だ、とすぐに気づいた。

　さらに部屋の中には真っ白になった生徒たちが呆ぼう然ぜんとしていた。その他にプレイヤーの姿はない。彼女たちはやはり紺野真奈美探しに奔ほん走そうしている。

　伊央は粉にまみれた一人の女子に近づき、聞く。

「一年七組の萩原君と鈴すず原はらさんを知らない？」

　だが彼女は悄しよう然ぜんとしたままだ。

「ねえ答えて」

　伊央は銃を抜き、頭に銃口を突きつけた。

　銃に気づいた生徒たちが悲鳴を上げる。銃を突きつけていた生徒を見て気づいた。彼女は先ほどの放送で寄宿舎の代表だった片かた桐ぎり美み鳥どりだった。

「銃を下ろして」

「いいから答えて。チェス研けんの萩原君と派手なアクセサリーをつけた鳴美ちゃん」

　伊央は銃口をこめかみに押しつける。時間がなかった。萩原と鳴美を連れて脱出するためのタイムリミットは近づいている。

「チェス研？　チェス研の二人なら──金剛さんを連れて逃げた」

「逃げたの？」

「どうせ逃げられないけどね。校庭に逃げ出したらしいけど撃うたれる。チェス研の女の子を奪うばい取られて殺される」

　美鳥は自じ虐ぎやく的に笑った。

　チェス研の二人。確かチェス研には二年一組の女子、沖おき羽は留る奈ながいたはずだ。彼は彼女を連れて逃げているのか。だとしたら危険だった。ナンバーコンプリートを目指す渚たちは、萩原を殺してでも羽留奈を奪だつ取しゆするはずだ。

　伊央はホールの窓に駆け寄る。

　窓に張りついて目を見張った。校庭の中央に向かって走る人の姿がある。ここからでは小さくて見えないが、たぶんあれがそうだ。そして逃走する彼らを囲むように散開して追い込むプレイヤーの姿が確認できた。

　──撃うたれる。

　伊い央おは確信した。

　強引にでも二年一組の残りの二人を手に入れようとしているのだ。羽は留る奈なに銃弾が当たろうとも生きていればいい、と、銃を乱射するはずだ。間違って羽留奈が死んでしまったとしても、紺こん野の真ま奈な美みは確保している。

　羽留奈を中心に別のセレクションが誕生するリスクを考えれば、羽留奈を奪うばうか殺すかのどちらかしかない。

「そんな……」

　伊央は窓にもたれかかる。今から走って間に合うか。入る時と違い、寄宿舎から出るには交戦が起こる可能性がある。それでも……。

　そんな時声が聞こえた。

「見つけた！」

「紺野真奈美を確保した！　渚なぎささんに伝えて！」

　伊央はその声に振り向く。
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「しっかりしろ」

　倒れそうになった萩原は誰かに受け止められた。

「……北きた野の」

　萩原は北野に支えられながら校庭を走る。北野は渚グループの人質になっていたのだ。危険を顧かえりみずこうして助けに来てくれた。

「すまない北野」

「当然だ、僕たちは仲間だろ」

「いいのか、先に言っておかなかったのに」

　利害関係なく北野は助けてくれたのだ。

「萩原君、早く」

　引き返してきた羽留奈も萩原を支える。

「こっちへ！」

　金こん剛ごうが中央に到達していた。さらにそんな金剛の下もとへ走り寄る人影があった。それは雑ぞう木き林ばやしから飛び出してきた桜さくら木ぎ環かん奈なだった。

「桜さくら木ぎ環かん奈なの銃で応戦するってのか？」

　だが銃弾の数が違いすぎる。相手は照準も定めずに撃うってくるはずだ。そうなれば全員死ぬ。羽は留る奈な以外は殺される。

　振り返ると、渚なぎさを先頭に、プレイヤーたちが五、六人ほど追ってくる。金こん剛ごうが中央エリアで足を止めたのを見て、そこを囲むように散開し始めた。

　中央に駆かけ込んだ萩はぎ原わらは、ドスンとベンチに崩れた。

「もう駄だ目めだ」

　萩原は大きく息を吐はいた。

「私は諦あきらめてないわ」

　金剛がじっと渚に視線を向けている。

「方法があるんですか？　どうせ殺されます。偶然に助かったとしても未来はない。このメンバーは羽留奈以外はセレクションに入れない。ここが終着駅です」

「たとえ死ぬとしても、やるべきことはやるわ」金剛は萩原を向いた。「その前に私への暴言を謝って、萩原」

「金剛さんを悲しませるつもりはなかったんです」

「うん」

「沢たく山さんの女の子にチェス研けんの会報誌の表紙で花を抱かかえて微ほほ笑えんでもらいました。でも、金剛さんだけには持たせなかった。ずっと探してたけど金剛さんよりも綺き麗れいな花はこの学校になかったから。たとえこれから死ぬとしても、俺のそんな気持ちだけは知っていてほしい」

「……男って言い訳ばかりで、なかなか謝らないのよね」金剛は苦笑いを浮かべた。「まあ、でも水に流してあげる」

　周囲は包囲されていく。環奈の銃を警戒して一気に来ることはないが、それでも退路は断たれた。渚たちは確実に撃ってくる。これからの彼女たちには自分たち三十人以外を殲せん滅めつする、という大きな試練があるのだ。この状況で発砲をためらうわけにはいかない。

「もう時間ね」

　金剛は桜木環奈に目くばせをした。

「え？」

　環奈に銃を突きつけられた羽留奈が硬直する。

　北野が止めようとしたが、萩原はそれを制した。確かにこの状況を打開する方法の一つであることは確かだ。だが……。

「抑止力になるでしょうか。もしも羽留奈が二年一組最後の生徒なら可能性はあった。いや確実に脅おどしは成功したでしょう。でも、そうじゃない。たぶん彼女たちは強引に来る」

　渚たちの動きは止まらない。環奈を警戒しつつも徐々に距離を詰めてくる。たぶん、渚グループは二年一組のもう一人、紺こん野の真ま奈な美みをもう確保したのだろう。

「相手の目を見なさい。戦うという意思表示をするの。たとえ撃うたれて死んでも、撃った人間を呪のろってやるって睨にらみつけるのよ」

　金こん剛ごうは銃を向ける渚なぎさから目を逸そらさない。二人はずっと日常からカードを隠して交流していたのしれない。このコロシアムでついに互いの手札をオープンすることになる。

「鳴なる美み、ベンチに座ってな。羽は留る奈なの隣は少しだけ安全だ。ほんの一いつ瞬しゆんだけでも守ってやる」

　萩はぎ原わらは鳴美を座らせ立ち上がった。

「萩原……」

　萩原はベンチの前に立つ。

「羽留奈さんだけ銃を向けられるわけにはいきませんからね」

　北きた野のも萩原と並んで、金剛たちの盾となった。

　日常で生徒たちが汗を流していた校庭は銃を向け合う戦場と化した。あれほどスムーズに流れていた日常の光景は、こうもがらりと変わってしまった。

　萩原は思った。これが本来の学校の姿だったのではないかと。スフィアシステムという、外部から孤立した隔離空間は、食料など物質の流通はあるが、人間の感情や思考は空間の中に溜たまっていくばかりだ。

　卒業する生徒たちを介して排出しきれなかった濁にごった感情は、澱おりのように学校に沈ちん殿でんし続ける。バイオスフィアにおいて廃棄物が循環し高濃度の毒になるように、循環する情報や感情が凝縮された毒になってスフィア内に留とどまるのだ。

　学校にコロシアムを出現させたのは、そんな高濃度の毒を焼却するためなのではないだろうか。学校というスフィア空間を洗浄するため、生徒ごと毒の消去を選択した。

　銃を向け合う目の前の光景は、この学校で循環し高濃度となった感情そのものなのだ。

　渚が周囲に合図し、銃口が萩原たちに向けられる。スフィアで濃縮され続けた毒が発射されようとしている。

　萩原は目を閉じた。あの時、画面の向こうの彼女をもっと大切に扱っていたなら、このエンディングは変わっただろうか……。

　銃声が聞こえた。
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【五十嵐いがらし渚なぎさ　占拠ポイント・寄宿舎】






「待って、そのまま！」

　渚は周囲のプレイヤーに叫さけんだ。校庭で聞いた報告は紺こん野の真ま奈な美みの死、だった。

「どういうこと？」

　渚は中央の金こん剛ごうたちを横目に聞く。息を切らして走ってきたプレイヤーは混乱している。

「撃うたれました。乱入したプレイヤー……月つき島しま伊い央おに撃たれたんです」

「さっきの銃声がそれ？」

　渚はスマホを取り出し生徒在籍表にアクセスする。そして目に入ったのは絶望的な画面だった。二年一組から紺野真奈美の名前が消えている。残りは沖おき羽は留る奈な一人……。

「撃たないで、絶対に撃ってはいけない！」

　渚は金剛たちを囲むプレイヤーに叫ぶ。

「月島伊央は数人のプレイヤーとの交戦後、逃走しました。被弾し負傷したので、みんなで追えば……」

「追わなくていい、それより守るのよ」

　渚はベンチで銃を突きつけられる羽留奈を見た。

「私たちは、セレクションを完成させる最後のキーを必死で守らなければならない」

　伊央はラストナンバーでのゲームクリアを目指している。だから隙すきを突いて紺野真奈美を殺したのだ。そして次に狙ねらわれるのは沖羽留奈となるだろう。

「中央の彼らを触発しても駄だ目め」

　自分たちの最優先事項は、銃弾から沖羽留奈を守ることになる。

「沖羽留奈は、私たちのクイーンなのだから」








【黒くろ川かわ咲さ季き　占拠ポイント・部室棟】






「しくじったようね、五十嵐渚」

　咲季は画面の生徒在籍表を見ながら呟つぶやいた。

　寄宿舎の混乱は手に取るようにわかった。五十嵐渚のミスは、セレクションでのゲームクリアーを目指すと、フライングして宣言してしまったことだ。積極的な戦略は裏工作と緻ち密みつな情報収集が必要だ。ずっと学校の華やかな舞台に立っていた五十嵐渚は、それをわかっていなかった。

　これで最大武力を持った集団に重い足かせができることになる。今後、セレクションの武力は攻撃ではなく、羽留奈の守備へと割さかねばならない。

　校舎を拠点としているプレイヤーたちは、セレクション崩壊のために羽は留る奈なを狙ねらうだろう。渚なぎさはそんなグループとも戦わねばならない。二つの勢力の衝突は好機だ。そしてショッピングモールに落ち延びた椎しい名な流る華かは何もできない。彼女にもここで表舞台から降りてもらう。

　他が動けば動くほど情報の断片は落ちていく。それを拾い集め組み合わせていけばいいだけだ。そうすればおのずとコロシアムのイニシアチブを取ることができる。

　咲さ季きはチェス盤のクイーンにそっと触れた。

　フィールドが六十四マスから学校に移っただけのことだ。うまくやってみせる。盤上を支配するには、すべての駒こまの動きを知る必要がある。

「大切なのは情報よ」







【椎名流華　占拠ポイント・ショッピングモール】




「寄宿舎からの避難民は受け入れてください」

　椎名流華は周囲の生徒たちにそう指示した。

「ただし、プレイヤーは拒否します。戦ってでも敷地に入れないこと」

　すでに生徒在籍表で紺こん野の真ま奈な美みの死を確認していた。その情報は椎名流華にとっても都合のよいものだった。彼女の死によりコロシアムの動きは鈍どん化かする。デスゲームは危あやういバランスを保ったまま終盤に向かうはずだ。

　持久戦となればこちらに場所の利がある。この場所に銃がないのは本当だったが、その武力の低さは別で補える。資源と人間を確保しておけば、いずれコロシアムを制圧できる。

　椎名流華はパソコン画面の情報を見ながら呟つぶやく。

「教えてあげるわ。自みずから武力を持つ必要はないということ」

　世界を支配するための最重要要素は──

「いつでも経済だわ」








【萩はぎ原わら悠ゆう人と　占拠ポイント・校庭中央部】






　五十嵐いがらし渚たちが距離を取って下がっていく。

「油断しないで」

　金こん剛ごうはすべての死角を確認し、プレイヤーがいないか確認している。

「退いたようですね」

　北きた野のがほっと息を吐ついた。プレイヤーは警戒しているものの、はっきりと銃の射程外まで下がっていった。いきなり彼女たちが退いた理由はわからない。渚なぎさが羽は留る奈なの価値を認めた、ということなのかもしれない。

　桜さくら木ぎ環かん奈なが羽留奈に向けていた銃を下ろした。

「この隙すきに、どこかに逃げますか？」

　北きた野のの問いに金こん剛ごうが首を振る。

「無理よ。隙ができたわけじゃない、この学校は微び妙みような均きん衡こうを取って安定しただけ。たとえるなら学校に世界地図ができたようなもの。場所と人間、それぞれが選択して散らばったの」

「世界地図か……」

　萩はぎ原わらは混乱し始めた寄宿舎周辺に視線をやる。先ほどの寄宿舎方面からの発砲音が嚆こう矢しとなり、断続的な銃声が響いている。あちらで何かトラブルがあったことは確かだ。

「……ん？」

「どうしたの？」

　寄ってきた鳴なる美みが萩原の体を支える。

「いや、ちょっとだけ見えたような気がした」

　銃声をまき散らし、寄宿舎から校舎方向へと逃げていったあの人影は……。

「何が？」

「見失った。世界地図でいうとたぶん……」

　彼女は地中海に消えていった。

「これからどうするんですか」

　鳴美は萩原に寄り添うようにしながら立ち尽つくす。

「ここにいるしかないわね。校舎も寄宿舎も無理。部室方向に逃げれば、それが引き金となって世界大戦が始まる。だからずっとこの場所で漂っているしかない」

　鳴美だけはなく、羽留奈も北野も空虚な表情をしていた。まるで大おお海うな原ばらにゴムボートで放り出されたかのような絶望を背負っている。

「なあみんな、とにかく俺たちは生き残った。だからもっと楽しもう」

　萩原は皆に振り返った。

「こんな危険な校庭の真ん中で、馬ば鹿かみたいに楽しめって？」

　鳴美が呆あきれたように首を振った。

「学校は学校でなくなり、俺たちは孤立し取り残されたのかもしれない」

　勢力は分断され、この六人はなんの保証もない場所に放り出された。

「でも、この学校が世界地図となったとするなら……」

　萩原は校庭を見渡し言った。

「ここはハワイだ」








【月つき島しま伊い央お　占拠ポイント・校舎】






　伊央は崩れるように横たわった。

　花が咲き乱れる校舎の中庭だった。伊央は紺こん野の真ま奈な美みを撃うち殺した後、ここまで逃げてきたのだ。肩と腕に銃弾を受けたが痛みは感じなかった。もっと苦痛を与えてくれれば、少しは罪悪感が薄まるのだろうに。

　響いたあの銃声は、自分が発したものとは思えなかった。つい先ほどの記憶は臨場感を持って蘇よみがえる。プレイヤーたちが棒立ちし、撃たれた彼女を見つめている。そんな時の止まった部屋の中で、月島伊央は銃を構えて立ち尽つくしていた。

　全身の震えが止まらない。自分が何をしたのか理解できない。どうしてこうなったのか、まったくわからなかった。自分は、ただ……。

　自分はただ彼を助けたかった。

　それだけで無抵抗の女子を撃ち殺したというのか……。

　ベッドに寝かされていた紺野真奈美の心臓から血が溢あふれる。大きく見開いた目は瞳どう孔こうが広がっていった。たぶんあの光景は一生網膜に焼きついたままだろう。

　──死んだ。いや、殺したのだ。撃たれたから反撃したのでもなく、殺されそうになったから撃ったのでもなく、無抵抗の女子をただ殺した。

　銃口から放たれた弾丸は十グラムの鉄塊ではなく、自みずからの心を削ってできたものだった。伊央の大切なものをごっそりと削そぎ取って飛んでいってしまった。

「神様……」

　伊央は呻うめく。しかし、どんなに願おうとも放たれた鉄塊は戻らない。死のゲームの途中退席は許されない。だとしたら神様、助けてとは言いません、平等にすべての生徒を見捨ててください……。

　滲にじんだ視界に青い空が映る。こうして中庭で寝ころんで空を見るのは初めてだった。閉ざされた学校だが、空はこんなに高く果てしない。

　伊央は血に濡ぬれた手を空に伸ばす。

　この血まみれの手は届くのか。彼に触れることができるのか。あの時は、画面越しだったが、確かに触れ合った。未だにこの手で彼を触さわることはできていないが、この体以外は、それはぞくりとするほどの接触で、確実に……

「……私の心は触られた」
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　あとがき




　今から思えば、あれがきっかけだったと思うんです。

　今年の真夏にクーラーが故障しまして、急いでアパート管理会社に連絡したところ三日待てというのです。その三日後、手ぶらで来た業者の人が「あー確かに壊れてますね」とにこりと笑い、僕は故障を直せないんでメーカーのほうに連絡しましょう、今連絡したところ一週間ぐらいかかりそうですね……みたいな感じで、あまりに呆ぼう然ぜんとしすぎて記憶があやふやなんですが、お前はエアコンの故障を見に来ただけなのか、何な故ぜお前を通さずに最初からメーカーに連絡しないのか、この三日の待ち時間はなんだったのかと、怒いかりが湧きましたが、このエアコンなしの三日間で学んだ僕は、平静を保ったのです。怒りは暑さの大敵だと知っていたからです。

　そして残りの一週間を耐えるために、自然派生活が始まりました。

　エアコンを使わないのはもちろん、何に対しても怒らず温厚に時を過ごす。ベランダに水をまき、熱を発するので夜になっても灯あかりは点けず、寝るときは氷を枕元に置く、など。

　さらに節水節電を心がけ、省エネの一環として暑い日中に仕事はせず公園でビールを飲んで、夕方部屋に戻ってもまだ暑いのでビール、暗くなったらビールを飲んですぐに寝て、できるだけ遅く起きるという自然派生活。

　そのうちに、この素晴らしいエコ生活を周囲に啓けい蒙もうしていくべきだと考え、

　友達と飲みにいっても居酒屋には入らず河原や公園でビールを飲み、その友人の家に行ってブレーカーを落とす。打ち合わせに行ったＫＡＤＯＫＡＷＡビルもエアコンを稼働させていたので玄関前の緑地スペースにミントの種をばらまき、作家仲間にはパソコンを使わずに紙に書けと強要、北極の氷が危ない、電気は悪、二酸化炭素、米のとぎ汁、ドラゴンズの最下位はエコ、女子はもっと薄着に、掃き掃除にはお茶がら、断捨離、ウィルキンソンのマークを集めてタオルを貰もらえ、と周囲に喚わめき散らしました。

　そんな過熱した行動は一週間後に治まりました。エアコンが直ったんです。

　やっぱりエアコンはいいなあと、久々にテレビをつけてプロ野球観戦しながらビールを飲み、そのままエアコンをガンガンかけ続けてこの暑い夏をやり過ごしました。

　秋になった今でも思うんです、あの時僕を支配した感情はなんだったのだろうと。そもそもエコってなんだったんだろう……。

　とりあえず北極のシロクマのために、使い古した食器洗いスポンジでカイワレを育て始めました。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞＜金賞＞を受賞し、念願の作家デビュー。今回は執筆の合間に行った海釣りでの一幕をパシャリ。魚は写ってないけど……今度の打ち合わせで成果を教えて下さいね♪
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イラスト／白しろ身み魚ざかな

本作品の表紙は手塗り作業後にパソコンで割とがっつりと画面処理を入れているのですが、実は弟がやってくれています。「いい感じに！」とだけ言って丸投げです。笑。ゴージャスをいつもありがとう。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「土橋真二郎先生」係

「白身魚先生」係











本書は書き下ろしです。
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